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麟ふ鷹畠誓 塩原闘l幅説：明書 （昭和 16 年稿）
同 26年一部補筆

通商産業技官岩 生 ）関一・)f

通商産業技官今井 功

この説明書は昭和 15年岩生の調査結果に基づき昭和 16年に一旦稿了となつたもの

であるが，出版に先立ち昭和 20年の戦災により ，図幅原図のなかばを焼失 したので，

昭和 24, 25両年に亘り，岩生 ・今井両技官による地質の部分的再調査を行つて一部補

筆して完成したものである。 したがつて図幅内の地質について詳細を欠く部分があ

叫また鉱床に関してはふたたび調査を実施する暇なく，記述も止むを得ず昭和 14,

15年当時の資料と知識に基づい てきわめて箇単な要約を行うに留めた。ちなみに大部

分の鉱山はこの間に休山し，現在再開の気運にあるので， 参考査料としては役立つで

あろ う。

I. 地形

この図幅地域はいわゆる那須火山脈の南端に当り，その連峯がちょうど関東平野に

臨んでいる地域を占め， その北西部には山嶽が霊盛しているが，南東方に向つて次第

に低くなり，東縁部には南北に延びた那須野ケ原が拡がつている。

図幅地域南東端部の丘陵地に立つて北西方を遠望すると， 多数の秀峯が高さを競う

ように雲間に翁え立ち， 相連なつて地域の北縁を囲饒し，その壮綬は言語に絶する。

すなわち，西端から男体山（海抜 2,484m) • 女峯山（悔抜2,464m)および赤薙山 （海

抜 2,010m)の；渚峯が連なつて日光火山梨を形成し， これと鬼怒川の峡谷を距ててそ

の北東方の高原火山，北方の帝釈山塊に相対している。男体山は地域間の最高峯であ

るが，穏やかな「コ ニーデ」の形状をよく保存している。女封； ・赤薙の両峯は単一「 コ

ニーデ」が甚だしく開析されたものであつて，山据は緩かであるが， 頂附近は岩肌が

露われ岩壁をなして翁え立ち，近づくとますます験峻な感じがする。高原火山も単一

＊昭和23年退牒．現在東京大学叙授
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「コニーデ」が開析されたものであるが，前者に比べてその程度が菊く， 山姿もまたや と

穏かであつて長い山据を引いてい る 。 ]Jij黒山 （洵抜 1 ,678m) • 所釦瑣山（悔抜1,766in)・

釈迦ケ3訳（悔抜 1,795m)の名佐蒋：からなり， これらに囲まれた旧爆裂火口がある。 山裾

の南東方は辿＜ 那狽野ケ原に逹するが，西方および北方はそれぞれ鬼怒川および唸川

の峡谷に臨んでいる。危]Ti山はこれを西方から速望するとその形が第頭に似てお り，

名称の由来と なつたもののよう である。 帝釈山塊は図幅地域内においてはや入その高

さを滅じ，枯木山（海抜 1,755m)が最高封只である。四囲に群峯を従えて多数の没谷に

刻まれ，壮年期の山貌を呈する。 この東方，図幅地域の北東端に当つては！爾太郎山塊

がある。海抜1,392mの硼太郎山が最『訊さで， その東緑は顕著な安戸山断I図樹 （辻

村太郎，昭 7,73頁）をなして那狽野ケ原に臨んでいる。

おもな河川は図幅南端を東流する大谷川， 中央部を南下する鬼怒川および北棄部塩

原に源を発 して東流し右折して那須野ケ原を南下する符川であつて，特に鬼怒川およ

び符川は深い峡谷を刻んで激流をなし， 処々に碧齋を湛えて幽翠の趣に富んでいる。

このほか無数の支流や恭JII流が涼々として奔流し，奇崖に悪つて澤布 となり，怪巖に遮ら

れて激流となり ，山を削り ，谷を穿つて， 山中到る処に壮年期の地形をつくつている。

特に日光火山中には高さ20m 以上の澤布数10があり，その最たるものは布引の施お

よび七糀てある。nり者は女竹叫山の北側に位し，その高さ 150111余，飛澤が天に慇つて壮

絶をきわめ，後者は赤柑＇［山 の南西側，熔岩と集拡岩 との災而からi勇出して300-400m

の懸崖を落ちる数条の白滴で，合流して2罰砲峡谷を奔り， 稲荷川 となり，さらに南下

して大谷川に注いでいる。

祢根村附近には明らかに西方に仰く傾動隆起地形が認められる。 この山塊を批ぬく

さび

蛇尾川がまさに山地を出ようとする処で， 最も深い峡谷が刻まれて激流となり ，遂に

安戸山断層就を横切つて那須野ケ原に出て， そこで著しい扇状地をつくつていること

はその査証である。このほか，鬼怒川・符川および小百JII等の沿岸に明瞭な段丘が発逸

しているのは， おそらくこの地域全体が陸起しつとあることを暗示するものである。

日光火山に登つて碩から南東方を俯脈すると，緩やかな丘波が平野の処々に点綴し y

大小の河川が腔霧の間に蛇行している。 これがこの地域の地貌である。
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II. 地質

II. 1 概説

地質を大別して 4種とすることができる。

すなわち， (1)秩父古生層， (2)花岡岩類， (3)第三系，および (4)第四系（日光・

塩原両火山を含む）である。このほか大小の岩脈多数が見られるが， 地質の大勢には

影愕を与えていないようである。

秩父系の大半は粘板岩からなり， ほかに砂岩 ・チ ャ ート• 石灰岩 ・輝緑岩等を挟

み，お_¥,むね NE-SWの走向を示す。分布区域の南部は断層を伴なう擾乱が甚だし

い。花滴岩の熱変成作用により，処々がホルソフェルス化し， また一部はミロナイト

様岩石 となつている。

花岡岩煩は古生層を賀ぬき，相前後して貨入した数種の岩類からなり， 中新期火山

岩類によつて鍵ぬかれ， または不盤合に初われている。すなわちその逃入時期は秩父

古生層以後中新統以前である。

第三系は火山岩および堆積岩層の錯雑した累層からなり， その時代は中新世から鮮

新批に亘り， その岩種は変朽安山岩類 • 石英粗面岩類 • 石英粗面岩質凝灰岩または凝

灰角礫岩煩を主とし，最上部以外はお，，むね緑色を帯び，多数の浅成鉱床を胚胎する。

おそらく， これらfま， 本邦東北地方に発達するいわゆる緑色凝灰岩の一部に相当する

ものである。 東・西• 南• 北の各部分ごとに岩相および小栃造を巽にするが， 大観す

ると NE-SW方向に廷びた大構造を呈する。

洪租世の日光および塩原両火山の主体は， ともに成層火山が開析された コニーデて

あるが，それぞれ2,3または数個の寄生火山を伴ない，またその浮石は浮石流または

拗出汗石I晋をなして東南方に拡がつている。 両火山は洪租批初期から末期に亘つて生

成されたものである。

沖租層は那須野ケ原扇状地および大谷川沿岸に広く発達 し，砂礫からなる。

断層撓曲連動は 3 つの異なつた時期に認められる。すなわち，先第三紀 • 先火山お

よび後火山てあつて，最後の時期に属するものは， 現在に至るまでなお活動を継続し

ている徴がみえる。NE-SWないし NNE-SSWおよびこれにほ ゞ直交する方向の断
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脳が服も多い(47頁模式地質柱状図参照）。

II. 2 各説

II. 2. 1 秩父古生 層

大半は黒色粘板岩からなり， 砂岩がこれに次ぎ， そのほかチャート • 石）火岩 ・輝緑

捩灰岩 ・輝緑岩等を挟有している。分布区城の西北部では，地層が比較的規則正しい

NE-SWに近い走向を示すが，走向に沿ぅ多数の急傾斜断隠および緩領斜断I習があ

り，特に分布区域の南部では走向に直交する断層がこれに加わり， このために地屈が

釣綜して多数の地塊に分かれ，特有のオ,'lj辿を呈している。 この断層は第三紀火山岩類

の咬出に先立つものである。 花商岩の逃入により ，広範に亘り軽度の熱変成作用を蒙

り，一部ホルンフニ）レス化している。

こ入で構造上特に注目すべき 2つの事実がある。 1つは上記断圏生成およぴ花侮岩

逃入に先立つ千枚岩化作）,jJならぴにミロナイ ト化作用であつて， その影習は粘板岩と

砂岩との互層に最も砂'i恕であり，その剪開面は地層の走向とほゞ一致している。他の

1つは断）罹生成に伴なう 戦砕作）IJであつて， その影替は地域の東部および南部に分布

する珪岩および粘板岩に即培である。 川治流動阪灰灼礫岩はこのような破砕術に沿つ

て逃出， 生成したものである。

栗山村花和部落の北部および南部に分布する石灰岩から Yabeinasp., Neoschwa-

gerina sp., Verbeekina sp., Schwagerina sp. を産したことから，その時代は二畳紀

に屈するものと報ぜられている。栗山村楊西川北方の石灰岩中にも紡鐙虫の化石を産

している。

粘板岩および砂岩の互思 粘板岩は灰黒色を星し， 一般に千枚岩構造が発達し， し

ばしば粘板岩 • 砂岩の細かい互思を挟む。この互層は大部分千枚岩化作用またはミ口

ナイ ト化作用の途中の階程にあつて，大小の稜角状砂岩を灰黒色の粘板岩質物質が膠

結し， しばしば黒色千枚岩に移化している。 ホルンフ ェルス化したもののなかには，

この ようなミロナイトおよび千枚岩を原岩とするものも含み， そのほか紅柱石（川俣

馬坂沢産，紅柱石は白雲母に変化している）・ピナイト（塩原町赤川上流，栗山村日向

鉱山附近） ・白変母の焦点紋（日向鉱山附近）等を有するものもある。
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砂岩には粗粒，中粒，帝Ill粒のものおよび硬砂岩を含む。

石灰岩 地域内にはおもな石灰岩腔が見掛上 3枚あつて，それぞれ厚さは lm ない

し数 m 以下のものが多く， しばしば厚さ 10cm内外のチャ ート 数枚を挟み， そのた

めにこのチ;・ -卜質部分だけが浸蝕から残り，特屎の板状構造を現出している。 石灰

岩は灰色または白色で，そのなかばは再結晶により糖状を呈している。紡鐙虫の化石

を含有するもののあることは前述した通りである。石灰岩層と相伴なって，その上熊

または下盤側にはほとんど例外なく， 特徴のある板状チャ ート を伴なう 。本地域最北

西部，福島県南会津郡においては石灰岩は著しくその厚さを増し，全厚 50mに近い。

チャート チャ ートには 2種類が認められ， 1つは前記石灰岩慇を伴なう もので著

しい板状構造を呈し，各板ごとに灰 • 白 ・淡紅 ・淡緑等の色彩を有し， 特徴ある縞状

構造を呈 し，緻密，細粒である。他は石灰岩層を伴ない板状構造を呈しているが， お

もに灰色である。 稀に赤鉄鉱の微粒を含有して暗紅色を呈するものもある。

輝緑岩および輝緑凝灰岩 輝緑岩は他の岩摺中に厚さ 2-lO m 程度の岩脈 • 岩I禾ま

たは短径 500m 内外の小岩層をなして産し， 輝緑凝灰岩は水成岩の闇中に介在し，

しばしば輝緑岩に移化する。暗緑色 ・灰緑色等を呈し，級密，挑状で堅硼なもの， 脆

弱なもの， 剥離性を有するもの等がある。種々の変成作用を蒙りその性状は一様でな

いが，原岩は粗粒玄武岩 • 玄武岩質安山岩 • 基性凝灰岩等である。変成作用の程度に

より， 緑泥石相の岩石，緑泥石 • 陽起石相の岩石， 陽起石相の岩石の 3種に大別で

きる。こ の3者の分布は不規則である。

緑泥石相の岩石 ： 栗山村大川筑 • 同村大事沢下流および 同村楊西川上流等に産し，

拇外でしばしば蛇紋岩様外観を呈する。

産 地 I大 川 筑 l大事沢下流 I湯西川上流

原 岩 l粗粒玄武岩 Iガラス質安山岩 I安山岩質瞬灰岩

楠 1原構造をよく保存す
る。造 Iほゞ原棉造を保つ。 1原樅造を保有する。

主成分鉱物
〔輝石（含チクン）〕 ・ 曹長石（原斜長石の ソージュライ ト・ 緑
緑泥石 ・緑簾石 ・咄 形を保有 する）・緑 泥石 • 炭酸塩鉱拉 •

、 長石 ・リューコクジ 泥石 •炭酸塩鉱物（ し 硫化欽
ン ばしば脈状） ・リュ
［〕は残存鉱物 一コクジン
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緑泥布 • 陽起T.i相の岩石 ：栗山村馬坂沢 • 同村褐西川上流等に産する 。

哲 地 I馬 坂 沢 l品西川上流 i湯西 川上 流

原 岩 I粗粒玄武岩 斑状安山岩 i基 注凝灰岩

構造
I原構造を よく保有す 原構造をよく 保有す やり原梢造を保有す
る。 Iる。 1る。

緑泥石 ・ソージ ュラ 斜長石（絹雲母によ 斜長石斑晶 （一部再

主成分鉱物
イト ・イルメナイト ・ リ汚濁される） ・ソー 結品する）・l湯起石斑
黒雲母（淡褐色）・組 ジュラ イト・緑泥石 ・ 状変晶（原姉石の｛反
雲母 ・少抵の限起石 陽起石（緑泥石 と相 像），石基は黒雲母

伴なつて原耀石の仮 （淡褐色）・ 絹雲母 ・
保を呈する） ・緑簾石 緑泥石の集合体から

I cしば しば脈状を呈 なる。
する） ・イル メナイト

販巳石相の岩石 ：こ の岩石には 2種がある。 すなわち花岡岩の熱変成作用を著しく

蒙つてホルンフ ニ；レス化 したものと， しからざるものとであり， 前者は湯西川支流白

石沢 ・ウ ツルギ沢等に， 後者は栗山村無砂谷 • 同村深沢（滝沢） ・同村大川筑等に底す

る。

まだホルンフェルス化 していないものは次表の通りである。

立肛

一
原

一
梢

主成分鉱物

地 I 無砂谷 I 深 沢 1 大川筑

岩 i粗粒玄武岩質安山岩！斑J:/ミ安山岩 1安山岩

造 1 原構造の名残があ る。
I原構造をよく保有す •:<· 原楠造をよく保有
る。 する。

陽起石の斑状変晶 〔斜長石〕 （汚濁す） ・ 〔斜•長石 〕 （栃木状，灰
（原輝石の仮像）・斜 ウラ Jレ石（輝石の｛反 長石質，汚濁する） ・
長石（〔栃木状灰長石 保） ・陽起石（ウラル 黒雲母（淡掲色）・絹
質長石〕の核石を有 石の外套をなす）・ 雲母 • イルメナイト ・
する） ・石英 イルメナイト 陽起石， しばしば少
〔 〕は残存鉱物 置の磁硫鉄鉱を伴な

う斜拗旅石・緑簾石 ・
曹長石脈で貰ぬかれ
る。

副成分鉱物 I 磁鉄鉱 ・ 桁石 • イル 緑簾石
メナ イト • 黒雲母

沃 多少 の2次的跨開構造を生ずる

ポルソフ ェルス化 したものは次表の通りである。
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産

一
原
一
梢

地 1 ウツ）レギ沢

岩 I塩基性火山岩

造 I全変晶質，斑状を呈する。

斑状変晶（原斑晶の名残）｛陽起

主成分鉱物 I石 ・単斜輝石 ・曹長石 ・栂石

素地 ｛陽起石 ・黒雲母（赤褐色）
• 灰長石質長石 ・磁鉄鉱

I 白石沢

I塩基l生火山岩 （祖粒玄武岩 ？）

I全変晶質，斑状を呈する。

斑状変晶（原斑晶の名残） ｛陽起
石 • 黒雲母（赤禍色） ・灰長石質
長石（汚濁 した原長石ま たは新
畔な斜•長石の粒状集合体）

素地 ｛陽起石 ・斜長石 （新鮮） ・
イ Jレメナイト ・ リュ ー コクジン •

術石等

しばしば透雄石 ・斜長石脈で貰
ぬかれる 。

この岩石はまたしばしば， 1閃j雲花商岩中に大小の丸味を帯びた捕疵岩片として存在

する。 灰緑色，租111粒，ゃ豆斑状を呈し，一見閃雲花商岩と同源のようにみえるが，顕

微鋭観察によれば， 外来捕股岩であることが明らかである。

梢 造 l や口斑状，細粒閃緑岩状構造

斜長石（中性長石．累帯描造著しく，核心に汚濁した栃木状灰長

主成分鉱物
質長石を包有し，周殺部にはミ）レメカイトが発達することがあ

る） • 黒雲母（禍色） ・紐色角閃石（時に核心に陽起石を残存する ）・

楯石 “磁鉄鉱からなり， これ らを客晶とする加里長石と主晶が斑

晶状に成長する。

副成分鉱物 i燐灰石 ・ジJレコン等

II. 2. 2 花尚岩 類

この地域の花商岩には 5種が認められる。別に花晩斑岩がある。

閃雲花商岩 地域中のお もなものである。 中粒で前述の輝緑岩源捕簸岩を有し，岩
とくこ

相の変化に富み不均ーである。 例えば三依村独鈷沢におけるように閃緑岩質であるこ
こやすと・

と，また豊岡村小休戸における ように黒雲母花尚岩質である こと等がある。

含柘溜石I憂白質花尚岩 粗粒優白質であつて， 例えば栗山村 H向鉱山附近において

は紅色の鉄癖柘櫂石を含有する。 閃雲花糊岩との炭界は判然と しているが，その相互

の前後関係を究めることはできなかつた。

斑状悪雲母花尚岩～斑状閃雲花南岩 前者ぱ白色自形，長さ2-5cm 大の加里長石
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の斑状結晶を有し，筑波閤幅地域の黒槃母花廊岩にその外観が酷似 している。ほかの

花i湖岩との関係は不明である。後者は中粒ないし粗粒，淡紅色斑状加里長石および淡

緑色斜長石て特徴づけられ， 有色鉱物の分布が不均ーである。野門沢に露出している

黒雲母石英斑岩は本岩の周緑相である。

細粒黒雲母花商岩 前II粒均ーである。 仰かに第三紀層お よび沖科梱の下部に露出し

ているに過ぎず，ほかの花J¥Yo'J岩との関係を究めることができない。

前記各花商岩類の逃入時期は概説に述べたように古生陛以後， 中新統以前である。

黒雲母花尚斑岩 中粒辿斑品質， 川治温泉東北側の五十里ダム工事場に通ずる新道

切割に露出する。 川治流動凝灰f(i礫岩に闘ぬかれ，花箇岩類および古生屈との関係は

不卯である。多少緑泥石化作用 ・炭酸塩化作用等を紫り， 流状構造が顕著で，一見片

麻状花岡岩の外観を呈する。流理の方向は N20°W,傾斜はほとんど垂直である。

斑 晶 （） 内は次成鉱物

： 長 =I=~ ニニ：こn;；ここ;T竺:;~~ず。

黒 雲 母 長さ1-2rum臨度の葉片状，大部分炭酸塩化作用 ・緑泥石化作
用 ・紐簾石化作用を残せる。

（炭酸塩鉱物）
（緑簾 1 石） よ熊広局の変烈物 として産する。
（緑泥石） j 
褐 肱 石長さ 0.5nm1内外，ごく少邸

石 ・t1・ 
芦

球

石

顆 I 径 0.2-0.lmm内外の石英および加里長石のモザイッ
中心部 ｛ク集合体

周辺部 玉髄質の放射状石英集合体

基 I径 0.1-0.03mm内外の石英および加里長石のモザイック集合体。
ガラスは これを睦めず。

石英閃緑岩 地披の北西部に小岩体として産し， 他の花樹岩体との関係は不詳であ

る。

II. 2. 3 第 三 系

概説に述べたよう に，地質ならびにその構造が一見すこぶる錯雑しているので， 諸

沿煩ならびに諸地）料の相互関係を一目瞭然たらしめるために， 次表を掲げた。これか



，
 ら明らかなように， 地域内の第三系はいわゆる御坂層らしい火成岩体および「緑色凝

灰岩」の一部と， これらを不賂合に覆う鮮新統からなるものであつて， 前者が鉱化作

用 ・i毎底変質作用等を甚だしく受けているのに反し． 後者はほとんど変質を裟つてい

ないのは著しい事実である。

; 悶
（西 北 部） （東部およ び南部）

I 
含石英変朽安山岩

鮮
（北部） （南部）

（欠 除）
新 閃雲石英安 関谷寺山

山岩
関谷陪寺山層 陪群

世

-・ -・ 
.• 丸山斜• 長流紋岩-・ 

寺山斜長流紋岩
中

（欠 除） （北部） （南部）
上部変朽安 鹿股沢宮

山岩
鹿股沢翔 宮川罹

川罹群

新
... ・・'I 変朽流状石英安山 岩

叫大谷緑斑凝i下部変朽安
福

灰岩 山岩
大谷緑斑凝灰岩 渡

渡日向斜•長石塩原斜長石 塩原斜長石英粗面岩 層
層英粗面岩 英粗面岩

群

群
大滝緑色凝『II治流動 大沌緑色凝灰角礫 岩

世 灰角礫岩 擬灰角礫岩 一.. . -. . ,, 

足尾石英斑岩 足尾石英斑岩
．．． 

御坂火成岩体 御坂火成岩体

II. 2. 3. I 御坂火成岩体

この岩体は岩相の変化に富み，閃緑岩 ・ 閃緑紛岩 • 安山岩等が錨雑して産出し， し

かも相互にしばしば相漸移している。一般に熱水変質を蒙つて緑色を呈している。鬼

怒川濫泉附近およびその北方の鬼怒川縁りでは． 大滝緑色凝灰角礫岩の礫岩が朗瞭な

不整合面をもつてこれを被瑕している。 この岩体の時代は不詳であるが，図幅地域内
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における第三系岩中の最古のものに）屈している事実およびその岩質 ・猛状からみて，

仮に御坂Iけの時代に逃入， 噴出 したものと推定した。ちなみに閃緑岩と安山岩とが相

移行しているのは御坂の火成岩休の一•特買てある。次に各岩相について記叔を行う。

両輝石閃緑岩 灰緑色，中粒ないし帝Ill粒，きわめて堅硬， やゞ不均ーである。

主成分鉱物 I
斜• 長 石 累帯構造がきわめて顕恣で，中心部は短柱状灰長石質，周絡部は

中性長石である。

普通暉石 一部緑泥石お よびウ ラ）レ石 に変化する。

紫葱輝石 一部または全部縁泥石あるいはパスクイトに変化する。

磁 鉄 鉱粒状，径 0.3mm内外

副成分鉱物 燐灰石 ・緑簾石（次成）等

両牒石閃緑扮岩 昭緑色ないし灰緑色，不明瞭な斑状構造を呈する。緻密，堅恢で

ある。

斑 晶

斜 長 石

普通輝石

紫蘇輝石

石 基

斜 長 石

単斜暉石

石 英

加里長石

磁 鉄 鉱

副成分鉱物

長さおおむね 1-3mm内外

累術梢辿きわめて顕著，中心部短柱状灰長石質中粒長石，周絃部
曹長•石質長石，一部緑簾石に石化することがある。

一部もしくは）月粕部からウ ラJレ石化する。

一部パスクイ ト化し，または緑泥石と バスクイ トとの梨合体とな
る3

完晶質

累帯構造きわめて顕薯，中心部訴木状）火長石質中粒長石，周絡部
はアノ ーソ クレー ス質長石。

一部ウラル石化するか，または粋簾石 ・絆泥石等の頷合体 となる。

前記諸鉱物の間隙を充すc

石英と ともに前記諸鉱物の間隙を充す。

小粒状を呈する。

（緑簾石） ・ （緑泥石 ） • 黒雲母（淡褐色） ・燐灰石等 （ ）内の鉱物
は次成鉱物

普通輝右閃緑扮岩 前記両輝石閃緑玲岩と外綾は同様。

斑 晶 I長さ l-3mm内外 一

斜• 長 石 灰長石質中性長石，一部緑簾石および斜勁簾石化する。

普通輝石 大部分陽起石 ・緑泥石および方解石の集合体に変化 している が，
そのなかに怪かに残存していることがある。
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（陽起石）
（緑 泥 石）｝前記普通蹄石から変化したもの。

石 英 I少拡存在する。

イルメナイト I少拡

石 基 ＇ 完晶質

おもに石英 ・斜長石（累帯構造顆著）からなり，（緑簾石）・（緑泥

石） ・（方解石） ・イルメナイト等を混える。（ ）内は次成鉱物

角閃石牒石閃緑班岩 灰緑色ないし淡灰緑色，中粒ないし帝fll粒，緻密。

輝

長

閃

鉄
通

斑

一斜

普

角

磁

石

一
石

晶 大きさ前記岩石 と同様

石累帯構迎顕著， 中心部灰長石質中粒長石，周蒜部ア ノーソクレ ース質

石 一部ウラ Jレ石化し（時に中心部に無色角閃石がある ），一部緑泥石

化し，緑泥石を伴う。

石 褐緑色普通角閃石に屈し，一部緑泥石および絲簾石に変化する 。

鉱
英 ｝少粒として散在する。

基完晶質

灰長石質剃長石（累帯樅造が著しく，周毅部はアノ ーソ クレ ース

ス質） ・ 加里長石（間隙充壌鉱物） • 石英 ・磁鉄鉱 ・（緑泥石） ・（緑

簾石）・（ウラル石）等からなる 。 （ ）内は次成鉱物

輝石安山岩

斑 晶長さ l-4mm

斜• 長 石 自形ないし半自 形，灰長石質中性長石，一部方解石 ・緑簾石等で

交代される。

部 石 岩石中に普通輝石だけを有するものが多いが，両師石を有するも

のもあり，普通輝石は一部緑泥石 ・ウラ）レ石 ・方解石 ・緑簾石等

に変化し，紫蘇輝石は全く緑泥石に変わつている。

（緑簾石）

竺 ｝前記詫鉱物から変質 したもの

石 基完晶質の ものと，一部ガラスを有するものとがある。

斜長石 （栃木状灰長石質長石） • 石英 ・（緑泥石）・（緑簾石） ・（方

解石）・リューコクジン ・磁鉄鉱等か らなリ， ガラフ、もことごと

く脱ガラス作用を象つている。（ ）内は次成鉱物

II. 2. 3. 2 足尾石英斑岩

おもに南部に発達し，地域内の石英斑岩お よび石英粗面岩類のうち最古期に属する
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ものである。灰緑色ないし暗緑色を呈し，粘板岩 ・頁岩 ・チ・1・ート等の大小の稜角状

沿片に充ち，きわめて不均ーなのが葱しい特徴であつて， 他の石英斑岩との識別は容

J,）1である。風化に堪え，すこぶる堅砥である。捕槌岩片に富む事実からみて，おそら

く古生層の擾乱破砕帯に貰入したものと推定される。 この岩石の上部はしばしば次述

のガラス斑岩に移化 し， さらにその上部は大滝緑色凝灰角礫岩で不整合に靱われる

（玉生村東古屋附近）。

石英斑岩

斑 晶

石 英

加里長石

斜 長 石

緑 泥 石

石 基

径 0.5-1.5=

大きさ 0.5mm内外，やと汚濁する。
半自形，長さ 0.5-lmm内外，曹長石質， 部分的に暫長石化な
らびに緑簾石化され る。

斑点状集合体を作り， しばしば磁鉄鉱と相伴なう，黒雲母から変
質したものか。

珪長質全体誅泥石で汚染される。特に捕猥岩片に接した部分は
緑泥石に腐む。

ガラス質斑岩 11音灰紫色を呈し，長石の斑晶が顕著である。王生村の万珠鉱山附近

で標式的に発逹している。

斑 晶

石 英径 0.5-2mm
斜 長 石 半自形，長さ 0.5-lmm,曹長石質，部分的に曹長石化 ・絹雲母

化 ・緑簾石化等を塚る。
加里長 石半自形，径 0.5mm内外，汚濁する。
（緑 泥 石） 磁鉄鉱 と相伴な つて脂し， 黒裳月の仮保をなす。
石 甚脱ガラス作用を翠つたガラスか らなリ ，僅少盆の （緑泥石）・（方

解石）等で汚染される。
副成 分 鉱物 緑色角閃石 ・褐簾石等

（ ）内は次成鉱物

ふく わた

II. 2. 3. ,3 醤渡層群

地扱内の「緑色凝灰岩Jの主体をなすものである。おもに緑色または帯緑色の凝灰

沿設 ・捩灰角礫岩頚および斜長石英粗面岩類の熔岩からなり ， 部分的に石英安山岩

煩 • 安山岩煩等の熔岩および玲岩 ・ 斑岩岩脈を伴な う 火山岩質累層であつて ， その全

)!｝は約 1,500m と推定される。

岩相および確認または大体推定される新旧の順序によつて，下部から (1)大滝緑色



13 

凝灰角礫岩 • 川治流動凝灰角礫岩， (2 ) 塩原斜長石英粗面岩 • 日向斜長石英粗面岩，

(3)大谷緑斑凝灰岩 ・下部変朽安山岩 ・変朽流状石英安山岩等に分けられるが， それ

らは しばしば互に相漸移し， 部分的には明らかに紐返して現われるのみならず，上下

逆転 している処 もあり， それぞれを 1つの地屈名として考えるこ とは不適当である。

こいこいう凝灰岩および凝灰角礫岩の一部は， 堆租後変質して緑色を呈するに至った

ものであるが， その変質には鉱化作用に直接の関係あるものだけではなく，海底風化

または海底熱水変質作用等にも関連したものが少なくないよ うである。

この層群からは多数の海棲化石を産し， その時代は中新世とされており ，少なくと

も上部は中期中新世であろうと考えられている。

大滝緑色凝灰角礫岩 玉生村西荒川大滝附近に擦式的発逹を示すので， この名称を

つけた。北西または南東へ緩斜または急斜 し，不明瞭ながらほゞ NE-SWの走向が認

めらね 一部は足尾石英斑岩を不整合に毅う。斜長石英粗面岩質の緑色凝灰角礫岩か

らなり，大体の傾向としては下部は流動角礫岩質でやい堅硬， 上部は凝灰岩質でや上

粗継であるが， 仔細に観るときわめて岩相の変化に宮み，しばしば礫質， 砂質の部分

を挟む。 礫または角礫の種碩は珪長岩 • 石英斑岩 · 粘板岩 • 砂岩 ・ 変朽安山岩等てあ

つて，その大きさは最大 0.3m,平均l-3cm内外のものが多い。

岩石の色は多彩であつて， 1例を挙げれば緑色 ・淡緑色 ・仄緑色 ・淡灰紫色等であ

る。次に代表的岩石を記載する。

流動角礫質の部分：灰緑色または灰紫色の石基中に lmm-lcm大の緑斑お よび白

斑を有し，さらに大小の外来岩片を保持する。

斑晶お よび岩片 i
石英＇

斜• 長石

珪 長

石英斑岩

粘板岩 • 砂岩

不規則外形，径 Imm内外

半自形， 長さ Imm内外，曹長石質中性長石， 一部裂綽または
跨開に沿つて曹長石化される。

岩 1岩石に白斑を与える"lりょ vさ'~定てあるが，最大径 l=を超

プ ロピライト

淡絲色ガラス片 岩石に緑斑を与える 。

石 基珪長質またはガラス質， 緑土様鉱物で汚染される。
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ゃ只疑灰質の部分：淡緑色石甚に大小の緑斑 • 白斑• 岩片等が相混じてすこぶる不

均ーな外観を呈する。

斑晶および岩片

斜• 長 石 半自形，長さ lnun内外，曹長石質中性長石，累帯構造に乏しく ，
部分的に曹長石 ・緑簾石 ・方解石等に交代さ れたもの， 全体が汚
濁した曹長石 となつたもの，全体が緑簾石で交代さ れた もの等が
ある。

石 英 0.3mm内外。

珪 長 岩 岩石に白斑 として含まれる。

石 英斑岩 l大き さが不定であるが最大 2cm

プロどライ ト ［ を超えることは稀である。

淡緑色カロラス片 岩石に緑斑を与える 。

石 基 脱ガ ラス作用を蒙つたガラスを混えた珪長質石基であつて，緑泥
石 ・方解石 ・紐簾石等の微粒で汚染せられ，時に石英または粋簾
石の細脈で貫ぬかれる。

また，般岡村小百川上流にはこの角礫岩に斜長石英粗面岩の薄い熔岩が挟まれてい

る。著しく変質を蒙り，緑斑 ・ 紫斑 • 白斑等が相混つてぎわめて粗慰，一見凝灰岩の

外観を呈する。

斑品および岩片 I

石 芙径 l-l.5mm

奈I 長 石 自形な いし 斗，• 自形，長さ 0.5mm内外，全体が防濶 した曹飯石と
なる。

プロビライト I原岩の構造を性かに留め，粋泥石 ・糾虞丹等の集合体に変わって
いる。

石 基 I珪長質また はガラス質で，時に翠放の径 lm1n内外の毬顆を有し，
緑泥石 ・酸化鉄 ・方解石等で汚濁され，かつしばしば石英の細脈
で貫ぬかれる。

川治流動凝灰角礫岩 淡灰緑色の岩石で， 径 1cm 内外の桔板岩 ・チャー ト・ 珪長

岩 · 斑岩 • 花晩岩等の稜角状または円礫状岩片に満ちている。古生圏との境界に近づ

くにしたがつてますます稜角岩片に富み， 遂にその疫界に逹すると古生層の甚だ しく

破砕された部分に沿つてこの岩石が近入している のが認められる。 花岡岩との関係も

また同様である。おそらくこの岩石は基盤岩石が特に擾乱破砕された部分から流出し

て生じたものであろう。 川治附近においては古生層の石墨質粘板岩岩片を多量に捕疵

した影響らしく ，素地が褐黒色を呈 している。一般にすこぶる堅陳で風化に堪える
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が，節理に宮み刷壊し易い。この岩石は大滝緑色凝灰角礫岩に移化し，川治北方約 1.2

kmの男鹿川沿岸においては Pectunuculussp., Arca. sp.*の化石を含む暗灰色ない

し黒色の砂岩を買ぬいている。 この砂岩は従来福渡l苦群の基底に近いものとされてい

る。

斑晶および岩片 l
斜 長

粘 板

砂

チ ヤ

珪 長

（緑 泥

角 閃

石

， 

石 I半自形，長さ0.5-lnnn會曹長石質中性長石に屈する 。累帯描造
は著しくない。部分的に曹長石化され，また少屎の緑簾石を生じ，
または方解石で交代さ れることがある。

岩: l大きさ不定，稜角状

石） おそらく 有色鉱物から変質したものである。

石 きわめて稀に見られる 。裂片状，緑色普通角閃石に屈する。

基 珪長質または一部ガラス質 （緑泥石）・ 絹雲母で汚濁さ れ，これ
に加えるに（方解石） • 石墨質物質で汚染されることがある。（ ） 
内は次成鉱物

塩原斜長石英粗面岩 この岩石の一部は大滝凝灰角礫岩または大谷緑斑凝灰岩に移

化し，また一部では多数の岩枝を分岐して， これらを賀ぬいている。 部分により著し

く外観を異にする。 すなわち，斑状構造の著しい淡緑色（特に鬼怒川混泉附近），や .I.

凝灰質，淡緑色あるいは堅硬，級密で淡灰色を呈する。珪化されて純白色なもの， ま

たは鉱化されて硫化鉄の鉱染 したもの等があり， その外観組織は各種各様であって変

化に富み， しかも相互に相漸移している。けだしこの岩石は単純に噴出したもので

はなく，数回に亘つて相連続して逃入または噴出したもので， その間に凝灰角礫岩等

を生じたものである。

この岩石の特徴の 1つは加里長布を欠くことである。

斑 晶

石英I径 1-4mm
斜 長 石半自形，長さ 0.5-2nnn,汚濁した曹長石に交代さ れ，また一部

方解石に交代される。累帯構造を示さない。

緑 泥 石 1 黒雲母から変質したもので しばしば磁鉄鉱を伴なう c

石 基 微毬顆惜造ないし珪長質である。緑泥石 ・磁鉄鉱自学に よリ 汚濁さ
れる 。

＊金原倍泰による
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斑状構造不明瞭なもの

ー・ • -- -

斑 晶きわめて少ない。

石 英径 Imm以下，時に再姑品に より 石英微晶の集合体に変わる。

斜 長 石 半自形，長さ約 0.5 nu11内外，汚濁した曹長石に交代されること，
または郊分的に方解石に交代さ れ ること，繕雲母 ・紐簾石等によ
つて汚染さ れ ること :りSが多い。累帯構造がない。

石 基珪長質で絹雲母•片によつて汚染されることが多い。時に方解石 ・
緑泥石等が散布し，また石英の細脈が発達すること がある。

副成分鉱物 褐鉄鉱 ・黄鉄鉱 ・燐/1(石等

ひなた

日向斜長右英粗面岩 淡灰紫色， 淡灰褐色または淡灰緑色の堅破な岩石で， 無数の

小岩片を捕挽し， また緑色斑点が有 り，すこぶる不均ーである。数回に亘り相連続し

て流出したもので， 数枚の斜長流紋岩 ・緑斑凝灰岩およ びガラス斑岩を挟んでいる。

流動面は下部においては岩体の内部に傾斜し， 上部ではほとんど水平で，柱状節理に

富んでいる。おそら く一稲の deroofingを行いながら流出したも のであろ う。多くの

部分では大谷緑斑凝灰岩に毅われているが， 栗山村黒部附近では明らかに大谷緑斑凝

灰岩を整合的に被毅しているところが見られる。

斑 晶やと多い。

斜 長 ．五I半自形，0.3mm内外，曹長石質中性長石，正常累術構造を示す。
一部粋泥石に交代されることがある。 きわめて多鯰。

石 英 0.3-lmm

普通輝石破J,"状また は他形，0.3mm内外，新鮮である。~j:a;,:, 二ら変質したものてあ o。

石 基 真珠岩状亀裂に富んだガラスからなつていたもの と推定されるが
脱ガラス作用を蒙つて珪長質 となつている。単斜輝石の微晶お よ
び緑泥石が散在する。また紐色扁平のガラス片を有 し，岩石に緑
斑模様を与えている。時に古期安山岩岩片を含有 してい る。
（ ）内は次成鉱物。

上記ガラス斑岩に 2種が認められる。すなわち，ガラス質紫猫輝石斑岩（栗山村青

柳産）およびガラス質黒雲母斑岩（栗山村川俣産） である。 いずれも斜長石英粗面岩質

で，漆黙色樹JJ即t沢を有し，粘板岩 ・チャ ート等の外来岩片を捕彼している。

ガラス質紫酪輝石斑岩：

斑 品 Iやと多い。

斜 長 石 自形ない し半自形，径 0.5-lrmn内外，曹長石質中性長石，新
鮮である。
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紫蘇輝石 I自形，長さ 0.5-lmm,多色性がや り顕著である 。

石 基屈折率の低いガラ スからなる。

副成分鉱物 黒雲母（黒褐色）斑晶 ・燐灰石等

ガラス質黒雲田斑岩：

斑 晶

斜 長 石 自形ないし半自形，長さ約 0.5mm内外，曹長石質中性長石，新

鮮である。

黒 雲 母裂片状，長さ 0.5mm内外， 黒褐色種。

石 英微星

石 基 低屈折率を有するガラスからなり，僅かに緑色鉱物を混える。

大谷緑斑凝灰岩 全地域到る処に分布するが， 特にその標式的に発達するのは図幅

地域南方の河内郡城山村大谷附近であるから， 大谷緑斑凝灰岩と命名した。この凝灰

岩は主 として石英粗面岩質緑斑凝灰岩からなり ，他かに凝灰質でないものを混え，全

厚数 100mに達し，一般に上下圏に漸移する。しかし一見凝灰質の部分が，時に各所

で下部屈を貰ぬいて壁iこ平行に流狸構造を呈することがあり， 少なくともその よ うな

部分は一種の weldedtuff と見倣される。本岩は白色， 粗臨で淡緑色の大小の斑点を

有するのを特徴とし，一般に風化侵蝕には弱いが， 節理に乏しいので崩壊し難く ，滑

かな河床をつくることが多い。 しばしば石材として採取される。この凝灰岩は岩質上

次の 3種に分類される。

斜長石英粗面岩質緑斑凝灰岩（大谷石）：この岩石は図幅地域南方の大谷附近に発達

し， その外観は特に粗霰，多孔質で， 緑色斑点が大きく， その長さ数 mmないし

2-30cmに達する。この斑点が分解し黄褐色を呈するものを「みそ」と称する。

斑 晶主として石英および斜長石からなる。

石 英径0.3-0.5nnn

斜• 長 石 ＇ 自形ないし半自形，長さ 0.5mm内外，新鮮， '/H長石質である。

頁岩岩片
｝大きさ 0.3-3nun

ガラ ス質斑岩岩）和

石 基 1新鮮な無色ガラスを主 とし，処々にきわめて淡ぃ緑色の扁平状破

I破璃があつて，これが岩石に緑斑を与えている。

大谷石よりやサ致密で，組成鉱物のや入変質したものが，塩原の符川沿岸ならびに

祢根村宇都野西北方に産する。
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ぶこういし

石英粗面岩質緑色凝灰岩（船生石） ：船生村および嬰岡村一帯に発巫し，外観は大谷

石に似ているがや辻放密で，これも石材に供されている。

斑 晶

石 英径 0.3-0.5mm

奈I 長 石 自形ないし半自形，長き 0.5-1= 内外， 曹長石質，累幣構造
はほとんど認められない。部分的に方解石で交代される。

ガラス質長石 自形ないし半自形，長さ 0.5 =内外。

石 基 隠微晶質（脱ガラス作用を蒙つたガラ ス），全体や_¥,,誅泥石で汚濁
される。処々に淡緑色屈平ガラス片を有し，岩石に緑斑を与える 。

すなわち， この岩石が大谷石と最も巽なるのは，ガラス質長石を有すること， 不i甚

ガラスが脱ガラス作用を蒙ることおよび斜長石が新鮮でないこと等である。

凝灰質石英粗面岩： 鶏項山西南方，イの原東北方渓谷中に露出する。ゃ 刈路硬で，

淡灰緑色，細かい緑斑を有する。

斑 晶

石 英 径 0.3-0.5mm

斜 長 石 自形ないし半自形，長さ 0.5mm前後，新鮮，曹長石質であ る。

ーガラス質長石 半自形，長さ 0.3m m内外，新罪少拡である。

石 基 ガラス質，全体粋泥石で汚染さ れる。処 々に淡緑色扁平ガラス片
がある。 1歯かに方解石が散点する。

斜長流紋岩：大谷緑斑凝灰岩の上部にl話さ 20m内外の熔も流として介在し，ぐ糾l{

村宇都野西方に発達する。一般に灰紫色ないし灰色， 斑品がや_¥,,明瞭で堅硬である

が，時に著しくガラス質で濃緑色と灰褐色との縞状梢造を足するものがある。

斑 晶

石 英 I径 0.5-2mm, きわめて多黛

斜• 長 石 自形ない し半自形，長さ 0.3-21nn1内外，背長石質中性長石，
累帯構造が著しくない。一部緑泥石化および絹雲母化する。

石 基 I珪長質，磁鉄鉱 ・緑泥石等で汚染され，またやと珪化されたもの
がある。

この岩石のなかには時に著しくガラス質なものがあ り，その性質は次の通りてある 0

長

斑
一
石
斜

晶

英 径 0.5m m内外

石 自形ないし半自形，長さ 1mm内外，曹長石質中性長石，新鮮，
累帯構造が顕著でない。
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石 基 ガラス質で緑色部と福色部との縞により流状梢造を呈する。

f緑色部・・ ・・｛ 真珠状亀裂に富むガ ラスで． 嬬虫状浪緑色の緑泥
石に充ちている。

し 褐色部・・ ・・・ • 石英 • 長石の微晶がガラスとともに混在する。

下部変朽安山岩 栗山村青柳附近および同村稲ケ沢附近の小部分に発達する。 大谷

あるいはこの一部と見倣されるかも知れない。 丘荷斜長緑斑凝灰岩の上位にあつて，

石英粗面岩によつて貰入または被悛される。暗灰緑色，灰緑色，灰紫色等を呈し，長

石の斑晶が顕著である。時に石英の斑晶を有し， 含石英変朽安山岩に移化する。 ま

た，栗山村黒部西方，鬼怒川の北岸にこれと類似の岩石が露出する。周囲の岩石との

関係は不明であるが，仮にこの岩石の範囲に入れた。

斑
一
斜

普

磁

石

＿石

長

通維

鉄

石
鉱
英
一
基

晶

石
解石 ・緑泥石 ・葡萄石等に交代される。

半自形， 0.5mm内外，一部または全部緑泥石に変化する。

径 0.2mm内外の小粒

きわめて少掘

結晶度低し。填間描造を呈する。

斜長石（栃木状）・磁鉄鉱 ・緑泥石 ・低屈折率の横間物からなる。

この変質はわが国でいわゆるプロビライト と呼ばれているものの一部に観られるも

のであるが，樫式的プロピライト ではないので， ここでは変朽安山岩としたo

変朽流朕石英安山岩 朗らかに福渡屑の大谷緑斑凝灰岩を覆い（木戸ケ沢坑内），

部これと断層をもつて炭する（砥川沿岸箇置東南方）。灰緑色または灰緑紫色の素地に，

白色，淡緑色または紫褐色等の細かい縞模様があつて，顕著な流状構造を呈し，堅硬で

侵蝕に堪え， 一見結晶片岩のような外観を呈するが，近づくと斜長石斑晶が認められ，

これが噴出岩であることが判る。 けだし， この岩石は流状石英安山岩（一部有色鉱物

に乏しく石英粗面岩質）が甚だしい珪化作用ならびにプロビライト化作用を蒙つて生

じたものである。 鉱床謁査報告には流状石英祖面岩ないし石英安山岩として記した。

斑

一

斜

有

長

色 鉱

巴1

石 半自形，長さ 0.5-2mm,中出長石に屈するが，各結晶は半ば曹
長石化作用を紫り ，また部分的に緑泥石 ・方解石等に交代さ れ る。

物 斜長石に比し逝かに乏しい。長さ 0.5mm 以下，ことごとく 緑泥
石に変化し，原鉱物の種類を推定することができない。
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磁 鉄 鉱直径 0.3mm 内外

石 基 著 しく 珪化作用を採 り， 曹長石化された斜•長石微粒 ・ 紐泥石:;店を
埋めた径 0.3mm内外の石英主晶からなる。方解石 ・磁鉄鉱等の
微粒で汚濁さ れ， しばしば石英細脈で貫ぬかれ る。

II. 2. 3. 4 班岩 ・斑岩および火山岩岩脈

粉岩類および斑岩頬岩）I原の逆入時代は詳かでないが， 鹿股沢—宮川｝紐を虹ぬくもの

は認められず，福渡層群前の地恩および岩石を貰ぬいているので，仮に上氾両l苦の間

に既入したものと推定した。川治湿泉北側• 五十里ダム工事場附近においては，明ら

かに川治流動角礫岩を賀ぬく石英玲岩が認められる。

粉岩玲岩岩脈は花尚岩 • 古生層または第三系を翼ぬいている。 傾斜は垂直に近い

ものが多く， 幅はお入むね Imないし数 m で，10m以上に迦するものは少ない。

鉱物組成から観ると， 大部分はスペッサル ト岩類似の玲岩であるが， 稀にカンプトン‘

岩またはマルク岩に禎似したものがある。緻密，堅硬で暗緑色 ・階灰緑色 ・淡灰緑

色 ・黄緑色 ・淡灰青色等の多様性を示す。 これは原岩の鉱物組成ならびに構造に原因

し， また生成後における変質作）IJにI駁因する。

スペ ッサル ト岩類似の玲岩 ：組織は各岩脈によつて一様でない。すなわち中粒ない

し細粒，玲岩状構造 ・等粒状構辿 ・珠状柿辿等を呈する。

主成分鉱物

斜 長 石 l灰長石質ないし中性の談石， 知杜状また は長村．状，正常累術構造が
一般に著 しい。部分的に方解石または短柱状児，i:J足石で交代さ れる c

刷毛状， しばしば師石の仮像を呈する。

輝石から変成 したもので，方解石 ・緑簾石等 と相伴なう。

しばしば斜長石を交代 し， 緑泥石等と相伴なつて岩石を汚染する c

微粒集合体をなし， 斜•長石の 一部を交代，また緑泥石 ・ 方解石等
と相伴な う。

前記諸鉱物の間を填め， または細脈状をなす。また川冶温泉西南
さ力士がわ

方逆川上流のものでは，加里長石とともに不規則な1敗毬顆楷造を
なし，岩石に異様な魚卵状楷造を与える。

訓成分鉱物 I褐色黒雲母（栗山村湯西）II支流 ヌームラ沢産のものにだけ見られ
る） ・磁鉄鉱 ・t屑石 ・リューコクジン ・燐灰石等

（ ）内は次成鉱物

石
句
句
[
/
如

ょお
石

石
簾

起

泥

解

簾
渤

緑

方

緑

斜

ぽ

陽
(
(

•ー
＼

カソ プトン岩類似の玲岩（三依村芹沢産） ：淡灰青色を呈し，脱かに斜長石斑晶を認

める C
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主成分鉱物

斜 長 石 中性長石，累幣椙造を示さず，斑晶状のものとしからざるもの と

がある。

アルカリ角閃石 帯者緑色を呈する。

（石 英） 斜•長石の栃木状結晶の間隙を充す。

副成分鉱物 磁鉄鉱 ・燐灰石等 （ ）内は次成鉱物

マルク岩類似の玲岩：緑灰色，やり斑状を呈し，緑泥石化した輝石の小斑晶が散在

する。

主成分鉱物

斜 長 石 中性ないし灰長石質累帯楷造を認めず，方解石で交代されたも

のが多い。

（緑 泥 石） 斑晶輝石および石基の輝石から変質したもの。

黒 雲 母緑蝸色種に屈し，緑泥石と相伴なう。

石 英や入斑状を呈する。

副成分鉱位 磁鉄鉱 ・チクン鉄鉱 ・リュ ーコクジン等 （ ）内 は次成鉱物

石英閃緑玲岩 ：淡緑色，緻密，斑晶に乏しく，仰かに白色の長石斑晶を認めうるに

過ぎない。塩原町東方のいわゆる「材木石」の岩脈はこれに属する。

斑 晶

斜 長 石 I径 0.5-2mm程度の短柱状，ゃ入顕著な累帯梢進，中性長石に

属する。しばしば部分的に曹長石化作用および炭酸塩化作用を塚

つている 。

（炭 酸塩鉱物） ｛長 さ1mm前彼の蹄石 ？の仮像をなす。両者相伴なう ことが多

（緑 泥石）い。

石 基 ~03mm 内外の中性長石の短冊状結晶，および径 0 . 1mm 内
外の石英粒，有色鉱物の仮像をなす緑泥石，不透明鉄鉱物からな

る。中性長石はほとんど常にその周辺部が曹長石化する。

（ ）内は次成鉱物

右英斑岩•正長斑岩および珪長岩 これらの岩石は大小の岩脈をなし， その大きな

ものは幅数 10m, 小さなものは 幅数10cm,傾斜はお入むね 急である。 石英粗面岩

顔特に塩原斜長石英粗面岩の岩枝をなすことが多く， 同一岩体においてもしばしば

その組織を奥にし， 中心部が斑状であるのに対し， 周縁部は珪長質であることがあ

る。したがつてこれら各岩類は地質的に同一岩体と見倣してさしつかえない。

石英斑岩 ：各種各様の外観を呈し，その色彩もまた淡灰緑色 ・淡黄褐色・灰緑色・

淡黄緑色等である。 また斑状栂造の顕著なものとしからさるものとがあり， いずれも
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著 しく変質している。

斑品 I
石 英径 2mm内外

斜• 長 石 汚濁 した曹長石様斜長石に変化し，累帯楷造は認め られない。さ
らに絹雲母 ・方解石等の微粒で汚染さ れたこと がある。

（緑簾石および 有色鉱物から変成したもので， しばしばリュ ーコクジンを伴な
緑泥石の集合体） う。

石 基珪長質で（緑簾石）・（方解石）・（緑泥石）・（リ ューコク ジン）・ 磁
鉄鉱 ・（絹雲母）等で汚i蜀さ れる。 （）内は次成鉱物

副成分鉱物 l斑晶加里長石を伴なうものがある（三依村芹沢産）。燐灰石

角閃石英斑岩： 三依村芹沢の上流に産する。岩脈をなし， その厚さ約 101n,亜直

に近い。淡緑灰色を呈 し， 明瞭な角閃石斑晶および硫化鉄の微晶が散在しているのを

認める。

政I: 晶 I
石 英 3mm 内外

斜 長 石半自形， 長さ 3nm1内外，中性長石，部分的に盟長石化 される。
角 閃 石 自形または平自形，長さ 4mm内外，淡掲緑色種で，その周囲か

ら陽起石に変化しつとある 。

（「ウラル」石） 輝石から変成したものであろう。緑泥石およびリュ ーコクジンを
伴なう。

（硫 化 鉄） 自形，大きさ 0.5mm以下 （）内は次成鉱物

石 基微文象構造を呈し，（緑泥石）・（ウラ Iレ石） ・磁鉄鉱で汚濁される 。
（ ）内は次成鉱物

副成分鉱物燐灰石等

黒雲母正長斑岩 ：船生村栃木鉱山第 10坑道内に幅約数 111ないし 10数 roの岩脈と

して産する，帯青淡灰色を呈し，すこぶる堅硬である。県雲母およびガラス質長石の

斑晶が顕著である。

•斑 品

石 祢径 l-5nun,毬顆状石英お よび長石からなる薄い外套を有する 。
ガラス質長石 半自形，大きさ l-5mm,新鮮である 。

黒 雲 似・半自形，長さ 0.3-2nun,暗福黒色種に属する。

石 基珪長質で微毬顆を有する。

副成分鉱物磁鉄鉱 ・燐灰石等

珪長岩：斑品に乏しく，肉眼でほとんどこれを認めることができないもの，また性
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かに石英の斑晶を有するもの等がある。一般に灰白色を呈する。

致［ 晶

斜

（緑

（緑

石

長

簾

泥 石）

石）

基

副成分鉱物

I 
石 l全部方解石で交代されたもの，一部方解石 ・曹長石または緑簾石

で交代されたもの等がある。累帯構造を認めず。

｝集合体をなし，

珪長質で，（緑簾石）・（緑泥石） ・（磁鉄鉱） 等で汚濁さ れる。川冶
たも

湿泉南西方田茂沢産のものでは，石基の栃木状斜長石を客晶とし
て石英粒が発達し， また小毬顆を混える。

燐灰石 ・磁鉄鉱等 （ ）内は次成鉱物

原鉱の有色鉱物から変質されたものである。

石英安山岩質松脂岩 玉生村西荒川の上流，大滝附近，玉生村日光鉱山南側等に産

し， 大滝緑色凝灰角礫岩を鼠ぬく幅 3-4m の岩脈をなす。IT酋緑色， 樹脂光沢を有す

る。この岩石の質入時期確定の資料はないが，仮りに斑岩類と同時代とした。

―---. ---—--~---·-. ・c ――---
斑 晶

斜 長 石半自形，長さ約 0.5mm,中性長石，
て新鮮である 。

基 不規則な其珠状亀裂に富むガラスからなり ，涙緑色，窪虫状の緑
色鉱物に充ちている c

累帯描造が著しい。 きわめ

石

変朽安山岩岩脈 栗 山村渇西川北北東方に産する。

m ないし 10数 m の岩脈で，

蝉を有し，多少変質している。

その傾斜は不定である。

大谷緑斑凝灰岩を既ぬく幅 4.5

しばしば壁岩に垂直な柱状節

含紫祗輝石普通輝石安山岩（湯西川産） ：

斑 晶

斜

普

紫

長

通郎

蘇輝

-' 石

石

石

中性長石に属する。

石 基

自形ないし半自形，長さ 0.5mm内外，

半自形，0.3mm内外

自形， 0.3mm内外，周緑部から一部緑泥石化している。互に独
立した結晶。

填間構造を呈し，栃木状斜長石 ・単斜樺石（一部緑泥石化す） ・磁
鉄鉱およびi炎緑色埴間物からなる。
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にちえん

斜長石英斑岩 鬼怒川湿泉北方の J:lj盆迅路附近に椋式的に発逹し， 明らかに福渡層

贈の凝灰角礫岩を鼠ぬいている。球状の石英斑晶に富み，劉著な斑状梱造を品するのを

特徴とする。肉眼ては石英のほか， 斜長::fi.有色鉱物の斑晶が認められる。沿相の変

化に宮んでいる。

班 晶 Iきわめて多い。

石 英 I径 2-6mm,球状である。

斜 長 石 曹長石質中性長石， 1堕かに正常累帯構造を有する。

石 五□五叩□面丘）および石英（一部 2次的）の「メ‘ノス クジス」
を有する。

湖成分鉱物 I燐灰石 （ ）内は次成鉱物

II. 2. 3. 5 鹿肢沢ー宮）II居群

この地層は福渡層群を整合的に被裂し， 両者の間ぱ漸移している。

鹿肢沢一宮）II居 主として石英粗面岩質（斜長石英粗面岩および石英粗面岩）緑色凝

灰岩 • 同凝灰質砂岩等の互J,:りからなり， その各岩石は中粒ないし命）II粒である。 地層の

中部には変朽安山岩（上部度朽安山沿）の熔岩とその集塊岩およぴ斜長右英粗面岩の

薄層を， 上部には頁岩を伴なう品質沫l.l:ど［な亜炭の萩り}Viを挟む。下部はお入むね緑色な

いし帯貿緑色を呈するが，上部に向かつて漸次淡緑色ないし白色となる。

従来本層分布区域の北部のも のは鹿股沢Iりrn厖成），竹j部のものは宮川屈（陸成）と

呼ばれているが， ここでは便宜上一括して鹿股沢一宮川）柑iとした。全厚およそ 1,000

Ill, 多数の海廂化石を含む。 この地層は中期中新lfJ:に屈するものとされている。また

最上位には三稜石状礫の存在することが報告されている。

みかえり

前記変朽安山岩は厚さ 30-40mで，稲川谷底 ・回顧橋南方で観ると ， その上部は

安山岩熔岩および集塊岩の互層であり ，下部は灰緑色凝灰角裸岩である。塩原町福渡

附方および泉村二本木西方では，黄緑色凝灰岩に移化 している。 鏡下における性状は

次表の通りである。

変朽安山岩熔岩：暗灰色，緻密，堅硬，舟Ill粒である。
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斑 晶I
（緑 泥 石） 有色鉱物から変成 したもの。

斜• 長 石 きわめて少品，灰長石質中性長石，変質せず。

磁 鉄 鉱きわめて少捉

石 基 完晶質，または一部にガラスを有することがある。

斜 長 石訴木状，灰長石質中性長石に屈する。

石 英

（緑 泥 石） 有色鉱物から変質したもの。

単斜郎石砂時計構造を有する。

磁 鉄 鉱微拉として産する。

ガ ラ ス 低屈折率の埴間物に変化している。 （） 内は次成鉱物

石英および緑泥石で墳された杏仁状孔隙に富む。

安山岩質凝灰角礫岩 ：変朽甚だしくほとんど原岩の性状を知ることができない。毛

既状またはガラス諾流晶質変朽安山岩の径 2-3cm内外の角礫が，著しく緑泥石化お

よび方解石化さ れた素地で揖されたものである。

安山岩質凝灰岩 ： 福渡南方のものは中粒結晶質凝灰岩で，普通輝石（新鮮） • 石英・

斜長石（一部変質）・磁鉄鉱 ・淡緑色ガラス ・緑泥石等からなり， 多少変質している。

淡緑色でや刈器硬である。二本木西方のものは前II粒凝灰岩で， 多最の斑状斜長石（新

鮮）と少量の磁鉄鉱との間を槙したガラスおよびガラス片からなり，また嬬虫状緑泥石

に富み，そのために岩石は黄緑色を帯びている。や刈墜硬，層碑が明瞭である。

寺山斜長流紋岩 泉村寺山および赤滝附近において大谷緑斑凝灰岩を毅い または

下部に向かつて凝灰質となり鹿股沢一宮川層群に漸移し， 上部は関谷—寺山層群の凝灰

質礫岩および凝灰角礫岩によつて不整合に毅われる。 白色，顕著な流状構造を呈 し，

孔隙に富む。

斑

石

斜•長

石

晶 I
英径 1-2mm

石 一部曹長石化する。曹長石質斜•長石に屈する。

基 流状構造を呈し，珪長質であつて，磁鉄鉱および緑泥石様物質で
，汚染さ れる。
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時に甚だしく珪化され，長石を留めぬものがある。

丸山斜長流紋岩 玉生村に発達して福渡罰群および 鹿股沢一宮川］図群を似う 紫砥輝

石斜長流紋岩であつて，特徴ある灰褐紫色または灰褐黄色を呈し， や入多孔質で，著

しく 扁平な白色または淡紅色ガラス片に満ち，流状構造著しく ，風化によつて凝灰岩

様の外観を呈することがある。鉱床調症報併中ではこれを流状石英粗面岩として記載

した。

紫蘇輝石斜長流紋岩 ：この岩石は明らかに珪化作用および曹長石化作用を栄つてい

る。

斑 晶 I
石 英 l径 1mm 以下

荼'I- 長 石 石英および曹長石に交代されてい る。
紫蘇輝石緑泥石化され，褐鉄鉱を伴なう。

石 基 石英 ・曹長石等の微粒集合体からなり ，そのなかに著しく延びた
脱平状ガラス片を合んでいる。全体が脱ガラス作用を蒙つている。

II. 2. 3. 6 関 谷—寺山 庖群

関谷—寺山層 厚さ 5-lOm の基底礫岩が関谷 ・宇都野附近で， 鹿股沢一宮川l付群を

平行不整合に被股している。 この礫岩は径 2-lO cm 大のチ ャー ト ・ 硬砂岩• 石英斑

岩等の礫に富み， 多数の介化石を含む。 この上部はおもに白色板灰岩 ・凝灰質頁岩・

白色凝灰質砂岩の互層からなり，礫質砂岩を混える。凝｝火岩は石英粗面岩（カll里長石

を有するもの としからざる もの とがある）質で，鉱化作用を祓つていない。従来関谷

溺 （北部，陸成）お よび寺山層 （南部，海成） と呼ばれているが，ことでは便宜上関谷—

寺山層と呼ぶこととする。全厚約 800m,多数の介化石および植物化石を田所 ・玉田 ・

高塩 • 幸岡等において含有し，その化石から， この地層の時代は後期中新世と考えら

れている。

閃雲石英安山岩 この岩石は符根村宇都野東北方，，こ発達し， 関谷—寺山層群の上部

に位する凝灰質礫岩とほゞ生成時期を同じくして噴出したものである。灰白色，や入

多孔質で，きわめて粗器，風化に弱く，直ちに灰状となる。やり斑晶に富む。
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斑 晶 i
， 

石 英 や入稜角状，径 0.5-2mm

斜 長 石 自形，長さ約 l-0.5mm,曹長石質中性長石に屈 し，値かに累術
構造を示す。

旦9 ヽヽ~-ヽ 国=・ 母

角 閃 石

石 基

副成分鉱物

自形，長さ約 0.5mm

黒雲母よ り遥かに少輩で，黒雲母 と相伴なうことはない。

ガラス質なかにガ ラス 片を含む。

燐灰石 ・磁鉄鉱等

11.2.3.7 含石英変朽安山岩

この岩石は泉村では関谷―寺山屑群を貰ぬき，また西荒川奥では大滝緑色凝灰角礫岩

を賀ぬいて産し，後者には柱状節理が発達する。暗灰褐色ないし暗灰緑色て堅硬，石

英の斑晶が特に顕著である。岩体が小さく，地質図には示していない。

斑晶 I
石 英径 1-5mm

斜• 長 石 半自形，長さ約 0.3-2mm,中性長石に屈し，新祥なものと一部
長石化さ れた もの とがある。

普通輝石 一部緑泥石に変化する。

（緑 泥 石） 原岩の有色鉱物から変化したもので，しばしば方解石と相伴なう c

磁鉄鉱径0.3mm以下

石 基 毛朗状，または間粒状を呈し，しばしば脱ガラス作用を受けている c

栃木状斜長石（一部曹長石化さ れ る） ・単斜輝石（一部緑泥石化さ
れる） ・磁鉄鉱・緑泥石（次成） • 石英等からなる 。 （ ）内は次成鉱物

II. 2. 4 ill代山斜長石英粗面岩

この岩石は福島県南会津郡館岩村田代山を中心として，面柏約 20km'にわたる厚

い熔岩流をなし，福島 ・栃木両県に跨つて分布する岩石である。 噴出時期は不明であ

るが，変質状況， 侵蝕の程度等からみて， 第三紀末または第四紀初期のものではない

かと推定される。肉眼的に淡紫灰色で比較的細かい斑晶に富み， 水平に近い流鯉構造

は認められるが， 柱状節理 ・板状節理ともに発逹していない。角閃石黒雲母斜長石英

粗面岩に屈する。
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樅i造組織 Iゃ這I晶に富み，ガ ラス質流状石基を有する。

斑 晶 1石英 ...新鮮，径 1-0.5mm

灰曹長石
～中性長石} f 

・ ・ ・ • 新鮮，累幣構造ほ とんど認められず。カ-;レ

l 
スバヅ ド・アルバイト 双晶顕著。半 自形，長
さ0.5-0.7mm 

緑色普通角閃石....長杜状，長さ 1.5mmまたはそれ以下。 X乍

福緑色，Z'=緑色，新鮮

黒雲母・・..長短冊状，長さ 1mm 以下，多色阻吸牧•［生すこぶる
顕著。 X'=拇色， Z'=暗褐色，一部オパサイ ト化を袈る。

石 基 Iガラス質淡褐色，小 さい晶子にみちている。

II. 2. 5 第四系

II. 2. 5. 1 月山および土呂部熔岩

月 山および土呂部の熔岩と後述の女峯• 赤薙の熔岩との直接の関係は， これを究め

ることができなかつたが，熔岩の開析程度および変質程度から推定して， 仮りにこれ

ら両熔岩を日光火山より古期のものとした。

月山熔岩 月山は外観があたかも「 トロ イデ」のようであるが， それぞれの厚さ数

10mの数枚の熔岩からなる火山が開析されたものて， その哄出口 の位置は不明であ

る。 上部には含普通輝石紫蘇輝石安山岩，中部には普通輝石安山店，下部には輝石（？）

安山岩が発達し，中部および下部の熔岩には劉老な柱状節卿が見られる。

含普通輝石紫盛輝石安山岩（上部）：

斑 晶

令I 長 石 I自形ないし半自形， 0.5-l.5mm,中性長石に属し，累帯構造が
著 しくない。

紫 蘇輝石 I自形ないし半自形，長さ 0.5m m内外，単斜輝石の集合体から
なる外套を有する。□ きわめて少菰である。紫葱郎石とは相離れて存在する。

石 基結晶度低く，褐色ガラス中に針状斜長石・短柱状単斜輝石 ・磁鉄
鉱の微粒を有する。

酋通輝石安山岩（中部）：暗黒色，級密，堅碩で， 有色鉱物の斑晶がや只顕著であ

る。 この岩石は変質がや口甚だしい。
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斑 晶

斜 長 石 自形ないし半自形，長さ l-1.5mm,中性長石に屈する。

普通師石 半自形または破片状，径 0.5mm内外，一部緑泥石化する。

（緑 泥 石） 涙緑色，緑色黒雲母様の多色性を示 し，原有色鉱物の仮像をなす。

磁 鉄 鉱径0.3rnm以下の粒状結晶

石 基 原岩の結晶度きわめて低かつたもののようであるが，変質してそ

の揖間物は石英の粒状（径 0.1mm以下）集合体となつ ている。

針状斜長石 （長さ 0.1mm) • 磁鉄鉱粒 ・緑泥石 ・僅少埜の方解石

等が散在している。 （ ）内は次成鉱物

輝石安山岩（下部）：緑灰色長石斑晶が顕著であつて，や口粗弱である。これを鋭下

で見ると原岩の構造は正 しく保存されているが変質が著しく， ことごとく 方解石 • 石

英 ・緑泥石等によつて交代されている。

土呂部熔岩 栗山村土呂部北方，湯西川上流に分布する。山項に堆積した巨岩から

なり ，その産状は詳かでない。昭黒色，すこぶる堅砥緻密で，節理に乏しい。時代

は不明であるが，仮に月山熔岩とほゞ同時代のものとした。

斑

斜•長

輝

輝

鉄

通

蘇

普

紫

磁

石

晶 I
石 I自形ないし半自形，長さ 0.5-lmm,中性長石に属する。累帯楷

I 造は顕著でない。

石 半自形， 0.5mm以下のものが多い｝両者並行連晶をなすこ とと互

石 1 自形のものが多い。0.5-1mm  に相離れていることとがある 。

紫蘇邸石の周殺はしばしば単斜輝石の小粒で囲まれる。

鉱径 0.5mm以下。

基 墳間樅造。栃木状斜長石 （長さ 0.1mm内外） ・単斜輝石 ・磁鉄鉱

およびガラスからなる。

II. 2. 5. 2 日光火山

圏幅地域内における H光火山を形成しているものを新旧の順にしたがつて古期のも

のから列挙すると， 女峯 • 赤薙のコニ ーデ， J怜蒻 ．丸山・ 大責危手山 ・小真名子山の

寄生火山，男体山のコニーデである。



30 

女盗•赤薙のコニーテ このコニーデ（ま熔岩 ・凝灰角礫岩 ・凝灰岩 ・集挑岩等の互

屈からなる成）屈火山で，甚だしく 開析され，辛じてその原形を留めている。各熔岩お

よび火山砕屑岩の厚さは不定であるが， 50m を超えることは稀である（図幅断面図

における成）詈状態はや豆用想化 して示してある） c成層面の傾斜方向と地形とから推定

すると，その噴火口は女峯山と赤薙山との中間， 稲荷川の源の附近にあつたようであ

る。

熔岩の種類を観ると，両輝石安山岩がその大部分を占めているが， 成層の上部は含

角閃石両輝石安山岩 ・含黒雲母両輝石安山岩に富み， 中部および下部には紫砥輝石安

山岩および普通輝石安山岩を混える。次に各岩型ごとに総括的に記載する。

両輝石安山岩： 暗灰色 ・灰色 ・淡灰色 ・淡灰紫色等を呈し，また斑状構造顕著なも

の，しからざるもの，孔隙質のもの，しからざるもの，緻密なもの， 流状構造顕著な

もの， しからざるもの等があつて，その外観は多様である。一般に中粒ないし恭Ill粒，

紫猫輝石に富む。

斑 晶 I

斜 長 石

紫蘇師石

普通蹄石

磁 鉄 鉱

石 基

斜 長 石

単斜師石

自形ないし —Tl勾形，灰長石質中性長石，累帯梢造顕著なものと，
しからざる ものとがある。時に曹長石質長石の悦りい外套を被る。
自形のものが多い。多くのち易合普通輝石と並行辿晶をなす（紫葱
師石が内側）。 また普通輝石， あるいは単斜輝石の微粒集合体の
外套を有することが多いが，ある柚の釈石では酋通輝石と相離れ
ている。

自形ないし半自形，きわめて淡い緑色，紫蘇輝石との関係は上記
と同じ。累帯構造が認められる。

不規則粒状

埴間構造または間粒状構造を呈し，結晶度は各岩石によつて異
なる。

栃木状，時に短柱状，累帯構造が顕芽なこ とがある。

粒状，杜状または短柱状，時に紫蘇輝石と並行連晶 （紫蘇輝石が
内側）をなすものがある。

磁 鉄 鉱粒状・

鱗珪石

石英
lこのうちいずれかを欠くことがある。

褐色ガラス
fいずれも上記各鉱物の間隙を充す。

副成分鉱物 燐灰石 ・イルメナ イト 等

普通輝石安山岩：稲荷川上流雲竜峡附近， 日光町御用邸附近および女峯山西北側布

引滝下部等に産する。一般に斑晶に乏しく，灰色または暗灰色を呈し， 時に微かな流
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状構造が認められる。

斑 晶

普通郎石

紫 蘇 郎石

斜• 長石

きわめて少拭であるか， または これを欠く。

半自形ないし他形

きわめて稀で， 普通蝉石 と並行連晶をなす。

灰長石質中性長石，周殺部だけが著 しい交互累栴描造を示すこ と
がある。

磁鉄鉱粒状

石 基ガラス基流晶質のも のが多い。

斜長 石栃木状

単斜輝石粒状または短柱状

磁鉄鉱粒状

鱗珪石

石 英 ｝このうちいずれかを有し，上記各鉱物の間を峨す。

福色ガラス

副成分鉱物 燐灰石 • イルメナイト等

紫蘇輝石安山岩 ：稲荷川上流雲竜峡附近，女峯山南麓御花畠， 日光町北方玉簾滝附

近に産する。灰色， 中粒ないし細粒， 斑状構造顕著なものとしからざるものとがあ

る。

斑晶 I
斜 長 石 自形ない し半自形，中心部には累帯構造がなく，周級部にだけ荘lj.

い曹長石質長石を有するものが多いが，時に中心部から外部に向
つて漸次曹長石質になる ものがある。

紫磋輝石 自形また は半自形，単斜輝石の集合体か らなる外套を有する。

普通輝石 稀で， 半自形，累帯梢造が顕砦である。

磁鉄鉱粒状

石 基項間構造を呈する岩石が多い。

□ □上品者鉱物の間を充す。

角閃石両輝石安山岩 ：女峯山項上附近， 赤薙山東南側および栗山村三沢下流等に澁

する。淡灰色 ・淡灰紅色 ・淡灰紫色， 中粒斑状構造を呈し， や 粗ヽ盤 なるものがあ

る。岩質不均ーなのを特徴とする。
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晶 I
股褐色角 閃 石 I浪赤褐色，多色性顕著，消光角が小さく，いわゆる Oxihornble-

ndeに屈する。各岩石ご とにその 産状を多少異にす るが， いず
れ も磁鉄鉱 ・単斜輝石および斜方椰石からなる Opacitemargin 
を有する。 Opacitization の甚だ しいものでは，ほとんど単斜輝
石 ・斜方輝石（粒状または短柱状）の集合体から なる仮保で交代さ
れ， 悩かにそ の内部に角閃石が残存する。角閃石内部には稀に普
通姉石を包有す る。

半自形 一般に斑晶 として相離れ て存在するが，一部
自形ないし半自形 ｛は上記の よう な産状を呈 し，また普通輝石の

一部は半ば Opacitizationを蒙つた角 閃石の
外套として， これと 並行連晶をなしている。

斜 長 石 自形ないし半自形，灰長石質中佳長石に屈する。

磁鉄 鉱 粒状

石 甚ガラス質または揖間描造を呈する。

斜 長 石 栃木状また は針状

単斜輝 石
斜方輝 石｝比較的少呈，短柱状または針状，相離れて存する。

磁 鉄 鉱微粒状

鱗 珪 石 石基がガラス質であるか碩間伏であるかによつて，
褐色ガラス ｝ずれかを有する。

玖E

ll午

紫

通

盛

輝

郎
石

石

このうちのい

黒雲母両輝石安山岩 ： 日光荒沢上流，富士見峠南方に露出する 。 帯~ 大

小の捕疵岩片に富み，すこぶる不均質である。中粒ないし粗粒， 斑状構造を呈する。

--

斑品

-DJ I多色性が著 しく， 紅褐色か らi炎政色に麦化する。 ことごとく ら跨閉
または周縁部か ら Opacitizationを公とつ ているが，その症度を異
にし，またその様式に次の 2型がある。 (1)単斜輝石（粒状ま た
は短柱状） ． 磁鉄鉱 （粒状） および斜•長石（短杜状）の集合体に変わ
つて いるもの。 (2)斜方師石 （柱状）．磁鉄鉱（粒状）および斜長
石（短柱状）の集合体に変わつているもの。Opacitizationの進捗
せるものでは全く上記鉱物の集合体からなる仮像となつている。

半自形 ｝斑晶 として祖離れて散在す ることが多いが，一部は前
半自形 記産状を呈する。

自形ない し半自 形，灰長石質中性長石に属する。

不規則粒状

流晶構造を呈し， 各結晶は長 さ0.2mm,
小晶に属する 。

粒状

栃木状

粒状

前記諸鉱物の間隙を充瑣する。

黒 糾

普

紫

斜

磁

石

石

石

石

鉱

基

輝

部

長

鉄

通

蘇

直径 0.05mm内外の

単

斜

磁

糾

斜師

長

鉄

珪

石

石

鉱

石
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捕艇岩（黒雲母両輝石安山岩中） ：淡灰色，細粒，や .1.i'L隙質，均質である。鋭下で

観ると完晶質， 小斑晶を有し，不明瞭な斑状構造を呈する。 両輝石玄武岩質安山岩に

属する。

小 斑 晶

斜

普

紫

磁

石

一斜

普

紫

角

長

通輝

蘇蹄

鉄

累帯構造が

磁

沸

長

通郎

蘇輝

閃

鉄

石
石
鉱
一
基
一石

石

石

石

鉱

石

石 i半自形，長 さ0.5-2mm,灰長石質中性長石にJ屈し，
顕著で，中心部は気泡で汚濁さ れる。

半自形ない し粒状，径 0.5mm内外， ｝両者独立して散在す

短柱状ない し長柱状， 長さ 0.3-1.5mm る。

不規則粒状

完晶質粗粒，間粒棉造，やや小孔隙を有する。

栃木状，長さ 0.3-0.5mm内外。

粒状，径 0.2-0.3mm

短柱状または粒状，長さ 0.2-0.3mm } 
相離れて存在する。

淡黄緑色，他形ないし半自形， 大さ径 0.3mm 内外。少菰であ
る。郎石 とは租伴なわず，Pargasitichornblendeと推定される。

不規則粒状

上記各鉱物の間隙を充境する。

ナーんぜ

丹勢熔岩 丹勢山は数枚の厚い熔岩からなり ，火山砕屑岩を挟まず， その成層面は

狂ゞ水平である。最上部の ものを除いては，いずれも巨大な柱状節理に富み， 日光馬

返し附近では懸崖をな して大谷川に迫り，壮観である。 各熔岩の厚さは 60-70m以

上に逹することがある。明らかに男体コ ニーデより 古く， 深沢橋附近で，明瞭に男体

熔岩に毅われているのが見られる。淡灰色，中粒， ないし釧粒，斑状，や乳唄慧， 大

小の不規則球状の捕獲岩に富みや .I.不均質である。両輝石安山岩に属する。

両輝石安山岩：

斑 晶

斜

普

紫

磁
一
石

長

通輝

蘇輝

鉄

石
石
鉱
一
基

I 
石 1 自形ないし半自形，長さ l-3mm中性長石に属し， 累帯梢造が

顕著でしばしば周縁部に近く気泡に富む帯を有する。

半自形
半自形ない し自形 ｝互 に相離れて散在する。

粒状

ガラス基流晶質

斜長石（栃木状）・単斜輝石（柱状） ・斜方輝石（柱状） ．磁鉄鉱 （粒
状） ・ガラスからなる。
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捕股沿 ：捕疵岩はその大さ径 0.5mを超えず， 径 5-lOcm内外のものが最も多

い。 すべて両輝石に腐む（しばしば撒橙石を有する）安山岩質玄武岩の成分を有する

が，その結晶度および粒度を巽に し， 粗粒玄式岩状，玄武岩状またはその中間の性状—

等を呈する。次にその代表的なものについて記戦する。

粗粒玄武岩質捕疵岩一一帯紫灰色，や入多孔質，粗謎，均質である。

主成分鉱物 I
斜• 長 石 卓状または長柱状，長さ約 1mm内外，灰長石質長石に）屈する。

顕著な正常累帯梱造を呈する。多誠

撒 棺 石 半自形ないし他形，長径 0.5mm内外，紫蘇姉石の柱状結晶の集
合体に よつて囲まれる。少品

紫盛輝 石 長柱状，長さ l-1.5mm,多色佳顕著，普通輝石とは相接しない
が，撒惰石 とは相接している。多屎

普通蹄 石 半自形，撒擦石および紫蔀輝石と相接せず，しばしば砂時計構造
を呈する。多拡

磁 鉄 鋲粒状， 多屎

沸 石前記各鉱物間を一部充墳し，斜長石の針状結晶を含有する。
副成分鉱物 燐灰石 • イルメナイト 等

両輝石玄武岩質捕批岩――昭灰色，靡Iii粒， 不明瞭な斑状構造を星する。

小斑晶 I
斜• 長 石 自形ないし半自形，長径 0.5mm内外，灰長石質長石，芽 しい正

常累帯構造を呈する。

紫蕪輝石 自形，比較的少謳

普通輝石 半自形， しばしば砂時計構造を呈する。 ｝ 両者は相接しない。

磁鉄鉱粒状

石 基 It員間構造

斜 長 石 I栃木状，累帯構造顕著

紫盛師石
単斜師石 :} ともに長杜状，時に並行連晶をなす。長さ約 0.3mm

磁 鉄 鉱小粒状
I 

禄色ガラス 前記諸鉱物の間隙を充たす。

副成分鉱物 燐灰石 • イルメナイト等

男体のコニーデ 男体のコ ニーデもまた熔岩 ・集塊岩 ・凝灰角礫岩および凝灰岩等

の互闇からなる成J面火山で， 開析が進んでおらず， よくその原形を留めている。明ら
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かに女峯 • 赤薙のコ ニー デより新期のもので， 荒沢慈観の滝上流附近で男体山の熔岩

が女峯 • 赤薙の熔岩を被毅しているのが認められる。 熔岩の大部分は両輝石安山岩で

あるが，成層の上部には撒撹石紫蘇輝石安山岩，下部には含普通輝石紫旅輝石安山岩

が似努であり，最上部は，紅色スコリヤ と黒色スコ リヤと の互）習を経て， 黒色のガラ

ス質熔岩が発逹している所がみられる（テ コボー沢および中宮祠力‘レ）。 このガラス質

熔岩は紫蘇輝石の斑晶に富み， 花閾岩 ・両輝石安山岩および大真名子熔岩と推定され

るものな どを捕簸岩として含有している。

両輝石安山岩：灰色，中粒，斑状構造を呈する。 男体山南側八合目附近および日光

白雲滝（図幅外）集塊岩より上部等に露出し，柱状節理を有する。

斑 晶

卦プガ 長石

普通輝石

紫蘇輝石

磁 鉄

自形ないし半自形，灰長石質中性長石，著しい正常累帯構造を示す。

自形ないし半自形，紫蘇輝石 と相離れて散在する ことと，そう で
ないこととがある。

自形，しば しばこれと並行連晶をなす普通師石で囲まれ，また単

斜郎石の集合体からな る外套を有する。

鉱粒状

基填間構造石

斜 長 石 析木状または短柱状，明瞭な正常累帯構造を呈するこ とがあり，
長さ 0.2mm内外

単斜蹄石針状または柱状，長さ 0.3mm内外

磁 鉄 鉱小粒状

鱗 珪 石 上記諸鉱物の間隙を充してい る。

副成分鉱物 燐灰石 • イルメナイ ト等

撒撹石紫蔀輝石安山岩：男体山頂上附近の赤褐色岩滓等がこれに属する。

斑

斜 長

紫蘇輝

肱橙

石

晶 l
石 自形，長さ Inun内外，灰長質中性長石，累帯構造が余 り著しく

ない。

石 半自形ない し裂片状

石 半自形，直径 lmn1 内外，紫蘇師石 とは相離れて存在する。

基 ガラスからなり，暗掲色に汚染さ れる 。多孔質である。

撒撹石安山岩 ：日光裏見滝上流に露出する。帯紫淡灰色，中粒，斑状である。
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晶．．．
 玖

斜 長 石 自形のもの多 し， 長さ 1111m内外，灰長石質中性長石，中心部に
累帯構造を欠き ，周縁部に瑚き曹長石質外套を被る。

一撒 棺 石 稀に小斑晶として存する。半 自形である。

石 基 1 完晶質，問粒楷造

斜• 長 石析木状，長さ 0.3-2mm

J)'r. 斜輝石 1 長柱状

紐 鉄 鉱 1 小粒状
鱗 珪 石前記各鉱物の間隙を充埴する。

消通輝石安山岩 ：大真名子山南方荒沢に露出する。暗灰色，中粒，斑状，やと 多孔

烈 であ る。

I 斑晶

斜 長 石 半自形，長さ 1-2=,灰長石質中性長石，累帯稲造著 しく ない。
普通輝石 半自形，径 0.4mm内外の小斑晶 として散在す る。稀である。

石 基 i填間樅進ない しガラス基流晶質

斜• 長 石栃木状，長さ 0.2mm内外

単斜輝石小柱状

磁 鉄 鉱小杜状

褐色ガラス 前記語鉱位の間JIJ,(を狙す

含普通輝布紫酪輝布安山岩 ：華敵詭(I図幅外）の集棟沿より下部， 日光含満淵および

裏見滝下流等に函われる。灰色，中粒ないし恭II¥粒，斑状を旱する。

斑 晶 I
斜 長 石 I自形ないし半自形，灰長石質中性長石，周殺部に曹長石質長石の

常い外套を被 る。

紫藍輝 石 l自形ないし半 自形，単斜輝石の小柱状結晶集合体が これを囲み，
その一部は紫蘇輝石 と並行連晶関係にある。

単斜輝石 半自形，稀である。

石 基 填間構造またはガラス基流晶質

斜 長 石 栃木状， 長 さ0.1-0.15mm
隼斜輝石 柱状 または粒状

磁 鉄 鉱 小粒状

ガ ラ
石ス ＇淡褐色 ｝こ のうちいずれかを有 し， 前記鉱物の間隙を充たす。鱗 珪
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丸山熔岩 丸山は熔岩円瑣丘で，よくその原形を保つている。 捕槻岩に富む熔岩か

らなる。 熔岩は灰白色，中粒ないし粗粒，や q粗器で，

る。角閃石紫蘇輝石安山岩に属する。

その外観は丹勢熔岩に似てい

斑 晶

斜 長
-_ 石

混掲色 角閃 石

紫蘇輝石

普通輝石

石基

斜•長石

紫盛輝石

普通輝石

ガラス

副成分鉱物

自形ない し半自 形，累帯構造著しく，特にその内部は無数の気泡

によつて汚染されている。

女峯赤薙上部焙岩に産するものと同様の性状を呈し， いわゆる
Oxihornblendeである。常に周絡部より Opacitizationを蒙 !J,

その変質が進捗したものでは，小柱状の紫蘇輝石 ・単斜輝石およ
び小粒状の磁鉄鉱からなる 集合体に，ほとんど全く交代さ れ よう
としている。

自形，長さ lrnn1. 内外，多呈 両者は斑晶として相離れて産す

半自形，稀である。 ｝るが， 一部は前記産状を呈する。

埴間構造ないしガラス基流晶質

栃木状，長さ 0.3-0.2mm,中性長石

短柱状，長 さ0.2mm内外

短柱状，長さ 0.15mm 内外 ｝
ほゞ等砿である

前記各鉱物粒の間を充たす。

燐灰石 • イ）レメナ イ ト等

小渓名子山および大渓名子山のコニーテ 小真名子山および大真名子山相互の新旧

関係を究むることができなかつたので，仮にこれをほゞ同時代のものとした。しかし，

男体の熔岩は， テコボー沢および三人立河原で明らかに大真名子熔岩を被疫している

ので， これらの生成時期は男体山よ り古いことは明らかである。 小真名子山は熔岩円

頂丘，大真名子山は熔岩に富む コニー テ型成層火山 と見倣 され， いずれもほゞその原

形を保つている。丹勢および丸山の2火山との新古関係はこれを究め得ない。

小真名子熔岩：大小の捕餞岩片に富み，格紫灰色， 粗慰で，その外観は丸山熔岩に

似ているが，や豆斑状構造が顕著である。 含角閃石両輝石安山岩に属する。

斑 晶

斜長石

紫蘇蹄石

普通 輝石

淡禍色角閃石

磁 鉄 鉱

自形ないし半自形，中性長石，長径 0.5-3mm

自形，長さ 0.5-2mm 多屎

柱状または不規則外形

Oxihornblendeに屈し，小裂片 として産 し， Opacitemarginを

有する。

粒状
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石 基 Iガラス基流晶質，ガ ラスに富む。

紫隊郎石（小杜状） ・単斜輝石（小粒状） ・斜長石（栃木状） ・磁鉄鉱
（小粒状）および褐色ガラスからなる。

捕股冶は丹勢熔岩中のものとほゞ同様であるから， 記載を省酪する。 女峯 ・赤薙火

山成層の上部の熔岩，丹努熔岩， 丸山熔岩ならびに小真名子熔岩は， いずれもや 入不均

質で，玄武岩質または玄武岩質安山岩の捕披岩に富み，Opacitizationを蒙つた Oxi-

hornblende, または 黒雲母を有し，紫砥輝石斑晶に富み， かつ石基には単斜 • 斜方の

阿輝石を保有する。 これは顕著な事実であって，岩石学的に興味を惹くに足る。

大冥名子山熔岩：晴灰色，中粒，斑状梱造を呈 し，両輝石安山岩に厩する。

斑 晶

石

石

石

鉱

基

輝

輝

長

鉄辿

蘇

斜

普

紫

磁

石

半自形，長径 0.5-2.5mm,中性長石
半自形，長径 1mm内外
自形ないし半自形，長径 0.5-1mm} 

互に相離れて散在す る。

小粒状

填l叫,Yj.辿

斜長石（栃木状） ・単斜輝石（粒状または柱状，多試）・ 斜方師石（少
批） ．磁鉄鉱 ・ガラス等から なる。

II. 2. 5. 3 高 原 火 山

高原火山は大別して3個の火山体から構成される。 すなわち古いものからこの火山

の主体をなす高原のコニーデ， ミツモチ山の熔岩流， 富士山の小寄生火山の順序であ

る。

高原のコニーデ

高原火山はやと複雑な開栃成層火山で， そのほ 中ゞ央部に旧爆裂火口がある。下部

から憩頂熔岩 • 高原凝灰角礫岩 • 釈迦ケ嶽熔岩および浮石流， および高原熔岩および

火山砕屑岩の順に煎なり合つている。すべて旧慇裂火口附近から噴出したものである

が，それぞれの噴出時期の間には多少の距りがあり， またそれぞれの流出方向を巽に

している。開栃の程度は女峯 • 赤薙山より逝かに後れ， 男体• 真名子 ・丸山の諸ギよ

り進んでいる。これから，およそこの火山の生成時期を察知できるであろう 。
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鵡頂熔 岩 火 山中央近く ，川治濫泉東方，渓谷の最下底に露出する。暗灰色，堅硬，

緻密中粒ないし禅I粒， 斑状構造のや只顕著なも のと， しからざるものとがあり，撒

撹石両輝石安山岩に属する。

斑 晶 I

斜 長 石

撒 橙 石

普通蹄石

紫葱輝石

石 基

自形ないし半自形，長さ 1mm 内外， 累帯楷造不明瞭， 周殺部だ
けが僅かに曹長石質となる 。

自形ないし半自形，径 0.3mm内外， 多足，大部分緑泥石に変化
する。輝石と特別の関係を示 さない。

半自形，径 0.7mm 内外

半自形，長さ 0.5mm 内外｝
互に相接していない。

細粒，間粒構造を呈する。

斜長石（栃木状） ・単斜輝石（小粒状）．磁鉄鉱（小粒状） ・鱗珪石お
よび僅かの褐色ガラスからなる。

爆裂火口附近のものは著しく変質して梢かに硫化鉄の鉱染を蔽り， その原岩の性状

を知ることができない。

高原凝灰角礫岩 直径lOcm-lm の安山岩質角礫に宮み， すこぶる不均質であ

る。平均の厚さは約 30-40m,その上位には処々に凝灰質砂岩 ・凝灰質粘土 ・凝灰岩

等の薄層を挟み， たまたま矢板町北西方寺山および森原町北東方に見られるように，

厚さ 40-50cm の珪藻土層を挟有することがあり，また円砂礫を混えること等がある。

後述のようにこの粘土層および珪藻土屑は， 塩原湖水堆蹟層（洪積世中期）に対比され

るべきものであるから， この凝灰角礫岩はおそらく洪蹟世中期ないし初期の生成物で

あると推定される。稲根村関谷においては下部の関谷—寺山層群を不ー整合に招い，そ

れとともに，断層 ・抄應曲連動の影響を裟つて，傾斜が韮直となつている。

釈迦ケ嶽熔岩 釈迦ケ嶽南方の谷底に露出し， 上部は次に迩べる釈迦ケ嶽浮石流に

移化するようにみえる。粗粒， 顕著な斑状構造を呈 し，やと孔隙に富む。撒檀石安山

岩に属する。

斑晶 I

長

擦

鉄

斜

撒

磁

石 自形，長径 1=,-1 cm, 中性長石，累帯構造不顕著， 周縁部だ
けがやと曹長石質である。

石 半自形，長径 l-2mm,新詳である。

鉱 小 粒 状，少抵
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石 基 1「蜀粒構造

斜 怯 石栃木状，長さ約 0.21mn

Jj'r. 斜輝石小粒状ま たは短柱状，少拡

磁 鉄 鉱小粒状

鱚 几 石前記各鉱物の間隊を充填す る。

釈迦ケ紐浮石流 標式的発達を示すのは玉生村鳥羽附近および矢板町附近である。

径 10-5cn1内外の不規則な形の岩滓を砂状の罪石（浮石の破砕されたもの）で膠結さ

れたものからなり，灰白色， 粗巖で，露頭を 「ハンマー」で叩けば弛んだ太鼓を敲く よ

うな音を発する。 垂直の不規則な亀裂に沿つて崩壊し易く， 河岸に沿つてしばしば断

ナ柑をなしている。厚さ約 20-30mないし 5m, しばしば高原凝灰角礫岩を被毅 し，両

者の関係は整合ないし非腺合で，この浮石流の時代はおそらく 後期ないし中期洪積世

である。この岩滓を筑下で見ると両輝石安山岩に属する。

高原熔岩および火山砕屑岩 高原火山の主体をなすもので，熔岩・集塊岩 ・凝灰岩

等の互層からなり，旧爆裂火口 を主心として山の斜面に沿つて四方に拡がり ， その南

方末端は遠く矢板町附近に述している。各互層の厚さは平均 10-20mであるが， 時

に熔岩流の末端は厚さが 30-40111以上に泣し，著しい柱状節到を有する。岩石の種

類は大部分両輝石安山岩に屈するが， 下部には撒撹石に富むものがある。次に代表的

な岩型について記載する。

撒撹石安山岩 ：玉生村鳥羽附近および川治湿泉北東方に総出する。前者は中粒，斑

状，帯紫灰色，すこぶる緊硬である。後者はや と没質して曜）火色を星する。

斑 晶

斜• 長 石 1 自形，長さ l-].5mm,灰長石質中性長石に屈する。
撒 擦 石 半自形，径 0.5-1Il1D1, 新罪時に単斜輝石の集合体に より 縁取

られる。

石 基 I租粒，間粒楷造

斜長石（栃木状または短柱状） ・単斜輝石（短柱状） ・磁鉄鉱（小粒
状）およびこれらの間を填たす鱗珪石または少屎の褐色ガラスか
らなる。

疇石両輝石安山岩 ：玉生村喜佐見西方，東荒川沿岸に露出する。暗灰色，緻密，

堅硬，流動面に平行な粗い縞状梱造を呈する。
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斑晶 l
斜 長 石 自形，長さ 1mm内外，灰長石質中性長石に屈する。中心部は累

帯構造に乏しく，や上曹長石質の宵い外套を有する。

旅 樅 石 半自形，径 0.5mm内外，新祥，有色鉱物のうち最も多い。

紫 蘇 輝石 自形ないし半自形，長さ 0.5mm内外， 時にこれと並行連晶をす
る単斜郎石の外套を被る。

普 通 輝石 半自形，一般に紫蘇蹄石 と相離れている。

石 基粗粒，間粒梢造

斜長石（栃木状）・単斜輝石（小柱状） ・磁鉄鉱お よびこれらの間隙
を埋める鱗珪石，および少抵のガラスからなる。

この種の岩石の 1異相に， 普通輝石の斑晶に乏しい撒摺石紫蘇輝石安山岩 （玉生村

烏羽高山鉱山北方産）および紫蘇輝石の斑晶に乏しい撒撹石普通輝石安山岩 （川治温

泉北東方産）がある。

両輝石安山岩 ： 憩頂山• 前黒山両峯の頂上を始め，各所に露出する。灰色，暗灰色，

帯紫灰色等を呈し，斑状描造の顕著なもの，しからざるもの，流状構造を呈するもの，

しからざるもの， 結晶度の高いもの， しからざるもの等があるが，お .I.むね緻密，堅

硬である。鉱物紐成からみると紫蘇輝石に富むものとしからざるものとがあり， 前者
とや

は前黒山東側，泉村赤滝上流，塩原西南方二方烏屋山等に露出する。

斑晶 I

；： ::;1言〗ォf言〗~'.!ロ；〗
石 基毛紫状，ガラス基流晶質，揖間状，間粒状等の棉造を有し，石基

結晶の粒度もまた不定である。

斜•長石 （栃木状） ・ 単斜郷石（小柱状） ・ 磁鉄鉱（小粒状）およびその
間隙を充した掲色ガ ラス， または鱗珪石または石英粒を有する。

たまたま，著しく紫蘇輝石の斑晶に富むものがあり， この斑晶の多くは単斜輝石の

集合体によつて囲まれる。前黒山東側，泉村赤滝上流，川治東北方二方烏屋山等に産

する熔岩の一部が これに厩する。
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ミツモチ熔岩

ミツモチ山は釈迦ケ嶽北方 1,575m高地附近から東南方に流下して， 高原火山岩頑

の表面を毅つた厚い熔岩流からなり，その末端は急傾斜をなして終つている。 この熔

岩は帯紫または帯青淡灰色，

る。両輝石安山岩に属する。

刹II粒，斑状・流状構造を呈し，不明瞭な板状節蝉を有す

筑 晶

斜

紫

普

磁

一石

長

蘇輝

通輝

鉄

石

石

石

鉱

一

基

自形，長さ l-1.5rnm,中性長石に属する。

自形，長 さ1mm内外，多鼠， 時に単斜輝
石の集合体によつて囲まれる。 l両者互に相離れて

半自形，径 0.8mm内外
Jいることが多い。

小粒状

毛餌状，やと流状構造を呈する 。石基結晶は細かい。

斜長石（栃木状） ・単斜輝石（短柱状）・斜方細石（柱状，小絋） ・磁
鉄鉱お よびこれらの間を充た す鱗珪石， または石英 とからなる。

富士山熔岩

富士山は双子熔岩円項丘か らなる。すなわち 1つは両輝石安山岩，仙は角閃石紫蘇

輝石石英安山岩である。

両輝石安山岩：帯青淡灰色，中粒，斑状構造を呈する。

斑 晶

斜 長

•· やが

普

磁

一小

斜

単

紫

磁

蘇 輝

通輝

鉄

斑

長

斜輝

蘇輝

鉄

I 
石 自形ないし半自形，長さ約 1-2mm,中性長石，中央部は顕著な

正常累帯構造をなすが，周縁部にはしばしは灰長石質長石の博い
外套を被リ ，一穂の逆累帯をなしている。

半自形，長 さ1.5rmn内外 1多くの場合， 互に祖離 れているが
j時に並行連晶をなす。 （常に普通暉
石が外側を占めている）

石

石

竺

晶

石

石

石

鉱

半自形，径 Imm以下

小粒状

短柱状，長さ 0.4mm内外

短杜状｝互に相離れたものが多いが，時に結晶におけると同様の

杜状関係をもつて並行連晶をなすことがある。

小粒状
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石 基撰間構造

斜長石（析木状） ・単斜輝石（小粒状） ．磁鉄鉱（微粒状）お よびこれ
らを客晶 とする径 0.4nun内外の石英粒からな る。

角閃石紫森輝石石英安山岩 ：帯紫灰白色，粗慇，中粒，斑状を呈する。

斑晶 I

斜• 長 石 自形ないし半自 形，長さ 1mm内外， 曹長石質中性長石に属す

：蘇 師 :f:~:勺言.~二°内外，稀に普通輝石の小片と相接する。

角 閃 石 裂片状，掲緑色普通角閃石に屈す る。周縁部から Opacitization
を蒙り， 単斜輝石と磁鉄鉱 との微粒集合体に変化しつとある。

石 基 一種特別な埴間構造を呈する。

斜• 長 石栃木状，長さ 0.2mm内外

紫呟師 石長柱状， 多葉

単斜 輝石 きわめて少巌，おそらく裂片状角閃石の Opacitizationによつて

生 じたものであろ う。

角 閃 石 I小裂片状，佳状斑晶と同様， 一部または全部 Opacitizationを袈

る。

磁 鉄 鉱小粒状，微菫

石 英前記各鉱物の素地をな し， 径 0.02mm内外の魚卵状石英粒集合
体 として産 し，その各粒の間隙はさらに鱗珪石をもつて充さ れる。

鱗 珪 石 I前記の荏状を呈する。

II. 2. 5. 4 洪積統

洪和統に属するものには日光火山・ 高原火山・ 塩原湖成l厨 • 河段砂礫）図 • 鹿沼土お

よび男体痒石）厨 • 崖錐圏の一部お よび砂 ・礫 ・粘土があるが， 前 2者についてはすで

に記した。

鹿沼土および男体浮石屑 図幅地域内の鹿沼土は， 関東北部のロ ーム の研究によれ

ば赤城火山の拗出物であつて，特有の淡黄色を呈する浮石層(pumicefall)をな して山

の東方および南方斜面を毅い， さらに南東方におよんで日光 ・今市町附近の総斜面お

よび丘陵地を招い，いよいよその拡がりを増して図幅地域南方の鹿沼町附近に達して，

四囲の丘稜地をあまね く被骰している。また， 浮石）薗の厚さは一概に述べることがで

きないが，平均 l-4mで，時に砂礫圏を挟んで2, 3枚に分かれている。その間，地

隙 • 河川に よ つて断たれ，または沖款思に瑕われ， 多少の断肥があるが，お口むねそ
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の分布ば連続的である。その粒度は径 5-lcm 内外で，鹿沼附近のものは主として園

芸）¥Jに供されている。 この浮石層分布地域内の各地における事実を綜合すると， この

汗オiJ,,団は洪棋砂礫層の上部に位し，時に 2,3枚の該砂礫層を整合に挟むことがあるが

（日光町附近）， 応むね洪租層の中下部の砂礫層をや豆岸挫合的に被毅して丘陵地の

緩斜面に沿つて分布し， 急斜面または崖によつて戟られている。男体山の蒋石摺（赤

褐色または灰白色）一ー 1名「今市土」と呼ばれる一ーとは整合的で， 男体のものは上

から第2層，鹿沼土は同じく第l]薗および第3層以下を占めている（日光 ・今市町附

近）。 すなわち鹿沼土ができたのは洪籾世末期で， 1回の爆発によるものではなく，

2, 3回またはそれ以上の爆発により掬出， 堆祖したものである。

鹿沼土は岩石的には含普通輝石緑色角閃石紫蘇輝石安山岩に属 し， 日光白崖におけ

る祖大な浮石圏は， 一応男体の拗出堆積物とされているが， なかに含緑褐色角閃石両

輝石安山岩質のものがあり ， なお所属火山がいずれであるかには疑問がある。一般に

斑晶は新鮮であるが，ガラス質石基は半ばハロイサイ トヘ変質しかけている。
さび

河段砂礫暦蛇尾川河口を中心として那狽野原扇状地の北西部に分布して一部段丘

地形を形成し， また鬼怒川沿岸 ・ 砥川沿岸 • 大谷川沿岸等に発逹して同様の地形をな

している。その厚さは不定であるが，図幅地域内東部および南部を除けば，おいむね

20mを超えること は稀である。

塩原湖成薩 この地層は塩原盆地に標式的に 発達するが， 高I以掘灰角礫岩に伴なつ

て，その他の各地にも小面精を占めて分布している。 この地］凶は裔原凝灰角礫岩の生

成期に随所に生じた湖水中に，角礫岩 ・扱灰岩等と互屈をな して沈訊生成した湖水

堆秩物で，高原凝灰角礫岩中に挟まれた凝灰質粘土 ・ 泥岩 • 砂岩 • 砂礫岩・珪藻土等

からなる。本層の基底は，北部では塩原斜長石英粗面岩の大小の角礫を含む砂裸層，

南部では高原火山の浮石を有する粗粒凝灰岩からなり，上部は主として泥岩層で， こ

の］厄iは前II粒白色凝灰岩 ・捩灰質粘土等を挟んで美しい蒋互層を呈し， 多数の植物化石

を含んでいる。盆地の中心部ではほとんど水平であるが，周緑部では中央に向つて 10

-20° 内外の傾斜を有し，北部は特に急傾斜と なつている。 南方は高原火山の熔岩で

被股される。従来のこ の地層中の植物化石の研究によれば， 本層の時代は洪秩世中期

である。
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II. 2. 5. 5 ヰ積統

沖蹟統に属するものに扇状堆秩物 ・河段砂礫煎の一部崖錐層および低地の粘土 ・

砂 ・礫層がある。

IL 2. 6 火山相互 の関係

塩原火山 と日光火山と は相重なつている箇所がほとんどなく， したがつて両者の新

旧関係についてはこれを地形その他の 1,2の事実によつて推定するほかない。すな

ゎぢ 地形から観ると女峯•赤薙のコ ニーデが最も古 く， 高原火山がこれに次ぐこと

が明らかであるが，互に相離れた寄生火山相互の新古については， 地形上の区別もま

た顕著でないので，これを決定する方法がない。高原火山の成層の下部を占める釈迦

ケ嶽浮石流は，処々で赤城火山および男体山の掬出浮石層 （鹿沼土および今市土）で

被毅されているので， 両者の関係は自ら明らかである。 またすでに述べたように，釈

迦ヶ嶽浮石流は洪祖世中期ないし末期， 赤城火山の揃出浮石層 （鹿沼土）は男体山の

拗出浮石層（今市土）の直上および下位に位し， 洪積世末期の生成にか とるものであ

る。今これらの事実および既述の他の事実から綜合して，図幅地域内の各火山の生成

期を推定すると次の通りである。

1 女峯 • 赤薙のコ ニー デ 洪租世初期

2 高原コニ ーデおよ び塩原層 洪戟世中期ないし末期

3 ミツモチ熔岩 洪租枇中期ないし末期

4 丹勢 ・ 丸山・大真名子 ・ 小真名子 • 富士山の各寄生火山 洪積世末期

5 男体コ ニーデ 洪積枇末期

IL 3 構 造

個々のまたは局所的の地質構造は図幅によつて明らかであるから， 改めて詳述する

必要がない。 よつてこ入では地史と関係ある断層 ・挽曲連動の概略を述べて，現在み

られる地質梢造の成因考寮の参考としよう 。
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⑦ 今rt,.t 

② 訊咋及び火山條屈

② 問 ,3.1

0 ;,pj砂暉

① i疇熔宕 及釘 直 ；圧灰岩 火山篠陪

R 叩 狐灰角怯き

⑦ I益原湖*如紐

＠紐大呉名子小瓜名子 丸山寄生火山

＠） 赤薙女吝熔宕及び角祐；反灰岩尼

⑩ 月山及び土呂祁熔岩

＠応荘山啓群

⑫ 閃竺石如碍台

◎ 含石哭変乃安山巴

＠寺山斜長流紋ぎ

＠茫和長流紋岩

R 罠股沢宮Pl却

⑰ 叫岩和税 き

⑬ 日向私艮田英祖面岩

＠ 訊訊召哭安山岩

⑩ 疇和長涼叙岩

◎ 叩台沢i/J屎灰鰭虹宅

◎ 大滝耕色汲灰叩紐

⑳ 訊石哭i譴 岩

@ IWJ尺火ホ台休

⑮ i碑咆頌

R 仰い道栞E灰岩

り戸:, l広頌這

⑳ I叫立

地域内模式地質杜状図

先第三系の運動

秩父古生洒の走向 ・傾斜の概略の傾向がすでに第三紀層の堆積以前に形成されたこ

とは，第三紀圏が比較的緩やかな控曲および地塊連動を蒙つているに反し， 前者はき
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わめて急傾斜と激しい微摺曲を示すこととによつて明らかである。 秩父古生厨を幾つ

かの北東ー南西に延ひた細長い地拠に分けている断I蜀の生威は， 少なくともその一部

は， この時期に生成されたものと推定されるが，花箇岩の逍入時期との前後関係は不

朗である。

花箇岩の逃入後図幅地域のほゞ中央部に沿つて広く各所に破砕帯を生じ， 古生隠

の チ ャ ート ・ 頁岩 •花箇岩等の一切が著しく角礫化された。 第三紀の凝灰角礫岩の一

部お よび流動角礫岩は， このような破砕地帯を通つて涜出生成されたと見倣される。

先火山の運動

NE-SW 性方向に軸を有するf習仙迎動を主とし， これに伴なう同方向の断I薗を生じ

た。この時代に第三系はほゞ現在みられる配列を示すに至つた。

後火山の運動

火山生成後も NE-SW性の撓曲・ 断層運動は 継続し， 特にその劉著なのは符沢沿

岸，関谷附近である。 けだし，称根村附近の第三紀層の傾斜が垂直なのは一部先火山

の運動によるが，この時期の連動によるところが最も大きいことは明らかである。 す

なわち， 関谷—寺山層群とともに， これを毅つている高原角礫凝灰岩もまた乖直とな

り，遂に高原火山の東緑を限る安戸山の大断層で断たれているからである。なおこの

時期の初めには NE-SW 性断層に先立つて， E-W 性の断l箇を生じたもののようであ

が現在に至るもなお，この NE-SW 性の投曲陸起運動が継続している証拠が，処々

の段丘地形に認められる。

III. 應 用地 質 （抄品）

応用地質については，塩原医幅地域鉱）禾調森報告と して昭和 14,15年当時の鉱）北

および鉱山の状態が棋説してあるので（第 55頁），こいでは各鉱種別に要点を表記し

て軍複を避け，終りに鉱床および地質との関係につき， 特に注目すべき諸点を列挙す

るに留めた。なおこの内容は昭和 14,15年当時のものである。また 上記報告中に 記

載してあるもののうち， 図幅地域外の鉱床はその記述を省いた。

金鉱
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すべて第三紀の生成にか入る浅熱水含金銀石英脈で，母岩は常に緑泥石化作用・珪

化作）：りまたは この両作）1-Jを蒙つている。大別すれば次の 2型となる。

A) 釦 ・鉛 ._ijll錯等の硫化物をやと多巌に伴な うもので，一般に含金率高く，かつ

下部への辿紐性に富み， そのあるものは鉱）禾の下部が次第に銅鉱に移化する頼向を示

す。鉱脈に緑泥石を伴なうのを常とする。

B) 少誠の硫化物を随伴するのみで，一般に随伴鉱物に乏しく ，酸化帯の品位に比

して，不変帯の品位が低いようである。

鉱山名 I種別I 母 有山 I既知鉱体の数 ・大さI品位概 略

1irJ 沢 A l変朽流状石英安山岩お よ 6枚の平行脈， 粗 Au12-2.5 
び塩原斜長石英粗面岩 規模大 Cu 1.3-1.8 

高田高徳 A 主に塩原斜長石英粗面岩 主な もの 9枚の平 粗 Au13-10 
行脈，規模ゃと大 Ag 1-12 

7,':, 徳 A 変朽流状石英安山岩 3枚の平行脈 粗 Au10-15, 
Ag 20, Cul.5 

盟： 徳 A 変朽流状石英安山岩およ 2枚の平行脈 粗 Au10-15 
び福股陪群の凝灰角礫岩 Ag 20-15 

Cu 1-1.5 

寺 島 IA I足尾石英斑岩 4枚の平行脈，規 粗 Au50-14, 
模大 Ag 30, Pb 5-

20, Znl6-10 

;Jヽ 百 IA I変朽流状石英安山岩 I 5枚の不規則平行 粗 Au 4-5 
脈，処々レ ンス:'.(}( Cu 2-3 
に膨脹す。 規模大

丸 山 A l 丸山斜•長流紋岩 12枚の平行Ill~ 粗 Au10 

万 珠 B 足尾石英斑岩 9枚の平行脈，規 粗 Au20-6 
模大

玉船 • 白銀I BI足尾石英斑岩お よび変朽 9枚の平行脈 i粗 Au50-5 
流状石英安山岩 —

石）~~: 山 IB I 丸山斜•長流紋岩
久 紹 B 変朽流状石英安山岩

I 5枚の平行脈

4枚の平行脈

I粗 Au 8-4 
粗 Au 7-6 

た ゞし，Auと Agは g/t,Cu, Pb, Zn, Sは寃で表わし，粗は粗鉱 精は精鉱で

ある。以下これに準ずる。

銀鉱
たま1こう たつむろ

単に銀鉱としてだけ採掘されたものに，玉生 ・立室の両鉱山がある。 いずれも第

主紀の生成にか＼る浅成石英銀鉱脈で，品位がきわめて高い富鉱体を有する。 母岩が著
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しく緑泥石化 されているばか りでなく， 鉱脈もまた緑泥石に富み， しばしば粘土を伴

なう。

鉱山名 I鉱 石 i母 岩 既知鉱脈の数品位概略

王 生輝銀鉱を主とし閃雲花閤岩 2枚の鉱脈，上富 鉱 体
少拡の淡紅銀鉱 部は合して 1枚 Ag4,000-200 
および銅鉱を伴 となる。 Au 3-0 
なう。

立 室 輝銀鉱，少皇の閃雲花尚岩およ 2枚の平行脈 富 鉱 体
方鉛鉱 び足尾石英斑岩 Ag 6,000-1,000 

銅鉱

ことごとく第三紀の生成にか入る浅熱水性銅鉱脈で， 母岩は例外なく緑泥石化作

用 ・珪化作）廿等を蒙つている。大別して次の 4種とすることができる。

A) 主 として黄銅鉱およ び黄鉄鉱だけからなる石英銅鉱脈で， しばしばやり角礫状

を呈する。深さによる鉱況の変化は少ないが， その最上部にはかつて多少の鉛 ・亜鉛

鉱を伴なったもののようである。多少の銀を伴なうことがある。

B) 鉛 ・亜鉛鉱を伴なう石英銅鉱脈で，鉱床の下部へ向つて銅分を増加する頼向を

有し，や 口含銀量が大きい。

C) 錯 ・亜鉛等の硫化物および磁硫鉄鉱を伴なう銅鉱脈で，銀含有量と銅含有量と

正比例する。

D) 安勘銅鉱を鉱石とし，黄鉄鉱を伴なう 。方解石を/l詔石と し，粘土を伴なう。

鉱山名 1種別l母 岩 i既知鉱体の数 ・大叶 品位 概数

日 光 IA I塩原斜長石英粗面岩

栃 木 IA I足尾石英斑岩

木戸ケ沢 IA I下部は大谷緑斑凝灰岩，
変朽流状石英安山岩

日 向 Ic I閃雲花瑚岩および含柘梱
石倹白質花岡岩および古
生層

大名沢 IA I足尾石英斑岩

7枚の平行脈，規粗 Cu2.5-1.2 
模大 1多少の銀を含む。

8枚の平行脈，規

贄， レンズ状富
鉱体あり，角礫棉
造や と著 しい，規
模大
3枚，規模や：大

粗 Cu1. 7-1.1 
多少の銀を含む。

粗 Cu3.8-2.8, 
多少の銀を含む。

富鉱 Cu9, Ag 30, 
貧鉱 Cu3, Ag 15 

1枚，ポケット状 I粗 Cu8, 多少 Ag
富鉱体あ リ。 分を含む。
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兄 北 IB : ネ誼i渡際罪 一部石英粗面 おもなもの 1枚 1富鉱体 Cu3-6, 
岩 Zn14, Ag 17, 

翡

上

111 I A '閃雲花尚岩

節 P 塩原斜長石英棋面岩

1枚

1枚，粘土と混在
す。

河

豊

東

白野

内 A 足尾石英斑岩

岡 B 変朽流状石英安山岩

照 Ic I変朽流状石英安山岩およ
び一部福渡層群の凝灰角
礫岩

倉 IBI閃雲花尚岩

2枚

おもなもの 2枚の
平行脈

ボケヅト状鉱体 8
個

4枚の平行脈

州 IA I塩原斜長石英粗面岩お よI2枚の平行脈，規
び一部福渡陪癖の凝灰角 模や 入大
礫岩

粗 Cu6, Ag 51 

精 Cu11, 
Ag 1,818-1,656, 
Au 2-1 

粗 Cu2-3, 多少の
Ag, Auを合む。

富鉱休
Cu 10 

粗 Cu6-7, 
Ag 1,000分台のこ
とあり。

精 Cu10-3, 
Ag 300-10 

粗 Cu8-9, 多少
の銀分を有す。

くら

銅 蔽 IC I古生層石灰岩お よび閃雲 おもなもの 2ヵ所粗 Cu5, Zn 15-
花岡岩 ほゞ平行の レンズ 17,Pb 5-3, Au 1, 

状鉱体 Ag 100-200 

釜ノ沢 IA I足尾石英斑岩 1枚，規模やい大 精 Cu12, Zn 5-
? 6, Au 3以下， Ag

50-60以下

鈴亜錦 鉱

産状および成因により 4種に分別できる。すなわち，

A) 第三紀の浅成鉱脈で，石英を脈石とし，その性状銅鉱Bに1且似し，下部へ向つ

て銅の含有量を増加する頼向があり，多量の銀を伴なう ことが多いc 母岩は著しく緑

泥石化および珪化作用を蒙つている。

B)閃雲花商岩中の鉱染交代鉱床に属し，第三紀の浅熱7k作用によるもので， 母岩

の変化はAの場合と同様である。

C) 古生層石灰岩に伴なうスカルン鉱床で，おそらく花扁岩類の逃入と関係あるも

のである。

D) 山裾に堆款した崖錐層中に混在しているもの。未だその源が明らかでない。

鉱 山名 1種別I 母

天上沢 A 足尾石英斑岩

岩 ！既知鉱体の数 ・大叶 品位概数

5枚の並行脈，桔 精 Cu3.8, Pb 12, 
土鎚，粉鉱や入多 Zn 21, Ag 150 
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中三依 IBI閃雲花糊岩

滝 頭 IA I足尾石英斑岩

主なるものぷケゾ 粗 Pb10-15, 

卜扶鉱体 1個 I悶掌醤
主な るもの 1枚， 精 Pb10, Zn 20, 
一部ボケッ ト状 Cu 1以下， Ag29, 

S 40 

第一塩原 IA I塩原斜長石英粗面岩

第三塩原 Ic I古生層

高 林 IDI崖錐の砂 ・粘土 ・礫

2枚の平行脈

小ポケット状鉱体
8個

小鉱塊多数

並塊 Zn15-12, 
Pb 5-7, Cu 2-
0.1, Ag 37-10 

上鉱 Zn23, Pb 23, 
Ag 19 

粘土中の塊 Zn38, 
Pb 16, Cu 3, 
Ag 100以上

硫化鉄鉱

この鉱床は地披内に広く散在しているが， 釜 ケ沢鉱山および上滝鉱山に，そのや入

楓つているのが認められるだけである。 いずれも第三紀の浅成鉱床で，母岩には著し

い珪化作用の跡が認められる。

硫黄鉱

高原火山の旧燦裂火口壁に生じた鉱染鉱床で，その品位は S26-10姦，平均約 20

劣内外である。高原鉱山がこの開発に当つている。

鉱山名 母岩および鉱床

釜 ケ 沢 変朽流状石英安山岩中に胚胎した鉱脈，一部交
代性鉱脈に移化し膨脹する。

上 滴塩原料長石英祖面岩中の交代鉱床 I 

品 位

上鉱 S28 

鉄鉱

古生層の石灰岩と花糊岩との接触交代鉱床に属し， 小規模のポケット状鉱体からな

る。 鉱石は主として輝鉄鉱からなり，ヘデンペルグ輝石を混える。五十里鉱山におけ

る富鉱の成分は次の通りである。

Fe 66.00, MnO 0.10, CaO 0.10, P205 0.17, Si02 2.22 

五十里鉱山および三依鉱山がかつてこの探鉱 • 開発を試みた。

螢右鉱床
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螢,fj鉱1ぷはその賦存暉囲が， 地域の最西北端部に当る福島県との 採界以北に限ら

れ，その生戒は第三紀石英租面岩類の火成活動に関係を有する。水引鉱山は地域内に

おける唯一の鉱山で，おもに古生層石灰岩中に不規則脈状交代鉱床として， 一部は粘

板岩中の裂能充損鉱II限と して胚胎する。 いずれも石英螢石脈 （しば しば方解石を混え

ることがある）で，品位が不同であるが，粗鉱平均品位約 25-20彩である。

珪 波土

珪渫土は2;b所で採掘される。 1つは寺山採掘場，他は森原採掘場である。 いずれ

も高原捩灰角礫岩の上部に位し，塩原湖成層とほゞ同一の屑位に当る。寺山産のもの

は Pinnulariasp. および Cocconeissp. からな るもので， 鉱石の化学成分は次表の

辿りである。
.,. Iこう

船生石

大谷緑斑凝）火岩に屈するもののうち， 船生附近に発逹して い るものは品質が均一

であるから， 石材として採取し，近郷の家屋の壁張り ・ 垣壁 • 磁等に用いられてい

/ Si02 / Al,03 I Fe203 / CaO I MgO / Alkalies / lg. loss / Sol. Si02 

1 76.00 2.36 3.52 2.22 0.64 1.16 13.35 68.96 

2 77.86 2.44 3.28 1.48 0.58 0.58 13.56 70.74 

る。

本地域の鉱床と地質との関係について， 特に注意される事項は次の通りである。

(1) 鉱床の大部分は第三紀の生成による。

(2) 第三紀の鉱脈生成期は関谷—寺山層群（鮮新世） 以前で，おそらく 中新1廿：である c-

そしていずれも主として石英粗面岩類の火山活動と成因関係を有する。

(3) これらの鉱床はいずれも浅熱水鉱I禾に属し，母岩は通常著しい緑泥石化作用お

よび珪化作用を蒙つている。

(4 ) 鉱脈の発達程度は母岩にしたがつて選択的で， 一般に，堅碩な石英斑岩類 • 石

英粗面岩煩および石英安山岩頴 •花蘭岩類および古生層等のなかては発達が良

く，捩灰岩 ・凝灰角礫岩等や乳吹弱な母岩中では不良である。

(5) 地域内のこの種鉱床の分布をみると， 火成作）IJないし鉱化作）,,,1の中心を特に求
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めることはできない。

(6)鉱脈の方向と母岩のf習rtl1軸お よび岩脈の方向とは，ほゞ平行または直交する

が，傾斜については特別の関係を認めることができない。
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塩 原圏 幅地 域鉱床調 花 報告

この稿は昭和 14年の調査にも とづき ，昭和 16年 7月に脱稿したものである 。 した

がつ て内容はその 当時のまとで， 最近の斑料と知識に基づく訂正 • 加筆を行つてお ら

ず，また戦災によつて 40に余る鉱床地質図を失つたまとである。種 の々事間で発表が

おくれたもので， 現在これを上｀梓することには問題があるが， 昭和 30年現在大部分

の鉱山が休山となつている事情からみて， 地質および当時の鉱床の状態等については

参考 となる部分もある と思うので，あえて発表することにした。

ー 窓ヽ 論

この地域内には元来大小の鉱山が密集しているが， 当時は日支事変の影器による鉱

業促進の趨勢に刺戟され，交通の使なことと相まつて， さらに新しく鉱床の探鉱，開

発されるものが続出している状況であった。そこて鉱山分布地域を広く踏査 し，各鉱

山の鉱床および開発状態四囲の地質等を調査して， 各鉱床の状態を明らかにして探

査や開発に資する必要があった。

この目的で昭和 14年 6月から 9月まで約4カ月間に亘つて，命により岩生が調査に

従事した。その後すでに 10年余を経過し，鉱山にも変遷が甚だしかつたが，当時の稲

をほとんどそのままここに発表して，参考資料とすることとする。

鉱床の種類は金 • 銀 ・銅 ・鉛 • 亜鉛 • 硫化鉄 ・ 硫黄 • 鉄 ・益石 ・珪藻土のほか， 大

谷石 • 鹿沼土等の土石を加えるとすこぶる多岐に亘るが， その最もよく開発されたの

は金 ・銅の鉱床である。そして上記 2鉱1禾だけでなく他の鉱l和こもお豆むね開発の端

緒についているか，または開発がある程度進んだ程度のも のが多く， 相当最の残存鉱

を有し，将来性に富むものである。

地域内における鉱山の数は鉱産を有するもの 20,探鉱中でまだ定産額を有しないも

の13, 休山中のもの 10で，銅鉱の日光鉱山， 金鉱の南沢鉱山， 亜鉛 ・錯の天上沢鉱
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山，硫化鉄の越路鉱山および螢石の螢鉱山等がその代表的なものである。

鉱床分布区披の地質は，大部分第三紀石英粗面岩頴およびその塚）火岩類であつて，

時に古生屈または花箇岩中に賦存する鉱床があるが，その生成時期は 1,2の例を除け

ばことごとく第三紀中新1止に属し， その種碩は緑泥石化作用および珪化作用を伴なう

浅熱水鉱j禾である。 硫黄鉱を除けば鮮新111:以後における鉱化作用は， これを認める こ

とができない。他域内の鉱脈の性状に関し， 2つの顕著な通性が認められる。すなわ

ち鉱jj/餃の方向が第三紀層の地質構造または岩脈の方向にほゞ一致している こと，およ

び各鉱JllKは上部が鉗 • 亜鉛および金に富み，下部が銅に富む傾向のあることであつて ，

探鉱に当り有力な示唆となるであろう。

これを要するに，第三紀階および石英粗面岩類賦存地域（その周縁部も含む）は，こ

の地域内における鉱j禾発達の中心をなすもので，現存鉱山の操業促進のためにはもち

ろん，常に各種探鉱に力を注ぎ，埋蔵鉱の開発に努むべきものと考える。

各論においては，まず各鉱床別にその地質 ・鉱床の大要，鉱山開発の概況，鉱産額

総計，予想埋蔵鉱量の総計および探鉱上注意すべき 2, 3の事項を記述し，その後各鉱

山について詳述した。予想鉱誠はきわめて短期間の調歪の結果算出したもので， 正蹄

を期することができないのはやむを得ない。

II. 各

II. 1 金

ヽ
＂ッ
/
l
l
 

苦
II

鉱

この地扱の金絋床は， すべて第三紀中新世に噴出した石英粗面岩類の火山活動と成

因関係を有する浅熱水含銀石英金鉱脈に晟し， その石英粗面岩類またはその凝灰岩類

を母岩とする。

鉱床は大別して 2種とすることができる。すなわち，

A. 銅 ・ 鉗 • 亜錯等の硫化物をや豆紀社に伴なうが， 一般に含金率高くかつ下部へ

の連続性に宮み， そのあるものは下部へ向い銅鉱床に移化する傾向をきたし，鉱脈に

緑泥石を伴なうのを常とする。 南沢鉱山および小百鉱山がその代表的な例である。
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B. 少批の硫化鉱を伴なうだけで，一般に随伴硫化物に乏しいもので， 下部へ向つ

てどんな変化をきたすか末詳であるが，現在知られた範囲内ではその酸化帯が高品i立

であるのに対し， 不変帯の品位はおいむね高くない。 その代表的な例として玉船 • 白

銀鉱山が挙げられる。

鉱山の開発朕況 1, 2の例を除いてはこと ごとくすこぷる交通の便に恵まれ，大小

の鉱山が相接して開発されている。いま， 精鉱年産額の順序に鉱山名を挙げると， 南

沢(A).高田高徳 (A).翡徳(A).万珠(B).高徳(A).小百(A).玉船 (B).白銀

(B) • 寺島 (A)の各鉱山であって， 休山中のもの， またはそれに近い状態にあるもの

に丸山 (A).石眸山(B).久富 (B)および中 I沢(B)の各鉱山がある （括弧内は鉱j禾

の型を示す）。これらからでる精鉱年産総額は約 4,850tである。

鉱山の将来性 2, 3の鉱山を除いてはいずれも相当量の残存鉱巌を有するものと推

定され，一般にその開発の歴史が古いにもかかわらずなお将来性に富むものと いえ る。

探鉱方針 本地域金鉱脈は一般に凝灰岩中においてはその発達はきわめて悪い。 し

たがつて探鉱に当つては， この岩石以外の母岩内で露頭な らびに坑内探鉱を進め，特

にA型に属するものにその主力を注ぐべきものと考える。

IL 1. 1 南沢鉱山

南沢鉱山 （栃木県採掘登録第 28号， 日本鉱業株式会社）は塩谷郡籐原町大字底徳1こ

あり ，国鉄今市駅まで約 9kmの間は 1、ラ．ノクを通じ，交通は至便である。

沿革 古く玉ノ沢鉱山と称し， 明治 42年頃から探鉱をなし，その後鉱業権が移動す

ること 3回，昭和10年日本鉱業株式会社の有に婦した。爾来機械設備を施し，竪入探

鉱に主力を注ぎ今日におよんでいる。

地質 鉱山南西部は流状石英柑面岩ないし石英安山岩からなり， 北東部は細粒石英

粗面岩からなり両者互に漸移する。 母岩は広範囲にわたり著し く変質を蒙つて緑色脆

現化し，特に鉱脈に接近している部分で著しい。 領斜方向不定の多数の走向断脳およ

ぴ横断断層があつて探鉱がや 叶困難であるが，いずれも小規模である。

鉱床 鉱l未は多数の平行鑓およびその小支脈からなり， そのおもなものは 6条であ

る。 走向 N士50°E,探鉱により 判明 しているそれぞれの規模および傾斜は，次表の通
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りである。

鎚 名 I延長 (rn)I深さ (m) I平均領幅 (cm)[イ頃 斜 I鎚間隔 (m)

二号 鎚 約 200 通洞以下 80 約 25 60°NW  約 35
1!11 号鎚 グ 180 I/ 40 

” 
// 45°NW  // 60 

ノ9、・ 号 鎚 I/ 180 未 詳 I/ If 50°NW  // 20 

七号鎚 'I 130 通洞以下 65 
” 

I/ 
70°NW  

II 60 60°SE 

八号鑓 11 100 ，I 25 ，I I/ 70°SE // 50 

九号 鎚 // 10 未 詳 I/ ff 

縦の膨縮著しく ， 時に鎚幅 10mの網状体を形成するこ とがあり， また 5cm以外の

準一脈に縮小することもある。

鉱石 含金石英脈に閃亜錯鉱 ・方鉛鉱 ・黄銅鉱および黄鉄鉱等の硫化物を随伴する

ものであるが， 閃亜鉛鉱 ・方錯鉱は一般にきわめて微量なこと が多 く，稼行価値がな

い。 含金率の商い石英脈に接する母岩および中石は，甚だしい緑泥石化および珪化作

用を蒙つているのを常とし， これによつて含金率の大体を察知することができる。ま

た含金石英脈および随伴硫化鉱物と相伴ない， またはこれを貰ぬいている純白色無価

値石英脈および鉄石英脈が認められることもある。

品位 金品位および硫化物のク｝布は著しく不均ーであるが， 一般1'1勺傾向として鉛 ・

皿鉛含有率および含金率は各鎚の上部に高く ， 銅含有半はその下・部に歪るに したがつ

て昇る傾向がある。すなわち次表の通りである。

- . - -・-. . -

鎚 名 I銅 （炎） 1 金 (git)I鉛 • 亜鉛（劣） 1 備 考

二 号鑓 3.o I 上部約 10 下部まで鉛亜鉛鉱あ り。
四 号鏑 3.5-4.0 2-3 第五坑道に黄鉄鉱多 し。
入号鎚 15-20 1 15-20 

七号籟
上部 1.8 上 部 10
下部 3.51下部 3

籟

籟

号

号

＼

し

i/
 と

＇ 

脈
＜

英
低

石
率

金
金

合
含

ゞヽ
ヽカ，

 

く

た

゜

な
し

少
鉱
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物
採

し

化
て

棄

硫

し
放

、
9|

なお本所において，七号鎚の椋式的試料 3個について分析を行ったところ， 次の結

呆を得た。
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試 料 名 金 (g/t) 銀 (g/t) 銅（？る）

七号籟四坑道鉱石

七号鎚二坑道鉱石

七号籟新一番坑鉱石

0.7 

95.3 

14.0 

18 

36 

55 

6.54 

0.58 

6.56 

露頭 鉱山の露頭探鉱によって判明した鉱脈は 6本であつて， いずれも錯 ・亜鉛を

伴なう含金石英脈で，その走向 ・ 傾斜 • 鑓幅 ・含金率は次表の通りである。

鎚名 Io) I cz) l c3) I (4)・1 cs) I 
金品位 (g/t) 20 10 - 50-30 5 

鎚幅 (m) 1.5 1.5 - 0.3 0.1 

傾斜 70°SE 70°NW 70°NW  70-80°NNW 70°N 

(6) 

6 

0.15 

80°WNW 

(4)号露頭は七号領上部65mに位し，脈幅が大きく含金率も高かつたので， 鎚押

し探鉱中である。 (5)号露頭は鉛 ・亜鎧のほかに痰銅鉱を伴なう。酸化帯はきわめて

浅く，地表下5m以上に逹していないもののようである。

探鉱 ・採掘 各銹は縫押しによって探鉱せられ， さらに探祉、ならびに迎搬を兼ねた

立入通洞をもつて連絡されている。そして二号領および四号鋤は通洞坑準以下五番

坑 (92m)まで， 七号籟 • 八号鑓および九号鏑は通洞坑準以上約 25mまで開発されて

いるが， このうち採掘済なのは六号籟および七号籟である。坑道総延長 3,036m にお

よぷ。竪坑捲揚• 排水ポソフ•および罰要坑内照明には電力を用いている 。 坑夫 • 選鉱

夫 ・雑夫合計 50名を使役し，採鉱は上向陪段法機械掘によっている。

選鉱 手選および槻械選鉱（比璽選鉱）を併用し，粗鉱 （金約 5.5 g/t, 銅約 10姦）お

よび精鉱（金約8.9g/t, 銀約 15g/t, 銅約 4斧）に分かち， ともに日立鉱山へ送鉱，粕

錬に供している。

産額 最近における粗鉱 ・結鉱の出鉱量および品位は次の通り 。

年 次 I粗鉱産出蛍 (t)I 金 (g/t) I 網 （彦）

昭和 10 年 1,127.3 11.9 

同 11 年 4,159.0 6.3 1.31 

同 12 年 4,122 3 4.7 1.43 

同 13 年 4,533.3 2.6 1.76 
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年 次 [1韓虞出並 (t) 金 (g/t) 銀 (g/t) 銅 （彩）

昭和 10 年 781.8 16.1 2.0 

同 11 年 2,443.3 10.2 12.0 19.1 

同 12 年 2,362.7 7.6 19.0 2.22 

同 13 年 2,358.6 4.1 20.2 2.93 

運搬 l、ラ ヅクにより省線今市駅へ出す。

鉱呈その他 現在の開発程度から算出せられる推定粗鉱量はそれほど多くないが，

既知鉱脈の鉱況がきわめて良好で， なお延長および下部へ鉱脈が連続するのを予想し

うるばかりでなく， 露頭および立入探倣；によって新鉱脈発見の可能性があるので，探

鉱進捗とともに，鉱巌は著しく増加するものと認められる。そして本鉱床の傾向から

みると，各築の下底部は漸次含金率底下し，銅鉱に移化する徴候がある。

II. 1. 2 高 JI)高徳鉱 山

高田高徳鉱山 （栃木県採掘登録第 70号，高田貞三郎所有）は塩谷郡廊原町大字高徳

にある。鉱山から下野鉄道新高徳駅に至る約 4kmの間は馬車を通ずる。

沿革 明治 45年から大正 9年まで稼行，約 1万 tの高品位鉱石を産出し，その

後休山したが，昭和4年 11月から高田貞三郎および稲山伝太郎，日本鉱業株式会社の

共同経営による高徳鉱山糾合を設置して稼行操業 し，昭和 12年末までに 3,lOOt余の

鉱石を産出した。昭和 12年 8月右紐合を解散，日本鉱業株式会社は脱退し，現鉱業権

者高田貞三郎（東京市京橋区銀座西 6 丁 目 2 / 1) • 稲山伝太郎等の共同鉱業権と なり，

その間採掘を一時休止したが，昭和 14年 3月以来ふたたび取明探鉱に隋手，こんにち

におよんでいる。

地 質 附近の地質は第三紀の紬粒石英粗面岩で，一部淡緑色角礫凝灰質岩石に移

化し，鉱脈附近においてはしばしば粒土化されている。

鉱床 多数の含金石英の並行脈からなり， 南方 1号鑓から順次北方の12号鑓に至

り，その走向は NE-SWないし E-W である。 このうちかつて採掘され， 目下主と

して探鉱中なのは 1号鑓から 10号鑓までである。既知の部分における各鎚の規模は次

表 の通り (61頁） 。

鉱 石 各籟は 1条ま たは数条の堅碩な含金石英脈からなり，母岩との境界が明瞭
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鎚 名 傾 斜 採掘程度

1
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である。一般に僅かの黄鉄鉱 ・方錯鉱 ・閃亜鉛鉱等の硫化物を伴ない，ことに 10号鎚・

12号鎚お よびこれより以北の露出鉱脈に多い。また 6号媛および 12号鎚には璽晶石を

伴なう。脈中における金品位は平均 10-13g/tであるといわれるが， その分布は不均

ーで硫化物お よび緑泥石にやと富んだ部分で最高を示し，

ことがある。

時に金約200g/tに逹する

この鉱床て鉱況最良の 10号鎚および 12号鎚の宮鉱体における金平均品位

は，金 15g/tであるといわれる。試みに 10号鑓の標式的試料2個につき本所におい

品 位

て分析したところ，次の結果を得た。

試 料 名 金 (g/t) 銀 (g/t) 銅 (fb) 

10 
10 

号

号
鎚

籟

鉱

上
石

鉱

3.6 

218.7 

酸化帯およぴ露頭酸化帯の深さは比較的浅く，

294 

89 

0.92 

10.38 

坑内ではほとんど認めることができ

ないが，露頭はことごとく「焼け」となっている。 探鉱された多数の露頭のうち，品

位が比較的良好なものは次表のようで，他はおとむね含金螢 1g/t以下である。

1号縫から 5号鎚の間およびその附近のもの

試 料 番 号 29 30 31 32 33 34 35 36 37 

金

銀

脈 幅

(g/t) 

如）

(cm) 

7.9 
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12号籟北方約 300-400m附近のもの

試；；；汀・,-15 ;4 --13 18 17 16 18 17 3 4 5 6 2 1 

盈 (g/t) 5.0 3.5 6.0 1.0 4.0 4.0 5.5 11.5 60.5 7.0 5.0 3.0 7.0 6.0 

剖i (g/t) 15.0 6.0 8.0 10.0 6.0 8.0 8.0 11.0 38.0 13.0 4.0 6.0 6.0 9.0 

脈輻 (cm) 18.0 40.0 15.0 10.0 1.7 20.0 58 43 40 18 30 35 13 30 

12号鎚北方の露頭における鎚幅は中央部で最大 57cmに達し，品位もまた前表の

ように比較的良好であったので竪坑を粋し探鉱したが， 品位がそれ以上に良好となら

なかつたので開発するに至っていない。延長約 25m,走向 N35°F,傾斜 55-90°で

あると推定される。東方鑓先で 2)!限に分岐しているようである。

採掘 ・探鉱 1号鎚の南方約 15m から延長約 415mの立入水平坑道を認ち，主要

迎搬通洞としている。 6号鎚は通洞地並から上部へ 80m,下部へ 30mの間それぞれ

水平坑道によって探鉱され， その東北部の大部分および西南部通洞以上は採掘し尽し

ているが，西南部通洞地並以下は緩傾斜の断層に防げられて未探鉱である。 仙は通洞

地並で鎚抑し探鉱中で， 10号鎚および 12号籟における鉱況は良好である。坑道総延

長は約 2,100mにおよぶが，昭和 ]2年から約2年間にわたる休山のため 崩炭または

水没した箇所が多く，探鉱と刊行して 117呵鵡l中である。

選鉱 手選によつている。最近の鉱凡額およびその品fi'i(ま次のとおりであって・

現在の月此粗鉱量は約 40tである。

年 次 i粗鉱出鉱昼(t)I金 (g/t)

囮召 手月 10 匈： 1,004 12.0 

11 l}'I 774 }0.0 

ff ]2'I 593 }3.0 

椴械設備は皆無てあって手掘を行っている。

怠11 (g/t) 

1.0 

6.0 

12.0 

蛮鉱および運搬 鉱石は日立鉱山へ売鉱し， 連搬は馬車で下野電鉄新高徳I訳へ，そ

れから下野電鉄・東武電鉄および省線によっている。

鉱蚤その他 この鉱山では 6号銹の下部は全く未開発てあるばかりでなく， 12号鎚

• 10号疑の よう に，鉱況 ・品位ともにきわめて良好な籟もまた全く未採掘である。こ
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とに上記 10号および 12号緬は， 方鉗鉱 ・閃亜鉗鉱をやと多量に伴なう事実から観る

と，なお鎚の上部だけが現われているに過ぎないようで， その下部に期待できる。 6

号鎚 .10号領および 12号鎚における予想残存鉱量は少ないが， 新鉱脈の探鉱によ つ

てなお鉱蛍増加の見込みがある。

II. 1. 3 高徳鉱 山

高徳鉱山 （栃木県採掘登録第 12号，日本鉱業株式会社）は塩谷郡隊原町小字をそ沢

にあり ，高田高徳鉱山の北西方に蔚接する。下野鉄道新高徳駅まで約 5km,その間は

馬車を通ずる。

沿革昭和 10年？月櫛笥陸徳から現鉱業権者が買牧して経営に移つたもので，当

時水没している坑道が多かったため， その取明に附手し爾来手掘によって開発， こん

にちに至っている。目下機械掘りを計画中である。

地 質附近は第三紀流状石英安山岩ないし石英粗面岩からなり， や 立疑灰質の部

分がある。鉱脈に接近するにしたがい緑泥石化作用が甚だしく， また硫化鉄鉱の鉱染

を祓つて粗弱となっている。 また鉱床生成後の擾乱がや刈頓著で，東西性の小断層に

ょって鉱脈が散られていると ころがある。

鉱床鉱床は3条のほゞ並行した含金銀石英脈からなり，その走向はお よそ

N30°E, 傾斜は上部において 30°NW内外，下部においてはおなじく 60°前後で， 目

下探鉱 ・採掘に主力を注いているのは下部第 7坑道以下である。判明している鎚の規

校を次に表記する。

鎚 名 I 延長 (m)I平均鎚輻 (cm)I i朱 度ー (m)--1鎚の間隔 (m)

1 ..,, 屯． 鎚 約 llO 約 30 通洞以上 15 
fl 以下 70 

通洞以上 15 
約 40

CJ ロ． 鑓 // 100 // 15 
fl 以下 20 

3 Cl "'・ 鎚 ，J 40 If 10 通洞以上 10 ” 
35-0 

2号鎚と3号鎚とは北方鎚先で合して 1枚となり， 2号鎚と 1号鑓と の間にはほ ゞ

東西性の断恩が存在しているもののようである。
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鉱 石 各紹は 1枚または数枚の不規則な含金銀石英脈からなり，著しく緑泥化さ

れた中石を挟み， しばしば赤色の鉄石英脈に伴なわれる。 また 2号媚では鉱脈がや ふ

網状を呈することが多い。一般に少最の硫化物すなわち方鎧鉱 ・閃韮鉛鉱 ・翼鉄鉱 ・

賀銅絋等を伴ない， 2号鎚においては鉗 ・亜鈷 55: 汀前後，1号鎚においては 20劣内外

におよぶ。 各籟中における念銀含有率の分布は不規則てある。酸化帯の厚さは地表下

数 mを超えていない。

品位 現在採掘中の鉱石の平均品位は鉛 • 亜鉛 15-20 劣，金 10-15 g/t, 銀

20 git, 銅 1.5形内外であるといわれる。

探鉱・採掘 1号鎚東南方から立入斜坑を切り連搬坑道としている。各鑓は緩抑し

坑道によつて開発せられ， 1号鑓は通洞以下第 8坑道まで， 2号鑓は同じく第 2坑道

まで掘下り，坑道総延長は約 910mに達している。採掘は手掘により ，通洞以上およ

ぴ通洞以下第 7坑道以上は大部分採掘済である。 目下もつばら第 7坑道以下を探鉱・

採掘中であつて， そこ の鉱況は良好である。排水・鉱石捲揚•主要坑内照明には電力

を使用している。

選鉱および鉱産額 手選により ，第 1籾鉱および第2精鉱に分け， それぞれ日立製

§東所お よび日立選鉱所に送鉱している。 最近の第 1および第 2粕絋の澁額および品位

は次表の通り 。

年 次 1第 2精鉱鉱産額(t)I 金 (g/t) 銅 （鈴）

昭和 11 年 1,098.9 9.3 0.19 

グ 12 // 665.9 7.5 0.60 

// 13 // 457.4 4.4 0.66 

年 次 第 1精鉱鉱産＇頷 (t)I 金 (g/t) 銀 (g/t) 銅(;!ぶ）

昭 和 11 年 814.2 12.4 15.0 0.52 

f/ 12 // 458.1 10.8 15.0 0.81 

fl 13 // 284.1 6.8 15.0 0.93 

現在坑夫 • 選鉱夫とも計 22 名を使役し， 精鉱月産額約 30t であるが， 近く機械掘
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によつて月産60tに増加の予定である。

運搬 新高徳駅まで馬車， 同駅から下野電鉄 ・東武電鉄および省線による。

鉱呈その他 坑内外の探俎Kが不充分で残存鉱量を推定し難いが， まだ鉱脈の下底に

熔するまで開発されていないので， 将来下部へ掘下れば，金品位は逓減しても銅品位

の増加が期待できるであろ う。鉱山の南西部および南沢鉱山・ 高田高徳鉱山と の問

を，さらに探絋する必要があることはもちろんである。

II. 1. 4 豊徳鉱山

豊徳鉱山（栃木県採掘登録第 138号，日本鉱業株式会社）は塩谷郡森原町大字高徳に

あり ，鉱山から新高徳駅まで約 1km,I、ラソクを通ずる。

沿 革 古く旧幕時代から稼行されたものの ようで， 爾今昭和初頭まで数人の手を

経たが，この間には観るぺき成果を得られず，昭和 6年初めて当時の所有権者東京の人

出淵某によって新たに富鉱体が発見され，同年 8月から売鉱を開始した。そして同 11

年 2月日本鉱業株式会社の所有となり，探鉱 ・採掘を継続して現在に至っている。

地 質 地質は第三紀中新世の流状石英粗面岩ないし石英安山岩および緑斑石英粗

面岩質凝灰岩（一部凝灰角礫岩質）であって， 両者は相漸移している。広く緑泥石化作

用および珪化作用を蒙り，特に鉱脈附近で顕著である。

鉱 床 2条の平行脈からなり， 北西からそれぞれ主脈および昭和領と称する。走

向大略 N45-30°E, 50°NW前後の傾斜を有する。 開発により判明している領の規

模を次表にしめす。

領

主

昭 和

名 I

脈

鎚

延長 (m)

0

0

 

0

0

 

2

1

 

勺

Il

々
ボ

縫幅 (cm)

約 600-5

!/ 20 

深さ (m)

通洞以上 50 
fl 以下 50 

通洞以上 60 
IJ 以下

I緩間隔 (m)

約 50

主脈は断層性裂雛を充填したもので）膨縮がきわめて著しい。膨脹した部分は網状鉱

脈からなり，籟幅の牧縮した部分および昭和籟は，比較的規則正しい 1枚または数枚

の含金銀石英脈からなる。赤褐色鉄石英脈を随伴するのが常である。中石は著しく緑
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泥石化作用を裟つてい るため i農緑色を呈し）j危弱である。また鉱脈に沿つて粘土化作Jll

が甚だしく ，殊に主JJIKの坦合には粘土籟を形成 している部分がある。

鉱 石 含金銀石英脈に佃少賊の黄銅鉱 ・裳鉄絋 ・閃亜鉛絋および方錯鉱等を伴な

うものである。昭和鎚の上鉱を採つて本所で分析したところ，金 23g/t, 銀 69g/t, 銅

3.10'J, ぷであった。鉱山の資料によると各鎚鉱石平均品位は次表の通り。

鎚 名 1 金 (g/t)

主 iリrz I 約 15

昭和 鎚 I 約 10-15

銀 (g/t)

約 15-20

銅 (;'6)

約 1.0-1.5

主脈の露頭は明瞭な「焼け」をなし，酸化帯の深さは地下数 m であるc

採 掘 主脈の録押坑道すなわち幸坑を通洞坑とし， それから立入坑によって昭和

鑓鑓押坑道に連絡する。坑道総延長は約 145mである。主脈1ま下 1番坑準（通桐以下

25m)以上，昭和鎚は通洞坑準以上を大略採掘しつく している。 現在下2番坑以下の

探鉱に主力を注ぎ鉱況は良好である。鉱石捲揚 • 排水 ・ 坑内主要照明には電力を）廿い

ているが，採掘は手掘である。 目下椴械掘を計画中。

選鉱 手逆による。粕鉱は日立鉱山へ送鉱製錬に供 し，料鉱は同じく造鉱製錬に

供している。

鉱産額 最近における鉱凡額は次表の通り 。

年 次 粗鉱鉱産額

昭和 11 年 1I 

758.6 

// 12 11 754.5 

” 
13 

” 
1,142.2 

年 次 I t1; 鉱鉱庄額 (t)

昭和 10 年 387.0 

” 
11 ” 

472.3 

II 12 ff 424.8 

// 13 // 547.1 

(t) 命 (g(t)

金 (g/t)

8.6 

6.3 

5.9 

5.5 

3.7 

3.0 

， 

銀 (g/t)

15.0 

15.0 

8.0 

銅（劣）

0.27 

0.33 

0.40 

銅（劣）

0.56 

0.42 

0.62 

現在坑夫 • 選鉱夫等とも計 22 名を使役し，粗鉱月産約 lOOt である。

運 搬 馬車で新高徳駅へ， それから下野 ・東武電鉄および省線で今市経由助川に
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送つている。

鉱塁その他 この鉱山の歴史は古いが， 開発状態および鉱床の状態から観るとなお

幼年期にあるということができし 下部の開発に期待してよいであろう 。現在予想され

る鉱簾は少ないので，大いに探鉱する必要がある。

II. 1. 5 ミ『島金 山

寺島金山（栃木漿採掘登録第73号，平野将所有）は塩谷郡玉生村字寺島，西荒川の右

岸にあり，対岸から下野電鉄玉生駅まで約 6kmの間は辛じて 1、ラックを通ずる。

沿 革 約 300年前寛永年間， 宇都宮城主戸田忠友の御直山として盛んに稼行され

たことがある。明治中頃にいたり，古河市兵術がこれを所有し，取明探鉱を行い，似

秀な鉱床を発見稼行したが，その後長い間休山し大正 10年平野将がこの鉱業権を譲り

受け，新たに通洞を開詔，探鉱 ・採掘を続行してこんにちにおよんでいる。

地 質 下部は鉱床の母岩をなす石英斑岩，上部は流状石英粗面岩である。いずれ

も第三紀中新批に属する鉱l禾に接近するにしたがつて母岩は著しく変質し， その様子

は前記各鉱山とほゞ同様である。

鉱床 おもな鎚は 4条である c走向はほゞ E-Wないし NE-SW,北方から 4号

緩 • 大福本鎚および七両坑籟の順に並んでいる。それぞれについて判明している規模

は次表の通り。

緩 名 I延長 (m)I塁旦門霊げ、上1平悶得幅 ！走向 ・傾斜・I鎚間隔 (m)

4 号籟約 160 約 40 約 10 N80°W 80°S 
大福本鎚 f/ 160 f/ 120 t/ 30 EW 75°N 約 30

大福 3号籟 '/ 420 ,, 100 1/ 40 N75°E垂直 // 0-40 

七両坑籟 t/ 40 ~ t/ 12 N45°E t/ 1/ 50 

大福 3号疑は本鎚南西部の分岐脈で， 本鎚は北の分妓点で忽に尖域する。籟幅の膨

縮待｝こ甚だしく， 例えば大福本鎚においては最大 2mから 20cm以下にわたつてい

る。膨脹部においては鉱脈はや口網状を呈するのを常とする。走向断愚がや只顕著で

あつて鉱脈 • 中右ともに破砕せられ， 鉱石を粉状となし，さらに粘土化しているもの

がある。
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鉱 右 鉱石として採掘しているのは含金石英脈およびこれに伴なう松Elli鉛鉱およ

ぴ方錯鉱である。 またしばしば僅少の黄銅鉱および賀鉄鉱等を伴ない， これら硫化物

は府JIIJI限状をなして石英JI限を凱ぬくことがある。含金石英脈は墾硬で緑泥石および微粒

硫化物のため，涙勁緑色の縞状を呈することがある。含金率は部分によ つて甚だしく

不同であることは次表に示す通りであつて，その一斑を覗うことができる。

品位

鑓 名 I 金 品 位 (g/t) 鉛 • 亜鉛 (;!6)

,j. 号 鑓 最高約 200 西引立平均約 50 
東引立平均約 22 大

大擢本籟 最高約 20 平坊 15 Zn 14, Pb 5-20 

大福 3 号鎚 平均 20-17 中

ーヒ 両 坑鏑 平均 20 少

また標式的標本2, 3について本所において分析を試みた結果，次表の結果を得た。

試料 名 1 金 (g/t)

大福 3号中切地並 13.7 

4 号鎚上 鉱 17.3 

4 号鎚 並鉱

怠艮 (g/t) 

29 

34 

銅 (g/t) I鉛 （形）1亜鉛 (;?G)

4.64 15.80 

1.12 1.61 9.40 

すなわち金 • 銀 ・ 銅 ・ 鉗 • 孤鉛ともに品位の最も高いのは 4号鎚で， 品位が比較的

高く頷幅の広いのは大福本籟である。以上の平均品位は盆 14-15g/t, 錯 5-20腐

亜鉛 15-30;?.かである。

酸化帯は比較的深く， 地表下 100mの4号鎚およびオ唸通の一部まで逹し，七両坑の

鎚はこと ごとく酸化されている。

探鉱・採掘 採掘を了えたのは 4号鑓の一部および舟生坑下底であつて，仙は探鉱

中である。それぞれ通洞坑地並および同地並以上 40mの中切坑地並で媚押し探鉱を

行い，延長340mの立入通洞坑を掘認して主要述搬坑道としている。坑道総延長は約

2,000mである。動力なく ，手掘をおこなつている。 1日坑すこぶる多く，そのおもな

も のは舟生坑 （大福本籟上部の探鉱坑道） ・ 七両坑 • 朝日坑 ( 4 号籟上部の採掘坑道） ．

桜坑• 日向坑および昭和坑である。いずれも延長100-200mで，崩壊埋没している

のが多いc
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選鉱および品位 鉱石は手選によって金鉱および錯亜鉛鉱に分けている。前者の平

均品位は魚25g/t, 後者の平均品位は金6g/t, 亜鉛 15-30Jb, 鉛 15-30形てある。

鉱産額 金鉱および錯亜鉛鉱合わせて粗鉱月産約 15t,精鉱月産約 12tである。

売鉱および運搬 金鉱は足尾鉱山へ，鎧亜鉛鉱は紬倉鉱山へ売鉱している。 連搬は

下野鉄道玉生駅まで馬車て， それから同鉄道および省線によっている。鉱山て使役中

の坑夫 ・ 雑夫•選鉱夫は合計 17 名である 。

鉱量その他 現状から推定しうる予想鉱量はかならずしも多くないが， 現在探鉱し

っとあるのは鉱脈の上半部と見倣され， 今後特にその下半部の開発を促進し，鉱晶の

増加を計ることが望ましい。たゞし本地域の一般傾向にしたがえば， 下半部において

は金品位はやと低下し， 銅品位はや入上昇することがあるかも知れない。

IL 1. 6 小 百 鉱山

小百鉱山（栃木県採掘登録第 34号，合名会社廊田糾）は河内郡豊岡村大字小百，小百

川左岸にあり，対岸から省線今市駅まで 6.5kmの間は平坦な自動車道路を通じ，交

通は便であるが，梅雨期または豪雨後に往々小百川が氾濫し， 対岸との交通が途絶す

ることが多い。

沿 革 昔時から多少稼行されたようであるが詳かでない。 大正3年小林鉱業株式

会社の所有となり，尤幾械掘によって探鉱開発に努め， 年産300万貰に達するほど股盛

をきわめた。大正 5年 10月から合名会社朦田組の所有となり ，稼行を継続，その間大

正 9年から 5カ年間休山したが， 同14年に至り新鉱脈を発見， ふたたび探鉱に貯手

した。その後鉱況不良となるにおよび，漸次鉱内外の設備は荒廃したが， なお大切坑

準以上の残鉱を採掘しつ口現在にいたつている。

地 質母岩は第三紀中新世の流状石英安山岩ないし石英祖面岩であつて，著しく

緑泥石化作用および珪化作用を蒙つている。鉱脈に接した部分は特に脆弱である。

鉱 床 鉱床はきわめて不規則な断層性の裂雛を充填した鎚からなり， 各領はほゞ

並行であるが，近在の戚述鉱山に比べると鎮の膨縮が最も著しく， かつ互に錯雑した

無数の小支脈を有する。並行鎚の大体の走向は N30-40°E,50-40°ESの傾斜を有

する。既往の記録から判明している鎚の規模を次に掲げる。
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綬 名延

則‘’ 鎚 約

新 鉱 脈 ,, 

本 疑 ，I 

中 緩 I ，I 

上 盤 鎚 ” 

長 (m)

50 

180 

280 

15 

100 

深度 (m)

中切坑以上 22, 以下なし

大切坑で本鎚と合する

大切坑以上 60 
以下 65 

上．？番坑以上20,以下なし

下 1将坑附近で本鑓と合す
る。大切坑以上 70

籟間隔 (m)

約 15-20

グ 0-75

// 25 
// 4 

頻幅は平均 70cmであるが，その厚レンズ状あるいは球状に膨脹している富絋部で

はその幅 10m に達し，鉱I服は網状を呈し， さらに一部交代鉱床に移化する。しかも

これらの宮鉱部を連絡する鎚幅は数 cn1に泌しないことがある。小規模な走向断屈が

あつて，時に鉱脈を破砕し，粘土化作用をともなつている。

鉱 石 現在採掘中の鉱石 （上？番坑準以下通桐以上）は，含金石英脈に茨銅絋およ

び釘鉄鉱を随伴しているもので， 時に方鉗鉱および閃正鉗鉱等を伴なうが，少量てあ

る。すなわち各鎚の上部においては， これら硫化鉱物は常にほゞ等最ずつ相伴ない，

特に上 2 番坑準以上には方鈷鉱 • 松J亜錯鉱に宮む部分があるが， 同坑準以下に至ると

その抵が激減する。合金率の恰iい のは中切坑準以上であつて， 平均 4-5g/t,最高

20-30 g,'tに達することがあるが，それより下部に向かつてfil屑次低下する。 これに反

して黄銅絋および黄鉄絋は下方へ向かつて漸増し， 銅鉱に移化する ようである。かつ

てこの鉱山が股盛をきわめたのは， ちようどこのよう に銅鉱へ移化する金鉱を採掘し

た当時であると推定される。現在採取中の含金石英脈は乳白色堅碩， ゃ入硫化物に富

み， しばしば重晶石を伴なう。 また鉄石英脈に伴なわれるため，鉱石は赤褐色ないし

赤色に汚染されるのを特徴とする。

酸化帯上？番坑準以上はほゞ酸化帯に属し，酸化銅および孔雀石等が認められ

る。

採掘 前鎚は中切坑，新鉱脈は新 1番坑および新？香坑，本鑓は上 2番坑以下，

下 3番坑まで，中鑓は上．が番坑， 上盤鑓は新坑以下大切坑までの鋼押坑道によ って探

鉱または採掘され，大切坑を主要通洞とし坑道総延長は 2,245mである。 久しい休山

に より，現在大切坑準以下は水没崩度しているため， 大切坑準以上はほゞ採掘済てあ
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るのに，やむを得ず目下この部分の坑内取明を兼ねて，残存鉱石を採掘中である。坑

夫 ・ 雑夫 • 選鉱夫とも計20人を使役している。動力なし。

選鉱現在選鉱に供している鉄石は前記採掘鉱石と昔時の廃石中の品位の比較

的高いものとであつて， 手選を行っている。

鉱産額および品位 最近の精鉱鉱産額およびその品位は次表に示す通り。

年 次 l産 額 (t) 金 (g/t) 銀 (g/t) I銅 (J6) 

昭和 10 年 I 294.3 9.76 21.0 6.3 

// 11 // 261.6 6.25 13.0 4.4 

I/ 12 // 237.3 9.32 19.7 4.5 

，I 13 // 未 詳 10.00 tr 4.0-5.0 

昭和 13年度における粗鉱品位を算出すると金約4-5g/t,銅2-3笏銀痕跡であ

る。

筒圏坑 前記鉱床の北方約 50()mの椅置川右岸山股に筒置坑かある。大通洞で前記

本坑と連絡する。 その性状は本鉱床とほゞ同様であるが，探鉱が進んでいないので未

詳である。

鉱蚤その他 本鉱床の上半部， すなわち含金率の高い部分は大半採掘を了えている

ようで， 下半部の銅に富んだ部分も坑内図から推定すると，すでに相当量採掘し終つ

ているようである。 したがつて予想粗鉱量は多くを期待できないが，なお下部の取明

探鉱によつてその鉱量および品位を確定する必要がある。下部の鉱石は金品位が比較

的低い銅鉱であることは明らかである。

IL l. 7 丸山 鉱山

丸山鉱山 （栃木県採掘登録第 33号，万珠鉱業株式会社）は塩谷郡玉生村大字烏羽に

あり ，下野鉄道玉生駅まで約6km,辛じて 1、ラノクを通ずる。

沿革 古く胞長年間から稼行されたもののようで， その後盛衰常無かつたが，昭

和 9年 8月万珠鉱業株式会辻がこの鉱業権を得， 丸山•金比羅両方面の探鉱 ・ 採掘に

従事し，鉱石は足尾鉱山に売鉱した。その後坑道胡発の進展にともなつて，機賊掘を

行い，貪鉱処理のため楼械遥鉱設備を整えたが， 下部探鉱の結呆鉱況が不良で，遂に
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昭和 13年初めからほと んど（木業状態に入ったま入こんにちに至っている。

地 質 甚底の地質は，1 、~t、2軍l花蒟岩で， これを既ぬいて第三紀の石英鉦岩が虹入し

ている。 またさらにこれを被股して緑斑石英粗面岩質擬灰岩およびその塚灰佑礫岩が

ある。その上部は次第に流状石英粗面岩に移化する。これらはいずれも第三紀に噴出

したものである。鉱山北方， 甜流川を距てた地区は高掠火山噴出物で厚く 1伐われてい

る。

鉱 床 鉱床は主として前記流状石英祖面岩中に胚胎し， 一部その下部の凝灰岩ま

たは凝灰角礫岩中に賦存する。多数の含金石英脈からなり，そのおもな鎚は 12条にお

よぷ。 走向はお.¥..むね NE-SW,60°NW内外栢くが，1,2の例外がある。すなわち

北品下坑鎚において走向 NW-SE,傾斜50°EN,また9年鎚については走向 N60°E,

傾斜 80°SSEである。全区域を分かつて西部の丸山区および東部の金比羅区とするこ

とができる。次に各区における領の要点を表記する。

鑓 名 1 延長 1深度 1平均籟幅 i採掘租度 I緩
, (m) (m) (m) 

丸 1北星 下 坑約 10 ー 約 0.3-0.1 未採掘 ’

4 号鎚 11 50 約 20 11 0.2 -0.3'採掘済

I 
山 I3 号鎚 /II 30 II 15 II O .15-0. 2 II 

3 号• 紺ーII 50 II 15'I 0.15-0.2 I II 

区 I - --
1 号鋤 I II 80 II 50 f/ 21-0.3 上半部採堀済

9 号籟 /'I 25 I II 10 / II 15-0. 2 /採掘済

金 I8 号鎚 I'I 201 II 201 II 誌 -0.21未採掘

間 隔
(m) 

8

2

 ーII 

勺祁

11 25 

0

2

0

 

6

1

2

 

I

I

I

I

I

l

 7 号鋸 グ 10 // 15 11 15-0.2 グ

比 I グ 15

6 号鑓 II 2411/ 2Q I/〇.1-0,07 'I 

I グ 20
羅 l直利 (5号）籟// 40 ,I 20 // 0.15-0.3 上半部採掘済

II 20 

IX I 3 号縫// 30 // 15 // 〇.15-0.2 未採掘（上部）（下部〉

~- II 20-40 
9 年饉 II 100 ・々 80 グ 0.15-0.2 網状体採掘済

各籟はおとむねその形状が規則正しく 1条または2,3条の堅硬な含金石英脈 から

な り，黄鉄鉱 ・黄銅鉱等t,l'i_少晨の硫化物を伴ない， 時に方解石で満たされた晶洞を有
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する。含金精鉱品位は平均 12-25g/tであるといわれる。 8号鑓露頭（酸化していない

もの）の1試料を本所で分析したところ金 9g/t,銀37g,'t, 銅 1.48;i. かであった。9年鎚

はや」趣を巽にし， 通洞坑準および同坑準以下約20mの下 1番坑準の間において幅

約 5m,延長約 10m,深さ約 15mの厚レンズ状の網状富鉱体を形成しているが，その

下部は緑斑石英粗面岩質凝灰岩を母岩とし，鉱体は急激に尖滅している。この富鉱体は

ゃ口硫化物に富み，含金品位は 20-30g/t(精鉱）であるといわれる。本所で通洞地並

の本鉱体から得た 1試料を分析したところ金 15.7 g/t, 銀 14g/t, 銅 3.44;iかであった。

鉱脈に接する母岩は微明な変質作用を蒙り，や叶脆弱である。 丸山区北星下坑附近に

南北性東落しの小断層がある。酸化帯の深さはほゞ地下数m である。

探鉱および採掘 各緩は丸山および金比羅山の東斜面露頭から 2, 3の坑準で，それ

ぞれ鎚押し坑道および 数個の立入坑道に よつて探鉱され， その富鉱部（精鉱金品位

10 g/t以上）だけを採掘している。とくに鉱山の主要部をなす金比羅区 9年頷は通洞

坑準から下部約 60mまでの堅坑，およびその中間にある 3個の領押坑道で探鉱，採

掘している。そして前表に示すように，未採掘の部分がなお多いけれども， 丸山中切

坑に現われた丸山区各鎚および金比羅 9年籟における下 2番坑以下の鉱況から観て，

各鎚の下部における品位は概して低く， 精鉱品位10g内外を保つて採掘しうるのは

丸山区においては中切坑準以上，金比羅区においては通洞坑準以上である。 9年鎚下

部の網状体を採掘した当時は，竪坑にはケ ージ捲揚， 排水には電力を用い， 一部は機

披掘，機械選鉱を併用したことがあるが，昭和 13年以来ほと んど放置されて坑内は崩

壊し，通洞坑準以下は水没してしまつている。

選鉱および鉱産額 昭和 12年までの金の粗鉱および精鉱品位お よび鉱産額は次の

通り である。

年 次 1 昭和 10年 I昭和 11年 昭和 12年 I合計お よび平均

粗鉱鉱産 額 182.0 t 534.8 t I 453.6 t 1,170.4 t 

粗~ 鉱品位 10. 0 g/t 11.5 g/t 9.8 g/t 10.6 g/t 

精 鉱鉱産 額 121.0 t 211.7 t 124.0 t 456.7 t 

精 鉱品位 12.0 g/t 17.0 g/t I I 25.2 g/t 17.9 git 

精鉱ぱ足尾鉱山へ売鉱する。

鉱塁その他 この鉱山では鉱）I限はお入むね上部の流状石英粗面岩中に限られ， 下部
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に向かつて鉱況が不良となる。 しかし この流状石英粗面岩中における探鉱はほぼ終了

しており ，鉱区内においてはさらに大きな新絋脈の発見は予闊し難く， 残存鉱量は少

なく ，鉱山はすでに老衰期にはいつていると見倣される。

II. 1. 8 万珠鉱 山

万珠鉱山 （栃木県採掘登録第 126号，万珠鉱魂と株式会社）は塩谷郡玉生村字下寺島に

あり ，下野電鉄玉生駅まで馬車道を通ずる。その間の匝離は約 3.5kmてある。

沿 革 古く 明治42年頃から 2, 3の1髭僕権者によつて探鉱，採掘され，一時その

優良な鉱石は日立鉱山に売鉱されたこ とがあつたが，大正12年末から同 15年まで休

山，次いで宇都宮の石川某が鉱業権を得て，坑内の手入れを行った。現鉱業権者万珠

鉱業株式会社の所有となったのは昭和 9年 3月であつて，爾来懐械掘を併用し， 鉱脈

の開発に努めたので，新たに 10年鎚 .2号籟等が発見され，次第に操業を拡大してこ

んにちにおよんでいる。

地 質 地質は下部を緊硬な茶褐色石英斑岩，上部はこれを被毅する流状石英粗面

岩である。ともに第三紀の咬出物である。

鉱床鉱床は石英斑岩中に胚胎した規則正しい 9条の籟からなり， そのうち延長

100m以上におよぶものも多い。凱知鉱脈を北方から順次に総括表記すれば次の通り 。

平均鎗輻 (cm) ; 7じ 向 嬌 間 隔 (m)名 I延 長深 度
(m) (m) I 

5号坑鍵約 40

3号坑籟 ff 40 

3 坑鎚 fl 90 

籟

中 媚 'I 110 I 通憫地
以上約

前籟,;150 I 通洞地
以上約

13 年籟 I11 20 

？ 号籟 fl 250 通洞地
以上的

10 年籟 fl 200 通洞地
以上約

1 号 籟 // 80 

約 10(最大的 1.5)

fl 20(鉱幅約 15) 

// 30 

I/ 40 
（鉱幅約10-20)

fl 10-2 

約 15-10 l 

// 12 

N45°E 

N45°E 

N60°E 

（東縫先に
N70°E 合する）

I/ 30-0 
N50°E 

N60°E 

N40-70°E 

約 180

約 40

N30-50°E 

N20-15°E 

り 80

fl 10-15 

If 65 

If 80 
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傾斜はすべて北方へ 72°ないし 73°である。円岩の変質は比較的微弱であつて，鉱-

脈附近だけが仰かに脆弱となつている。

鉱石 各籟はほとんど同一の性状を呈 し， 1枚または 2,3枚の堅硬で勁赤褐色と

乳白色との芙しい縞状枷告を示す含金石英脈からなり， 田岩との炭界は劃然としてい

る。 随伴硫化物は少量なのが特徴である。しばしば多数の赤色ないし褐赤色の鉄石英

脈を伴ない，その微粉で鉱脈 ・鉱石 ともに紅色に汚染されている。

品 位 金品位は鎚ごとに，また各緩の部分によつて不同で，一般に縞状構造が頸著

てない部分が高品位てある。鉱山側資料によれば．各領の含金平均品位は次表の通り c

10 年鑓 10g 

3 号鎚 10-40 g 

前 鑓 20g,上部6-lOg

中 籟 上 14-15g,下部 15g (最高 100g),平均 30g

10年籟南西雌引立の粉鉱を本所で分祈したところ， 金 10g/t, 銀 23g/tであった。

酸化帯は地下20-50mに送し，現在主として採掘中なのは硫化帯への漸移帯のも の

である。

採堀 開発中のおもな鎚は中鑓 ・ ？号鎚および 10 年鎚で， すべて通洞地並以上の•

鎚押坑道すなわち下部から上部へ順次 10 年籟上部坑 · 44m 坑 • 第 2 坑 • 第．？坑下 1

番坑 ·64m 坑 • 80 尺坑 • 83m 坑• 福住坑および中鎚坑等，および万珠大立入ほか？

個の立入坑道によつて探鉱採掘されている。各坑準の間隔は約 201n, 坑道総延長は

1,916mにおよぷ。すでにほぽ採掘済の部分は次表の通りで， '"'下西南部および下部

を採鉱中であって，鉱況おおむね良好である。ただし 5坑および 3号坑の疑押は鉱況

不良のため中止している。

10 年 鎚 通澗坑地並以上大部分

9 号 鎚 I通洞坑地並以上約 3分の 1

前 籟 I 44m坑地並以上

手掘J::向階段法をJIJいてい る。

選鉱 かつて手選によつて優良鉱を抜取りし，他は 2番粗鉱として猫流し式機械

選鉱を試みたが， 金粒が微前IIで流失する部分が多く実牧率がきわめて低かつたので，
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昭和 11年 11月以来手選のみによつている。粗鉱および精鉱の最近における庇額お よ

び品位は次の通りである。

ふIニ 次 I 租鉱鉱岳頷(t)I 金晶位 (g/t)I精鉱鉱席，i領(t)I金品位(g/t)

昭和 10 年 696.5 6.97 341.8 11.80 

'I 11 年 992.0 6.64 409.0 10.91 
グ 12 午

'I 13 年 526.94 11.5 343.73 18.02 

現在坑夫 • 選鉱夫等合計 42 名を使役し，月精鉱約 50 tを産し， 足尾銅山に売鉱し

ている。

運捺鉱石は玉生駅まで馬車，それから下野鉄道および省線によつている。

鉱是その他 鉱床の通洞地並以下の探鉱がまだ進捗していないので鉱景の推定は困

難であるが，既知の部分から推邸すると， 残存粗鉱鼠はそれほど多 くはないようであ

る。この鉱山では鉱/YKは母岩の変化によつて尖滅する蕊いはないが， その下部特に硫

化帯における性状や品位の変化等を咲知する方法がない。 したがつて探鉱坑道による

ほか，各鎚の延長特に下底部の探鉱によって，鉱脈の性状および限界を知る必要があ

る。

しろがh

II. 1. 9 玉船鉱山 および白金鉱山

ヨ臼沿鉱山 （栃木県採掘登録第 78号）および白銀鉱山 （同第132号） は鉱区が相燐接

し，同一権者の所有であるだけでなく， 鉱床の性状もまた同様なので一括して記載す
ふ 1こう たがこう

る。玉船鉱山は塩谷郡船生村および玉生村に跨り， 白銀絋山はその北東玉生村字玉生

にある。いずれも万班囃E山の西北方に位する。両鉱区内の山貌はやと急で，採掘場が

その間］に散在し， 連絡路および鉱石迎搬路はきわめて粗悪であるが，白銀鉱山北端の

事務所から下野鉄道王生駅まで約4kmの間は，辛うじて 1、ラ -:Jクを通じうる道路で

ある。

沿革 鉱山の沿革は詳かでないが，玉船鉱区西部および白銀鉱区北部に多数の旧

坑があり，往時すでに探叙；，採掘されたことは明らかである。現在板垣清平（群馬県
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佐波郡伊勢綺町963)がこの採掘権を有している。

地 質 鉱山および附近に分布する岩石は石英斑岩 ・緑斑石英粗面岩質凝灰岩 （一

部凝灰角礫岩）および流状石英粗面岩てあつて， それら相互の地質関係は丸山鉱山と

全 く同様である。 そして鉱脈の発逹するのは前記石英斑岩およ び流状石英祖面岩中で

ある。鉱床生成後の断層てや＼顕著なものが 1条あつて， 鉱脈を戟り，南北性西落し

である。

鉱 床 両鉱区内における既知の含金石英脈の数はすこぶる多いが，地表からの籟

押探鉱はまだ浅く， 漸く酸化帯の下底に達しようとする程度てある。したがつて，各

鎚の規模を推定することができないものが多い。 次に既知晦囲における各鎚の規模お

よび走向を示す。

石英斑岩中に胚胎しているもの

緩 名延長 1深度
(m) (m) i鑓 幅 (cm) ¥イ頃

大正坑の鑓 約 90 ¥ 
坑道以上
約 20

i平均約 3(最大 20)

大正坑東方
約30mの緩

,I 60 

玉金坑の疑 11 60 [ ,1 10 
”. 

0

0

 

1

1

 

”‘”~ 
5
0
4
5
 

”” 
鎚

鎚
の

の

坑田

坑

有

東

平均約 30-40
（鉱幅 20) 

平 均 5-3

平 均 10 

斜 I鎚間隔 (m)

45°WN  

85°// 約 25 

70°fl ” 
150 

70°fl 
fl 45 

80°ES 
fl 60-80 

流状石英粗面岩中に胚胎しているもの

鎚 名 l延長 1(m) 
深度 (mlI鎚 幅 (cm)j傾 7斜ヽ 籟間隔 (m)

スコ、 一沢坑籟： I約 30 垂 直

七両坑の領 fl 40 約 10 平均 5-3 // 
約 200

スコ-・ .— 沢桜坑縫不 明 —~ 平均 5-6 // 
一番坑以上朝日坑の鑓 約 90 平均 30-6 70°WN 

fl 160 
約 25

品 位 露頭附近および坑内上部， すなわち酸化帯の石英脈は著しい「焼け」状を

呈し，や q粗弱で含金品位もすこぶる高いが， 露頭からの深さ 30m内外で石英脈が

堅硬となるにしたがつて，品位が急激に低下するのを常とする。 各鎚の含金品位は次

表の通りである。
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鋼

—— 
名 昴位 (g/t) (精鉱）

大正坑の 鋸

大正坑東北 30m の緬

玉金坑の媛

東坑の鎚

七両坑の媚

スコ..- 沢桜坑の鋤

朝日坑の籟

n.,';・ 
).i又lいJ

a.-,.,, 
).tス,,.,j

平均

平均

平均

平均
.. -. 一~，．

E各 ~H

5 

40(伍落頭）→ 下蔀低し

12-15 

25(最高 200)一→下部

5(総頭） 最高 25 

10-20 

50ー→下部

10 

20(現在採掘中）

（鉱山側資料に よる）

しかし含金品位は同一籟中においても不同をきわめていることは，

った分析結果（次表）から観ても，その一斑を知ることができる。

本所において行

I 

=r:: 命坑鉱石 (1)I 
グ (2)

朝日坑露頭

朝日坑坑内サンプJレ

試 料 名 金品位 (g/t) 銀品位 (g/t)

3

0

9

6

 
8
 

］
 

101 

55 

17 

2 

！ 

現在の切羽よリ

酸化柑•に屈する

また後述の大和坑の酸化鉱O)平均品位．ぱ，金 7g/t, 銀 3g/t, 銅 trである （鉱山側賓

料）。

さらに東坑から最近出した粉鉱について鉱山側¥:':i料を観ると，鎚前に較べて品位が

低下し，金 4.2g/t, 銀 35g/t, 銅 0.76劣であつた。採掘中の鉱石は酸化鉱に屈する

のでほとんど硫化物が認められないが，

伴している。

最下部硫化糾•の鉱石には仰少巌の硫イ七鉄が随

探鉱および採掘 朝日坑の第 1坑から第 4坑までの各地並で探鉱されたほかは，こ

とごとく露頭探鉱の域をでていないし， また本格的な採掘にも荒手していない。 前記

各坑のほか， 昭和 15年王金坑の北方約 10mの地点の石英斑岩中に大和坑を穿ち，

目下籟押探鉱中である。繰幅約 30cm, 走向 N80°E,傾斜 80°E である。 i幾械設備な

く，手掘により坑口附近で「ざる」その他を用いて手遥を行っている。

員は坑夫 ・ 雑夫 • 選鉱夫とも計約40名である。

現在の使役人

鉱産額 返鉱石の種別および鉱産額は次の通り。
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上鉱 金 7g平均

~: : :: : 〉合計年産約 200t弱 （昭和 14年度）

鉱蚤その他 現在の探鉱程度で鉱量を推定するのは困難であるが，各銹 とも下部に

至るに したがつて品位が忌激に低下するのが通例であるから，稼行し得られる深度を

地表下約 50mと仮定すると， 予想鉱量はそれほど多くない。地表探鉱によつてさら

に新鉱脈発見の可能性のある地域であるから， 将来鉱区全区域に亘る地表探鉱と坑内

探鉱とによつて，鎚の延長および可採深度を確かめる必要がある。

〔附 記J 白 銀鉱

白金鉱区東北部に白銀坑がある。古くから採掘されたもので 数年前採掘取明により

銀 200-400g代 の鉱石を約 2t出鉱 したが，そのまま放棄されている。鉱床は石英粗

面岩質侑礫凝灰岩中に胚胎した焦物式銀鉱床であつて，鉱体のおもなもの 2個が東西

に配列している。いずれも南北に長い塊状を呈し，東のものは大きさ約 27mX16mX

（深さ）20m, 西のものは約 10mXlO mXlOm で両者の間隔は約 20mである。鉱石

は主として輝銀鉱 ・含銀方鈷鉱およひ収l亜錯鉱からなる不規則網状鉱て， 一部塊状鉱

をなす。上記窟鉱体の大部分は採掘済みであるが， この南方約40mから 100mの間

にほぼ同様の小露頭がある。その下部は未探鉱である。

II. l. 10 石 埒山鉱山

．＜．こおり

石郎山鉱山 （栃木県試掘登録第 3148号，野間五造所有）は猛谷郡玉生村深入にあり，

石尊山の南東麓に位する。

沿 革 鉱区の南東部花見沢で大正元年から 2カ年にわたつて， 玉生の人によつて

籟押探鉱がなされたが，鉱況が不良で休山した。 その後昭和 2年から 5年まで今市町

の沿尾定治によつて稼行され，1号 ・2号 ・3号の各鎚から約 500-600貸の鉱石を出

したが，売鉱に至らずして休山した。昭和 5年 11月現鉱業権者の所有に帰 し、一時休

山したが，昭和 7年 12月にふたたび稼行に船手してこんにちにおよ んだ。

地 質 地質は第三紀！料を基錦とし， これを被囮する火山仄および粁石質土峨が発

逹する。第三紀層は石尊山の主体をなし， 下部は脆弱な緑斑石英粗面岩質凝灰岩，上

部はや 刈堅硬な流状石英粗面岩であつて， 両者の採界は割然としている。
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鉱 床 主として流状石英粗面岩中に発迩する含金石英脈並行籟からなる。 走向は

ほゞ E-W,65°N 内外の傾斜を有する。各緬の性状はきわめて単純かつ規則的てあ

る。次に各籟の規板およびその金品位を表砧する。

鎚 名 I延長 (m)I深さ (m)J干？ぶ門幅 金品位 g/t I筑間畑 (m)

1 号鎚約 25 一 約 12-15 40 (最高 330)I約 12

2 号築 f/ 20 約 20 11 15 5-6 (最高 15)
I ,, 50 

3 号鍵 f/ 70 f/ 25 f/ 20 6-8(最高 15)
＼下底部 2 

4 号徳 f/ 25 - f/ 2 i 4-5 I グ 30

4 -:;-上盤籟 ,, 25 - ,, 2 I 4-5 

鉱 石 各鎚は 1枚または数枚の含金石英脈からなり，硫化物に乏 しく艇少蓋の黄

鉄鉱を伴なうだけである。 金品位の分布は不規則である。探鉱採掘された部分の鉱石

は大部分酸化鉱に属し，品位が比較的良好であるが， 地表下約20-3Dmから下底に

至ると品位は不良となる。酸化帯の深さは地表下約 20-30mに逹することがある。

2号鎚の鉱脈はや J趣きをことにし， 下部に向かつて金品位の逓減および随伴硫化物

の増加をきたし，含銅約 7忽 裳銅鉱のほか黄鉄鉱 ・方鉗鉱等を認めるに至る。 この

部分における下底の母沿は緑斑石英粗面沿買凝灰岩（一部角礫状）である。

探鉱 ・採掘 各鎚は露頭から数個の地並で鎚押探鉱され， おもに 2号領阻および 3号

鎚の高品位の部分だけを手掘で採掘 した。現在もこれを続けているが，鉱況は不良で

ある。坑道総延長は約 100m,坑夫数名を使用している。

鉱産額および齋鉱 鉱石は日立および足尾の両鉱山に売鉱したが， その精鉱涯額は

昭和 5年以後僅かに 11.1tである。その品位の最高は 60g/t, 平均8g/tであるとい

われる。かつて電力によって換械選鉱を試みたことがあるが， 成績不良で中止した。

備 考 鉱床の規模は非常に小さく， その富鉱部をなす酸化帯の鉱石はほぽ採掘し

尽されたもののようで， 現在の探鉱坑内に観られる鉱況も良好でない。かつ地質と鉱

Iiミとの関係を観て， 新鉱脈の発見はかならずしも予期し難いとは限らぬまでも，下部

に向かつての発逹はほとんど期し難い。
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IL 1. 11 久 富鉱山

久富鉱山 （栃木県採掘登録第 134号， 日本硫黄株式会社）は塩谷郡誅原町大字高徳に

あ り，盟徳鉱山の南東方約 1.5kmに位する。

沿革 数 10年前の発見にか 入るもののようで，爾来3, 4の鉱業権者の手を経つ

つ採鉱と売鉱とが行われた。昭和 12年日本硫黄株式会社（東京市芝区田村町 111)の所

有となり ，探鉱を継続したが鉱況が不良となつたため， ほとんど（木山のやむなきに至

つてそのま ¥こんにちにおよんだ。

地 質母岩は第三紀中新世の噴出による流状石英安山岩または石英粗面岩てあつ

て，一部凝灰質である。鉱床の附近では著しく珪化され，すこぶる堅硬である。領を

横断するや刈頭著な断層が「オボロ」坑内に見られる。その走向はほゞ NE-SWであ

る。

鉱床 鉱床は数本の小並行脈からなり，その走向ほゞ NE--SW,北西または南東に

急斜する。既知延長 ・深度 ・鎚幅等を表記すると次の通り。

鎚 名 延 長 (m) I深度 (m)I鎚 幅 (cm) I鎚間隔 (m)

4 号籟 約 40 (富鉱部約 20) 約 10
＼平均約 10-20 

3 号媛 " 20 
約 20

~ 号籟 'I 80 (酋鉱部約 20) 約 15
［富鉱部約 7-8 

f/ 15 

1 号籟 // 80 ( ，I 10) ff 30 富鉱部約 10-30 
// 20-15 

オボ ロ綴 ff 20 約 15-6 " 50 

4号疑.3号鎚および 2号鎚ほほとんど硫化物をi半なわず．堅硬な規則正しい含金石

英脈からなるが， 1号鎚（まその性状が全く異なり，鎚の膨縮がきわめて顕著であつて．

その膨脹した部分は角礫状構造を呈する。また閃亜錯鉱および黄銅鉱等に宮み．下部に

向かつて含金率ぱ低下し．含銅率が増加するi頃向がある。「オ ボロ」 籟は 1号鎚にその

性状がやい類似しているが，硫化物に乏しい。1号筑における含金平均品位は約 lOg/t,

2 • 3 • 4号鎚においては約8g/t以上． 「オボロ」 綴においては約6g/t平均である

が品位はすこぶる不同で，最高含金率万分台に達することもあるといわれる。既採掘

鉱石は大部分地表下 10-20m 以上の酸化鉱であつて，その品位金 lOg/t以上のもの

が多かつたが．これより下部は平均 7g/t以下に低下している。
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探鉱 ・採掘 2 • 3・4号の各鑓はおおむねその酸化宮鉱部を採掘し尽し， 前記のよ

うに金品位が低下し， そのうえ母岩および鉱石が堅碩に過ぎて，手掘による掘進が困

難であるため，採掘を中止した。 1号鎚および「オボロ」 鎚は鎚押探鉱にと ゞまり，前

者は未採掘のま .I.方文棄されている。 2,3の掘下りがあるが，ことごとく氷没している c

坑迅総延長は約800mである。かつて坑夫数名を使役したことがある。動力その他の

機戟設りiiJはない。

選鉱および鉱産額鉱石は手選で分別し． 粕鉱はかつて日:SJ鉱山へ売鉱したが，昭

和 13年以降の分は貯鉱してある。粗鉱および粘鉱の品位およびその最近におけ る鉱

肱額は次表の通り。

年 次 I粗鉱鉱産額(t)I 金 (g/t) 精鉱鉱産頷(t)I 金 (g/t)

昭和 10 年 328.4 7.4 144.2 20.30 
ク 11 390.9 6.3 164.7 17.97 

” 
12 160.6 5.9 70.2 16.80 

しかし昭和 13年度においては粕鉱平均品位は約 7g/t Iこ低下した。

備 考 本鉱山の緩はことごとく小規校て， その富鉱部てある酸化約の鉱石はすで

に採掘し尽されているので， 残存鉱批のみるぺきもの（まなく， 1号紹を除いては特1こ

探鉱の価値が少ない。

II. 1. 12 中ノ沢鉱山 （図縣の北側隣接地域内）

中ノ沢鉱山 （栃木県採掘登録第 80号， 尾身仲三郎所有）は駄谷郡梨山村大字川保字

鬼怒沼の山根璽畳の間にあり，海抜約 1,300mである。鉱山からの交通は南方の 日光

方面に限られ， 途中白洲峠まで約2kmは人馬によるほかなく， それから省線Iお光駅

まで約 30km の間は冬期および雨期を除いては トラ ックを通ずる。冬期は風雪が 甚

だしく ，また雨期は道路が加度するため，その間は鉱石ほ貯鉱するほかない。

沿革 大正4年尾身仲三郎（新潟県中魚沼郡吉田村大字真田甲 2237)が鉱業権を

得，数が所で探鉱し，宝盛坑において金 10,000分の 4, 銀 1,000分の4以上の直りを

発見，その採掘鉱石は日立へ売鉱した。その後新たに選鉱場を設け，従業員を増加し，

探鉱 ・採掘を継続したが， 遂にふたたび直りに逢賄することなく 鉱況不良となり，交
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通の不使なことと資金欠乏のため休山， その後洪水等のために坑内外ともに甚だしく

荒廃してしまつた。現在は現場に留守居 1, 2名を留めているだけである。

地 質 附近の岩石は流状石英粗面岩ないし石英安山岩， およびこれを被毅する角

礫凝灰岩質石英粗面岩で，ともに第三紀中新1加の噴出物てある。 白根熔岩はこれら岩

石を被覆して噴出し，おもに周囲の山峯を形成している。鉱脈の母岩は前記第三紀の

噴出岩であって，鉱脈に接して著しく変質している。

鉱 床鉱区内には走向 N 70°E 内外の数条の並行鎚があり，北の中宝盛坑の鎚

が最大である。探鉱により判明した各籟の規模および傾斜等を次に表記する。
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各籟は 1枚または2,3枚の堅緻な含金銀石英脈からなり，微醤の硫化鉄および緑泥

石等を伴なう 。時に方解石脈で貰ぬかれる。品位の分布はすこぶる不同であつて，富

鉱体を除いては全く採据にたえないものが多い。最も顕著な富鉱体は宝盛坑鎚の坑口

から約 lODm 附近および引立附近にあって，厚いレンズ状を呈する。富鉱体の鉱石は

緑泥石に富むのを特徴とする。鉱山側資料によると， 宝盛坑および「マナ イタ」沢鑓

の鉱石品位は次表の通りである。

宝盛坑縫金 39g/t (最高） 50-60g/t (富鉱部） 銀 7-Sg,'t

マナイク沢籟 (1) 金 10 g/t 銀 400 g/t 

マナイタ沢鎚 (2) 金 5 g/t 銀 300 g/t 

鉱脈はいずれも鎚押探鉱がなされ，坑道の延長は宝盛坑を除けばいずれも 100m未

満である。 宝盛坑は最も盛んに探鉱開発されたもので，第 1の富鉱体はほぼ採掘しつ

くしたが，当時金 10万分台，銀 1,000分台の鉱石を 5,6車出鉱したといわれる。引

立の宮鉱体は埋没してこれをみることができないが， 採掘半ばにして諸種の事情のた
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め放梨したといわれる。現在坑夫 1,2名で辛じて坑道を保全している。

鉱ii:その他 宝盛坑緩における富鉱体の賦存状態からみる と， 無価値が英)Ill(といえ

ども鎚判！探絋を続行すれば，なお新富鉱体発見の可能性がないでもない。 しかし鉱山

の位訟が辺邸に過ぎて鉱石 ・資材等の連搬， 労力の需給等に相当の困難：がある。いま

少し探鉱して著しい富鉱体に逢敵しなければ， さらにこの開発を進める ことは困難で

ある。

〔附 泌〕 中ノ沢鉱山鶴盛坑南方約600mの山腹に含金銀石英脈の露頭があり ，角

礫版）火沿買石英粗面岩中に胚胎する。籟幅平均約 30cm,延長は詳かでないがかな り

辿紐 しているも ののよ うである。 露頭から約8m掘下つた部分における鉱況はや入 良

好で，金2-3g/t,銀 200g/tであ ると いわれる。

II. 2 銀鉱

地域内の銀は金鉱床および銅鉱月ミ中にも普辿に涯するが， 単独に銀鉱として採掘さ

れているものに玉生お よび立室両鉱山の銭鉱床がある。 いずれも同種のもので， 花岡

岩または石英斑岩を母岩とするが，第三紀石英粗面岩駁の火成活動に成囚関係を有す

る浅性石英銀鉱脈である。 品位がきわめて高い富鉱体があつて，その県知のものはほ

とんど採掘し終つているが，なお探鉱の価値があるも のと認められる。

II. 2. 1 玉生鉱山

玉生鉱山（栃木県採掘登録第 137号， 万珠鉱業株式会社）は塩谷郡玉生村西立室高原

火山の南麓 山頂から約4km,海抜約900mの地点にあ り，西荒川の源に位し，四囲

の地形はや と急峻である。 下野鉄道廊原駅から鉱山まで約 6km 余，駅から 3km余

の間は馬車を通ずるが， それから鉱山までは山道によって，辛う じて人馬を通じうる

私渡である。

沿 革 約20年前から試掘されたが鉱況不良のため一時休山，昭和 7年現鉱業権者

万珠絋業株式会社の所有となつた。最も盛んに稼行されたのは 昭和 11年前後で，当

時粕鉱月底70-lOOtにおよび， 猥披選鉱談備を施して鉱石の処理を行った。その後
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2カ年間，開発に努め，昭和 13年に至つて富鉱部をほぼ採掘しつくした。たまたま同

年 9月の大洪水により坑内外が甚だしく崩壊 し，遂に同 14年 1月休山してこんにちに

およんだ。

地 質 基底の地質は黒雲母花謁岩およびこれを貿ぬく第三紀石英斑岩であって，

これを披毅して高原火山噴出物が発達している。 後者の分布は西荒川を境とし，その

北方および西方に限られる。鉱床の賦存しているのは大部分花糊岩中てあつて， 一部

分は石英斑岩中であ る。鉱床附近の母岩は著しく緑泥石化および粘土化作用等を裟つ

てすこぶる脆弱であ る。小走向断屑がある。

鉱 床 鉱床は不規則で膨縮が著しく，披状を呈する ．？ 条の鎚からなり， 走向ほ ゞ

E-W, 傾斜は40°s内外である。 ただし 1号鎚と ？号籟とは， 上部すなわち東 1番坑

地並で，合して 1枚と なつているようである。鎚の既知部分における規模は次表の通

りである。

延長 (m)
鎚名 I I東一番

ー深 度 (m) 傾 斜鎚間隔 (rn)

通洞坑準一番坑準 ‘ I坑準

1 号錮約 170 約 70 通洞以上 30 
約 80 fl 以下 10 

40-25° 
上部 0, 下部 20

2 号鉱 // 50 // 90 通洞以上 30 50-30° 

鎚幅は変化に富み，最大2mから数 cm以下にわたり ，平均約 lmである。鎚幅

の広い部分では鉱脈は数枚に分妓し不規則網状を呈する。富鉱体は厚レンズ状または

扁平塊状を呈 し，鎚全容棋のほゞ 5分の 1号競を占めている。その分布をみると北西上

方から南東下方に向かつて雁行状に配列 し， さらに鎚の傾斜 30°以下の部分に限られ

ている。鉱脈にはほと んど常に粘土を伴なう 。

鉱石 富鉱体は直径最大 20m, お入むね 30=以下の堅硬な暗緑色鉱塊が多数

粘土中に混在したものからなり ， 無価値鉱石と容易に区別することができる。鉱椀は

輝銀鉱 ・黄鉄鉱 ・黄銅鉱を混えた石英挑で， 微抵の閃亜鉛鉱等を伴ない， またしばし

ば糸状自然銀が認められる。鉱石が暗緑色を呈するのは緑泥石による。時に著しく淡

紅銀鉱に富むものがあつて，灰紅色を呈する。

品位 既往採掘鉱の精鉱平均品位は，鉱山側査料によると銀3,500-1, 000 g/t, 金

2-3g/t, 銅 0.3y~ であるという 。 しかし同じ上鉱においてもその品位（ますこぷる不同



86 

で， 試みに上鉱および貧鉱と称せられる 2,3の試料を本所で分析したところ，次の

結呆を得た。

試 料 名 l金 (g/t)I手艮(g/t) 銅 (;'6)I 砒 (;'6)Iアン(;'チG)モン

上 鉱 2 5,591 1.20 
I 

7.95 0.22 

富鉱（通洞地並 1号鎚東鎚先） 0.3 188 0.01 2.09 0.56 

貧鉱（通洞地並 1号籟西鎚先） 0.3 114 0.20 0.08 0.45 

すなわち上鉱および富鉱について観ると， 砒素の量がア ンチモンの蓋を逝かに凌駕

し， この鉱石は輝銀鉱のほかに少巖の淡紅銭鉱お よびきわめて微孟の涙紅銀鉱を随伴

すること がわかる。

探鉱 ・採掘 1号鎚 .2号籟ともにそれぞれ下部から通洞坑 .1番坑およ び風坑

（東 1番坑準） の各坑によつて探鉱採掘され， さらに東の沢坑によつて 1号鏑の東端疑

先を探鉱し， 坑道総廷長は約 1,000mに磁する。この鉱山が盛んであつた頃には， 坑

犬 50名内外を使役 し，上向階段法による機械掘を行つていた。通洞坑準以上の富鉱部

および同坑準以下の一部は，ほゞ採掘し終つている。 久しい休山のために坑内が崩壊

埋没 したまま放骰されている部分が多く， 級察し得たのは通洞坑準の一部および東の

沢坑内だけである。 坑内外の機械設f1iiiは休山以来他へ迎び去 られている。

選鉱 かつて手選および機械を併）IJし，粗鉱120tに対し手選粕鉱約 36t,機賊

茄鉱約7tを得たことがある。そのそれぞれの品位は次の通り。

手選精鉱種別 1特 J:鉱 I上 鉱 1中 鉱 I並 鉱 I下 鉱 I粉 鉱

銀品位 (kg/t) 7-8 5-6 3 2 l 0.7 

精鉱量 (ft) 5 10 20 50 5 10 

槻選粕鉱品位は銀 1,000分中約 5である。

鉱産額 ・運捺および売鉱 最近の粕鉱鉱産額は次表の通り。

疇は日立鉱山に売鉱し，迎搬は下野鉄道

年 次 I鉱 産 額
朦原駅まで馬背により，それから下野鉄道お

昭和 10 年 I 808t よび省線によるが，鉱山附近は冬肌間の蹟雪
// 11 年 210'I 

が多いので迎搬がや刈困難である。
グ 12 年 225 f/ 

鉱呈その他 富鉱体が雁行状に配列してい



87 

ることは探鉱上きわめて注意すべき点であつて， もし新富鉱体があるとすれば，その

位置は通洞坑準の富鉱体のさらに南東下方であろう。ゆえに将来の探鉱は通洞地並に

おける立入坑道により新鉱脈の発見につとめるほか， 特に通祠地並以下の南京下方に

主力を注いで，新富鉱体の存否を探るべきである。残存埋蔵最はその後初めて予想で

きるのであって，現状からこれを推定することはできない。

たつ む，'

II. 2. 2 立室鉱山

立室鉱山（栃木県採掘登録第 139号，和地有親）は塩谷郡玉生村にあり， 玉生鉱山の

北東方に隣接する。海抜約900m, 附近の山貌は玉生鉱山におけるよりもさらに瞼峻

で，藤原方面への交通は玉生鉱山まで狭臨な山路によるほかなく， すこぶる不便であ

る。

沿 革大正3年頃から探鉱され，その後永く放棄されたが，昭和 8年現鉱業権者

和地有親（栃木県塩谷郡泉村大字立足 10)が新たに探鉱を始め，や立広況が良好であつ

たので，昭和 10年 6月当時玉生鉱山の鉱業権者である万珠鉱業株式会社と探鉱契約を

結び，その開発を委任した。ところが同 13年 9月の大洪水によつて，坑内が著しく崩

壊し， 充分復旧し了らないうちに，同 14年 1月玉生鉱山の休山とともにこの鉱山もま

た休業してこんにちに至っている。

地 質母岩は玉生鉱山と全く同様て，粗粒花箇岩および石英斑岩からなり，鉱脈

附近の変質が著しい。

鉱 床 鉱脈および鉱石の性状も玉生鉱山とほゞ類似しているが，粘土を伴なうこ

とがすくなく ，少量の方錯鉱，まれに自然銀を伴なう。かつ富鉱部と無価値部分との区

別が明らかでない。おもな鑓は 2条ある。すなわち北方から ．． ？号坑領および 4号坑鎚

である。いずれもや幻規則正 しい含銀石英脈からなり，走向ほゞ E-W,傾斜45-68°S

である。探鉱された部分の疑の延長 ・籟幅等は次の通りである。

鎚 名 i延長(m) 深 度 (rn) 鎚 幅 (cm) J 緩間隔 (ml

2 号坑銹I約 90 坑準以上約 20 平均約 45 

4 号坑籟 グ 60 坑準以上約 25 平均約 45 
約 35
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品 位鉱石品位はほゞ方鉗鉱の抵に比例する。 4号娯から得た粕鉱平均品位は t

当 り約 l-2kgで， 3号鎚から得た最も高品位の精鉱を本所で分析したと ころ，金 3.3

g凡銀6,226g/t, 銅 0.60忽鉗1.37;{bであった。

探鉱・採掘 各鑓ともに露頭から籟判l探鉱され， ．？号坑鑓の富鉱部はほ とんど採掘

を終え， 4号坑緩の下部ぱ採掘半ばで坑内が崩壊したが， 引立における鉱況は良好で

あったといわれる。 このほか 3号坑および 1号坑（石英銅鉱脈を鎚抑したもの）等の小

探鉱坑道があり，坑道総延長は約440mである。動力なし。

選鉱および鉱産額 現鉱業権者により日立鉱山へ売鉱した精叙；症額およびその品位

は4kg/tのもの約 13t, 1 kg/tのもの約 4tであるといわれる。

運採鉱石は下野鉄道森原駅まで馬背により， それから下野鉄道および省線によ

つている。

鉱量その他 各鎚 ともなお存続の可能性はあるが， 探鉱が不充分であつて鉱量を推

定することができない。かつこの地域は地勢が急峻なので，著しい富鉱体でなければ

その開発は容易でない。 まず地表探鉱と併せて現坑道の鎚押探鉱によつて，富鉱体の

発見に努めるべきであろう 。

IL 3 銅鉱

銅鉱も またことごとく第三紀中新世の石英粗面岩頭の火山活動に成因関係を有する

浅熱水鉱床に属するが， たゞその母岩の種頸と鉱石随伴の状態とが変化に富んでいる

のは前記金鉱と巽なる。 この地域の銅鉱床を分けて次の 4種とすることができる。

A 主として黄銅鉱および黄鉄鉱からなる石英銅鉱脈で， しばしばや汀角礫状を呈

するもの。地域内の大鉱山はことごとくこの種鉱床を開発中のものである。下底への

連続l生が著しく，深さによる鉱況の変化がすくない。 この種の鉱床も，その最上部に

は多少の鉛亜鉛鉱を伴なつているようである。 日光 ・栃木両鉱山がその代表的なもの

である。一般に含金率はきわめて低いが，多少の銀を含む。

B 錯亜鉗鉱を伴なう 銅石英脈で，下部へ向かつて銅分は増加の傾向を有し， 含銀

二中：がや り高いも の。白倉鉱山がその代表鉱山である。
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C. 鎧 ・亜鉗および磁硫鉄鉱を伴なう銅鉱脈で， 銅分に比例して銀分を増加する も

の。鉱床の規模もまた相当大きなものがあり， その例は日向鉱山である。

D. 安勁銅鉱を鉱石とし寅鉄絋を伴な う銅方解石/!If<で， 上滝鉱山はそのた ゞ1つの

例である。この種のものでは深さによる性状の変化等は未詳である。

鉱山開発の状況 鉱床はあまねく全地域に分布し， その半ばは交通その他の仙に恵

まれているが， 残余の鉱床は開発にや ゞ不利な地点に位している。各鉱山はお とむね

その開発の歴史が古いにもかいわらずなお活況を呈 している。 その著しいものはすで

に徳川時代から開発され， 幾度かの盛衰を経て今日におよび， なお壮年期の鉱山 とし

て稼行されているものがある。鉱山の数がすこぷる多く，金山とともに地域内の鉱山

の半ば近くを占める。 鉱床の規模も大きなものが多く ，例えば日光鉱山は， 栃木県内

においては足尾鉱山に次ぐ産額を示す。 次に粕鉱年産額の順位によ つて 鉱山名を列

挙すれば， 日光 ( A ) ・栃木 (A ) • 木戸ケ沢(A)各鉱山の4,000-6,000 tを始めと し，

日光(C).大名沢 (A ) • 光北(B).高山(A).上滝 (D ) • 河内 (A)・豊岡(B).白倉

(B). 東照 (C).野州(A)等の鉱山がある。また休山中の ものに銅蔵(C)・男鹿(A)・

中／沢(A)および釜の沢(A)等の鉱山がある。これらの精鉱年産額は合計約 17,300t

でその銅平均品位は約 5 ~あすなわち銅年産額合計約860tである。

鉱山の将来性 1, 2のものを除いては各鉱山ともにおとむね相当多蔽の埋哉鉱を予

想し得られ，特に開発の歴史の古いもので，なお鉱床の半ばを採掘し終つていないも

のがある。銅鉱床は地域内においてきわめて 将来性に富むものということができ る。

探鉱上の注意 一般にどの鉱床でもその上部に多少の鉛亜鉛鉱を伴なうのが普通

であるから， そのような銅鉱床では特に下底へ探鉱を進めて，鉱床の性状および規校

を確かめる必要がある。

II. 3. 1 日光 鉱山

日光鉱山（栃木県採掘登録第 119号および第 68号， 日本鉱業株式会社）塩谷郡王生

村にあり ， 下野電鉄芦場駅の南側に接する。芦場駅から省線矢板駅までの距腐胆ま約

12km, 周囲の地形は比較的低平で交通至便である。すなわち鉱山の南側には比高約
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iOOm前後の丘陵が迎なり ， 北方にはきわめて認慢な東西性凹地がH,したわってをり，

下野鉄逍がことを走つている。鉱山の椋高は約 300mである。

この鉱)~~は明治 39年頃発見され， 探鉱の結果含銅率の高い 3号鎚の大露頭合．．
 
／
 

革

を発見し，関東鉱山と称して同41年 7月から採掘を開始 した。爾来2, 3の権者の手

を経たが，昭和 7年 4月現鉱業権者日本鉱業株式会社の経営に移り， 諸機械設備を整

え，1号鎚 ./4号籟 ・新盛鎚の探鉱 ・採掘に当りこんにちに至っている。 その間昭和

12 年 2 月には旧坑 • 幸坑 • 大正坑を瑕明探鉱したが品位が良好てなく ，

は放棄されたま とである。

目下この両坑

地 質

沖 稜

洪 殺

第

世 Ii中稼砂礫層

世 i 鹿沼土様浮石層 • 土康および洪稼砂礫層

流状石英栢面岩
紀 —--- --~ 

主 として細粒石英粗面岩，なかに凝灰岩お
よび礫質凝灰岩を挟む。

南方丘陵は石英粗面岩煩からなり， 北方凹池はl話さ 20-30rnと推定される洪粕恩お

よび 沖積層からなる。たゞし鹿沼土椋秤不j],;外の厚さはお 汀むね 2-3m以下である。

鉱床の賦存しているのは最下部の前ii粒布英訊面沿中に限られ，

岩は著しく変質を蒙つている。

鉱l禾に接近している田

鎚 名

2

中

1

号

号

盛

J/1 

I晃盛坑 準通羽坑準 I.3 坑 饂 斗~I 3坑逼犀 !6坑追準→
確睦延長 (m)確認延長 (m)確認延長 (m)確闘延長 (m)戚睦延長 (ml

I 鏑 300 200 350 350 I 
鎚! 200 150 200 

鑓

鎚

600 

350 150 300 200 

新

早

大

幸

180 200 80 

正

鎚

鏑

鎚

80 

150 (深 さ約 40)

100 (深さ約 80)

170 200 

I 
ただし各坑準間の垂直間隔約 20mである。
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鉱床鉱J;¥zは数枚の浅熱水石英銅鉱脈からなり，その走向は大酪 Nl0-20屯（た

だし幸鎚は約 N40°E), 西方または北西方へ 急斜する。 南東部最下熊を？ 号籟と称

し，順次北西方上館側へ 1 号鎚 • 新盛籟 • 大正鎚および幸籟の順序に配列している。

このうち 2号領から早川籟までは相隣接して 1群をなし， 現在稼行の中心をなしてい

る。 各鉱脈の位置およ び規校は下表に示すとお りである。

鉱脈鉱脈はすべて膨縮常無く ， 特に 3号鎚および 1号鎚には多数の支Jllf<および

並行JI/認を伴なう 。 各組に共通な特徴は，鉱）l限の上館または下盤に主として現アルカリ

性の白色粘土鎚を しばしば伴な うことであって， この粘土籟を鉱山では「銀断層」と

称し，一種の断屈生成物と見倣しているが， これはむしろ鉱脈生成直後鉱脈に冶つ

て，またはこれにほゞ並行した多数の裂雛にそつて， 上昇してきた鉱液により田岩の

ガラス質石基から変質生成されたものであろう 。 また鉱脈は前記白色粘土鉱とはや上

趣を展にする淡育灰色粘土籟を伴な うのを常とする。 この粘土中には，時に母岩の構

造糾織をそのまとよく残存していることがあり ， おそらく鉱脈生成直前またはほとん

ど同時期に母岩の変質によつて生じたものである。鉱石は石英を脈石とし， 黄銅鉱およ

び黄鉄鉱を主とし，まれに方鉛鉱および閃亜錯鉱を伴ない， 変質した田岩中に脈状，

網脈状または網状を呈して賦存する。 母岩の変質は珪化作用を主と し，微殿の硫化鉄

が鉱染する。鉱）I限に接近するにしたがつて変質の度が著しい。 鉱脈はいずれもほゞ同

10 坑道準 1 最 大籟輻 1 平均鑓幅 I
確誘延長 (m) I (m) (m) 

70 約 3 I 約 0.3

1号籟i下盤 200
1 号鑓 100

f/ 0.5 

り 1
I/ 2 

f/ 〇.5

1/ 0.3 

'I 0.2 

'I 0.2 
'I 0,2 

II 0.2 

// 0.15 

傾 斜 I 通i洞坑準にお
ける籟間隔 (rn)

約 70°
約 20

// 70° 
// 30 

// 70° 
// 65-70° 

1号鎚籟先
'I 90° 

約 75
南半 E 70° 
北半 W68° ff 30 

fl 40(} 
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ーの性状を呈するが，媚によつて多少の特徴的の差屎が認められる。すなわち 2号簑

は鉱石がや刈器硬で硫化鉄の含量が多く ， 銅品位はや汀氏<' 1号鑓は鉱石母岩とも

にや り1f砂印で白色粘土鎚を伴なうことが多く ，探鉱に当つて鉱石が粉絋化する傾向が

ある。 祈盛鎚の性状はほとんど 1号鎚と 同様であるが，や汀流化鉄に富んでいる。早

川銹は方錯絋 • 閃亜錯絋を伴なうのを特徴とする 。 大正鎚およ び幸緩は現在入坑不可

能で，その性状を詳らかにすることができないが， 前記各籟に比べて硫化鉄が多く ，

含銅率は低かつたと いわれる。各緬の上部にはいずれも多少の鉗亜錯鉱，および銅の

酸化鉱または炭酸鉱を産出したというが，現在稼行中の坑内では膠められない。一般

的にこの鉱山では，各鎚の上部はや只踏亜鉛鉱に富んでいるが， 下部でこれを欠いて

いる ようである。

鉱右品位 鉱石品位は鉱脈の部分によつて変化に宮み，最高銅約 30夕れこ達すること

があるが，各鎚の銅平均品位は次表の ようにほゞ一定している。

1号 籟 3.48鈴［
2 号 媛 0.93劣平坊1.20ff, (昭和 14年度）

新盛 籟 0.57 ff, ( 

稼行中の坑内から得た2個の試料を本所で分析した結呆は， 次のように高品位鉱で

も金銀含姑は写であることがlJJIらかとなつた。

試 料

- = 
名金

日光鉱山 8坑逍 1号媚上盤特鉱

日光鉱山 3坑道 2号縫含錆石英脈

0.0000 

0.0000 

ー
・ヽ,

-f
 

劣

0.0000 

0.0000 

o,; I r月 Y6

28.47 

9.78 

探鉱採掘 目下稼行中なのは 2 号鎚 • 新盛鑓および早川鋸であつて ， 中籟はすでに

採掘を終り ，大正綴および幸鎚は久しい間その稼行を中止している。前記稼行中の緩

は晃盛坑（現在の通洞坑）を最上坑準とし， 順次下部へ通洞坑•第 1 • 第 2• 第 3• 第

4 • 第 5• 第 6• 第 7• 第 8• 第 9 • 第 10.第 11の各坑準において探鉱，開墜され，

2号籟および 1号鎚は第 5坑道以上， 早川鎚および新盛鎚は第 3坑道以上をほゞ採掘

しつくし，現在おもにそれよ り下部の探鉱採掘および 10坑道以下の探鉱に従事 してお

り，その鉱況はお!.むね良好である。坑道総延長約 18,000m,晃盛坑を大通洞とし，

坑に1から約 500mの位置に大竪坑があつて， ケージを用いている。採掘は上向階段法
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機械掘， 通気は自然通気法，排水は電気排水ポンプ， 主要坑内照明は電燈によつてい

る。

選 鉱 鉱石は機械比霞選鉱および浮裾選鉱に よ つて並塊 • 楼粉 • 油粉および 不選

粉の 4種に選別している。 各粕鉱の品位およびその町醤比は次表の通り 。

種 別 銅品位劣 璽 呈 比

並

機

油

不
‘翌
J-.cs 

塊

粉

粉

粉

11.50 

9.59 

13.31 

3.34 

約

” 
I/ 

// 

3

2

1

9

 

選鉱原鉱には不定期に木戸ケ沢 • 栃木両鉱山の鉱石を混えることがあるが，

は樅かである。精鉱は日立鉱山に売鉱，製錬に供する。

その隠

動 ヵ

鉱産額

電力は福島電燈株式会社から買電している。

最近 5年間における鉱産額およびその品位を次に掲げる。

年 次 I粗鉱鉱産額(t)I品
一一

I 位（銅鈴） 精鉱鉱産額(t)I 品位（銅？釘

昭和

，I 

” 
” 
” 

10 

11 

12 

13 

14 

年 53,959.2 

63,137.1 

67,573.3 

72,355.6 

26,404.6 

2.41 

1.67 

1. 71 

1.19 

1.20 

17,937.1 

13,481.0 

11,972.8 

13,001.1 

5,017.6 

6.94 

7.07 

7.00 

5.81 

5.48 

たゞし昭和 14年度平均精鉱月産額は 1,003.5tである。

運 搬 精鉱は選鉱場から「 トロ」で芦場釈に運び，直ちに lOt貨車または 15t貨

車に租込み， 下野電鉄および省線で矢板駅経由助川に送鉱する。

職員および坑夫 昭和 14年 7月における殺員は 21名， 坑夫 • 選鉱夫 ・ 迎搬夫 ・ 雑

夫その仙とも計254名であつたが， 昭和 15年下半期においては支那事変の影響による

労力の全国的不足のため， 200名前後に減少していた。

IL 3. 2 栃 木 鉱 山

栃木鉱山 （栃木県採掘登録第 47号， 日本鉱業株式会社）は塩谷郡玉生村にあり ，下
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野電鉄天頒駅の北西側に接する。天U'i駅から芦場を経て省線矢板駅までは下野電鉄に

より迎絡その距l堀13.5km,交通至似である。鉱山事務所の位骰は椰抜約 300m,目

下稼行中の鉱lぷ賦存区域はその北方に接し，比高約 20-30mの小円丘をなし， その

東北方はさらに比罰約 300mの小山脊に連なつている。鉱山南東方は低平な小凹地を

なし， 日光鉱山北側の凹地に連な り，西方1ま開けて船生村の平野となり， さらに鬼怒

川流域の平地に迎続している。

沿 革釦和諏 1治37年船生村斎隊某が発見したものであつて 同年東京の某が試

掘権を得た。後東京の泉政之助がこれを所有して附近の露頭を発見し， 明治 43年採掘

権を得て天J頁鉱山と称するに至った。 大正8年上田鉱業に売却，漸く 事業は発逹の緒

についたが，第 1次欧洲大戦後の銅秘落により， 一時（木山の止むなきに至った。大正

11年再開， 昭和 3年 8月久原鉱業の経営に移り栃木鉱山と改名，昭和 4年現鉱業権

者，日本鉱業株式会社の名義となり， H光鉱山と合併し操業を継続してこんにちにお

よんでいる。

地質 鉱山および附近の地質の区分は次表の通り 。

沖 粕世沖屈'i砂礫I苫

洪粕批 鹿沼士むIぷ：：石WI,-1壌祁よび祇祐砂礫附

Iおもに足比型石英政Iばからな lJ,一部分や
笠三紀 と角礫質または凝灰質で，これらは互に漸

t移する。

叫頭層および洪籾隠は鉱山西方平地をつくり， 石英斑岩は鉱床母岩をなし，また鉱

山北東方の山地を形成している。そして鹿泊土様評;ri]邑ぱ両者の中間を占める緩丘地

を疫つて広く発逹している。石英斑岩は頁岩そのイ也角礫状岩片に充ち， 涙淡様々の灰

緑色を呈し，堅砥なのを特徴とするが，鉱床賦存区域の北半では鉱液の影密および断

犀作用によつて，著しく破砕されかつ脆明となっている。

鉱 床 鉱床は日光鉱山のそれとほゞその性状を同じくする石英銅鉱脈であるが，

前者に較べてや入硫化鉄に富むこと， 鉱脈の形状がもつと不規則で膨縮が 甚だ しい

こと， およびいわゆる「蛾断層」を伴なうことを特徴とする。稼行している鉱脈の

数は 9条， そのうち下錦鉱および 4号鉱が主脈である。 両者の走向はほゞ N20°W,
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70-40°W の傾斜を有する比較的整然たる並行脈で， 両者の間隔は約 150-160mで

ある。そしてこれら鉱脈の北方にこれとほゞ並行し， または 20°内外の角度で斜交し

ている数個の不規則な支脈または並行脈があり， 下舷側から順次北本籟 • 上盤本籟 •

断屈問領 • 第 1 脈 • 上錦領 ・10号疑および 4号領と呼ばれている。各縫の間隔は rn

-40m である。この鉱脈群を放つて， 鉱脈とほゞ直交する大小の断胴があつて， お

のおの鉱脈に小変移を与えている。特に最北端に位する断層の影密は最も著しく ，各

鉱脈の鎚先は一応見失われている。そしてこの断圏よりさらに北方に新たに発見され

た南北性の鎚を断罷外鎚と称する。次に各鎚の既知の 規模およ び平均品位を表記す

る。

籟 名 I 最大延長 I左坑記準延長を示す I鑓幅平均 i平均品位

北 本 籟 I約 350m I築 9 坑道 I]
上盤本鎚 I/ 80 fl f/ ヘ" // 

断陪間鎚 f/ 50 f/ ff 9 ff 最大 2 rn 銅
第 1 脈

” 
100 // // 9 

” 
上 盤 鎚 ff 70 " fl 3 

” 
平均 20cm I約1.5"

10 すロ 鎚 ” 
100 // II 7 

” 
4 す口 鎚 ” 

200 // // 4 // 

断~ 所外鎚 ，I 20'I fl 9 
” 約 60cm I 銅約 8劣

断靡外錠は第 9坑道て探鉱中であつて，走向 N-S,傾斜8Q-57cw.昭和 16年 1月

中旬における裁知延長は約 20rnである。下縮籟は第 3坑準以下では新期の焦雹母正

長斑岩岩脈 （走向 NE-SW)により，また第 10坑準では玲岩の小岩脈（走向 NE-SW)

によつて設ぬかれている。

鉱 石 鉱石はほとんど黄銅鉱および贄鉄鉱だけからの密雑集合体からなり， まれ

に方鉛鉱および似l亜錯鉱を伴なうことがある。 また脈石として石英を伴ない堅碩なこ

とがあるが，半ばはや幻祖弱な中石中に鉱染状または網脈状に硫化物が随伴発逹して

いるものであつて， 中石は著しく緑泥石化および珪化作用を栄つている。これらの状

況から観ると， この鉱山の鉱脈はおそらく :ri英斑岩中の多数の断I箇佳礫を伴なう一種

の裂孵を揖して生成されたものである。 これはこの鉱山の鉱脈の一般性であるが，下

盤艇および 4号領の南半は鉱石が堅硬で規則正しく ， 性状が日光鉱山の鉱｝限に類似し
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ている。鉱）II紅の上下の変化は詳らかにすることができなかつたが，鉱山の氾録による

と，方鉛鉱と収Elli錯絋は各鑓の上部にしばしば産出することがあり， また黄銅鉱の黄

鉄絋に対する比は，下方に向い僅かながら漸増の傾向にある。鉱石の平均の品位は前

表に褐げたが，部分により品位を展にするのはもちろんであって， 1例としてこの本

鎚第 6坑道から採取した 1資料を本所で分祈したところ，金 0.3g/t,銀 9g/t, 銅 3.63

彩であつた。

断 居 断層には前述のように，鉱脈群の北部に密集した NE-SW性のものが最も

劉著に見られるが，たまたまこれと直交する NW-SE性の断層もある。第 9坑道 JO

号籟鑓押北端引立でみると， ともに鉱脈後に生成されたものではあるが， NW-SE性

のものが NE-SW 性のものに先行している。

探鉱 ・採掘 下錦本鎚の 露頭の北方約 70mの山腹から同露頭下部へ向け坑道を墜

ち， これを零尺坑とし，以下第 12坑道ま で開繋， 各坑道の垂直間隔は約 20m,坑道

総延長は約 9,300m である。そして零尺坑を鉱石瑕出用の通洞とし，第2坑道を坑内

諸資材の連搬坑道に当てている。 目下10号疑露頭南東方から新たに新零尺坑を設け，

坑口から約 40mの地点に大竪坑を掘酪中である。 各籟はおもに領押探鉱がなされ，

現在第 6号坑道準以上はすでに大略採掘を終り， 稼行の中心は第 7坑道以下に移つて

いる。ちなみに 5,6年前から探絋に主力を注いだのは，鉱l求の数に富んだ鉱l禾の北半

部であったが，前記の ような鉱脈の不規則性と断屈群とのために， 探鉱に不測の困難

をきたしたことは一再に止まらない。特にこの部分の北緑を限る E-W 性断屈のため

に，これからさらに北方のいわゆる「断層外」の探鉱は一時これを中止して，もつばら

探鉱済の部分の採掘と下部への探鉱とをするほかない状況と なったものである。

電気探鉱 昭和 15年 5月21日から同 6月20日まで約 1カ月間にわたつて，元本所

技師服部信ーが電気探鉱を施行し， 前記断層外に自然電位法によつて顕著な負電位中

心が存在するのを認め， 鉱床の存在を予想しうるに至ったので，同年 7月から第 9坑

道上熊籟籟押坑道の 北端の断層を賞通し，北西方に立入を戟 り，約 40m 掘進した と

ころ，いわゆる「断層外鎚」に逢痛し， 目下これを鎚押探鉱中であつて，その鉱況は

良好である。

選鉱鉱石は殺賊比匝遥鉱によつて選別する。昭和 15年度における選鉱実牧率

は約 70翠精鉱の種頌，その割合および品位は次表の通り 。
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種 類 銅品位劣 i重鰍比

並塊

機 粉

不選粉

5.6 

2.9 

2.7 

1

4

8
 

勺

f
f
r
I

，＂ホ

粗鉱の一部は不定期に日光鉱山に送鉱， 浮溜選鉱に供することがあるが，その量ぱ

きわめて僅かである c

動 力 電力は福島電燈株式会社から買電している。

鉱産額 最近4カ年間における鉱産額およびその品位は次の通り。

年 次 I粗鉱鉱産額 i品位銅(;!t)I精鉱鉱産 額 i品 位(t) (tJ 

昭和12年 自 1月 9,379.9 1. 76 2,735.3 I金 0.2g/t銀 30g/t
至 6月

If 
自 7月

10,092.7 1.61 2,882.4 I // 〇.2f/ II 30 !/ 
至 12月

昭和13年 自 1月 I 11,657.5 1.49 3,232.7 I ,1 0.2 ,1 ,1 so 11 
至 6月

自 7月
11,828.7 1.33 3,378.8 I 11 0.2 11 11 30 ,1 

” 至 12月 1

昭科14年 自 1月 I 11,423.9 1.68 3,789.7 I 110.211 113011 
至 6月

自 7月
9,062.2 1.52 3,167.0 I // 0.2 // ,1 30 // 

” 至 12月 1

昭和15年 自 1月 I 8,510.6 1.09 2,329.3 I 11 0.2 ,1 11 so .'I 
至 6月

選 鉱 精鉱は東武電鉄および省線により矢板駅経由，日光に送鉱 し， 製錬に供す

る。

従業員 昭和 14 年当時の従業員は坑夫 • 選鉱夫 • 連搬夫その他合計 100 名である。

〔附 記〕

長草附近の鉱脈 ：栃木鉱床東南東約 500m に当り，石英斑岩からなる山腹に 2,3 

の NE-SW性の鉱脈の露頭があり ，長草鉱床と称される。かつて 6号坑により鎚押探

鉱されたが，鉱況が思わしくなくて放棄した。 しかるに，服部技師は前記期間中に比

抵抗法による電気探鉱の結果， 北の露頭を含む鉱脈の推定廷長方向に比抵抗の低い帯

があることを認め， 鉱脈の廷長性を予想しうるに至った。したがつてこの部分は再探
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鉱を要する。

その他 ：n光 ・栃木両鉱山ともに古くから開発され，鉱脈の上部はすでに採掘を終

り， 1二I下下半部を探鉱採掘しているが，鉱脈の規模が大きく ，下部に向かつてまだ絋

努が衰えず， 多少品位が低下することがあつても，必ずしも一般的傾向といえない。

特に栃木鉱床北部には新たに優勢な鉱床が発見されており， まだ多疫の残存鉱がある

と拙定され， 将来の探鉱 ・開発に期待されるところが大きい。栃木 ・日光両鉱山間の

凹池および長草附近は，新鉱床存在の可能性がある区域であつて，適切な方法によつ

て探鉱したい候補地である。

II. 3. 3 木戸ケ沢鉱 山

この鉱山については昭和 25年 10月，本所朴昇一郎 ・閃根節郎 ・呉志睛雄各技官が

地化学探鉱調査を実施し， その概要が発表されているが，ことには岩生調査当時の資-

料をまとめてある。

木戸ケ沢鉱山 （栃木県採掘登録第 18号， 日本鉱業株式会社）は塩谷郡森原町大字小

佐越にあり，鉱山から日光鉱山まで約 15km の間 l、ラ．ノクを通ずる。

沿 革本鉱山の鉱圧が初めて発見されたのは今をさる約 180年前であつて，一時

股盛をきわめたが，その後休山放剪蹂され， II/!,和 19年ふた＼び操業されるに至るまで，

約 110余年間は稼行・休山反復常なき状況であつた。すなわちその間鉱業権者が変わ

ること 10数回，明治 42年田中合名会社の所有となり次第に槻械動）jの設備を撒え，

さらに大正2年木戸ケ沢鉱山株式会社が所有するにおよぴ事業は最も発逹し，鉱夫

500名を使役した。 しかるに大正10年銅価槃落のため休山， 昭和 11年 6月初めて日

本鉱業株式会社に移譲され，こんにちに至っている。

地 質 鉱床母岩は大谷緑斑凝灰岩およびこれを毅つて地表に露出する流状石英安

山店であつて， ともに第三紀に属する。後者は著 しく緑泥化され，淡緑色ないし緑色

を＇立し ，微星の硫化鉄が鉱染していることが多い。鉱山の西側に山肌露わな懸就をな

して迫つているのはこの岩石であって，往時こゞで銅製錬を行つた際の煙毒によつて，

樹木を失なつたものである。 大谷緑斑凝灰岩は第 3坑準以下の母岩をなす。

鉱 床 鉱床は石英硫化鉄銅鉱脈からなり， その両熊は著しい変質を蒙つているc
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主脈と しては本鎚が 1枚だけであるが，稼行に堪えない無数の小支/j限を伴なう。本疑

の既知の延長 ・深さおよび脈幅は次表の通り。

----

延長 (m) 深さ (m) 脈幅 (m)-I玉 向 i1頃 斜

約 350 通洞以上約 50 平均 約 40N60°E-N45°E 

通洞以下約 24 

士60°N

鎚の膨縮著しく，最大鑓幅 5mに達して一種のボナンザをつくり，その部分は網状

または交代状を呈する。

鉱 石 現在採掘中の鉱床下部の鉱石は黄銅鉱および黄鉄絋で， それ以外の硫化物

はほとんど認めることができない。珪質脈石の量は比絞的少なく ，しばしば硫化物だ

けが相緊つて網脈状または塊状を呈することがある。中石は甚だしく緑泥石化およ び

珪化作用を蒙つている。

品位 含銅率の最高は第 7および第 8坑道の鉱石であつて，平均銅 5-6彩であ

る。

露頭鉱山西側崖の上部に露頭があり，顕著な「統け」を形成し，酸化帯の深さ

は相当大きなもののようである。

探鉱・採掘 前記のようにこの鉱山は大正 10年から約 15年間に亘つて放置された

ため，坑内の崩壊埋没箇所がすこぷる多く ，その取明けに困難をきわめ， 最近漸くこ

れを完了した。鉱床の開発は露頭下約 50mの山谷からの鎚押坑道によつて行われた

ようで，第 7 坑準以上はほぼ採掘済で，目下第 8 坑道以下第 12 坑道までの探鉱 • 開発

に主力を注いでいる。通洞坑の延長約 280m,第 7坑道の延長約 370m,第 11坑準以

下の各坑道の延長は 200m未満各坑準の垂直間隔は約 20mであつて，坑道総延長

は 1,595m に達する。竪坑捲揚 • 排水 • 主要照明には電力を用い，上向階段法楼械掘

を採用している。

選 鉱 鉱石は手選によつて桔鉱および粗鉱に分け，精鉱は粗鉱の約 60-70劣であ

る。精鉱平均品位は銅約 4-5姦で， このうち塊鉱（銅約 8劣以上）の粉鉱（銅約 4劣

以下）に対する比は20径以下である。粗鉱は日光鉱山に送り， そこで機械選鉱を行

い，その精鉱は日立鉱山に送り送鉱，製錬に供している。

鉱 産額終よび品位 最近 3カ年間における鉱産額および各鉱の品位を次表に示す。
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年 次
粗 鉱 品位 和ヽ 「牢鉱 品 位

(t) （銅劣） (t) 銅UG) 銀 (g/t) 金 (g/t)

昭和 13年 自 10月
至 12月

1,370.81 3.68 920.9 I 5.32 I 10.0 I 0.2 

自 1 月月// 14 // 至 6 2,624.5 I 2.94 1,772.5 4 .23 10.0 0.2 

自 7月
/f If If 至 12月 4,526.5 I 2.77 2,857.7 I 4.31 10.0 0.2 

自 1月
,,, 15 // 至 6月 4,756.6 I 2.75 3,174.4 I 4.04 10.0 0.2 

従業員 坑夫 ・遥鉱夫 ・雑夫とも計 50名である。

鉱呈その他 推定鉱量は現在のところ余り大きくないが，最下部坑道における鉱況

がすこぶる良好で， 厚レンズ状網状鉱脈の発逹が著しく，品位もまた特に低下する傾

向がない。 したがつてさらに鑓押および下部への探鉱の進捗とともに，鉱墓は増加す

るであろう 。 また附近の母岩が著しく変質しているので，なお並行脈存在の可能性が

あり ，立入探鉱によつて新鉱脈の発見に努めるべきてあろう。要するにこの鉱山は開

発の歴史が古いのにかいわらず， なお甚だしく将来性に富むものといえる。

II. 3. 4 日 r,',J鉱山

日向鉱山 （栃木県採掘登録第 25号 日向鉱莱株式会社）は1糾谷1翡梨山村大字Fl向に

あり，現在の位置は悔抜約 900m,鬼怒川の 1支流大施沢上流の渓谷に位し，四囲の

地勢は急峻て，洪水により被害を蒙る憂が多い。鬼怒川沿岸川治温泉からの距離は約

20km, 途中栗山村字野尻まて約 10余 kmの間は， 日本発送電株式会社発電工事の資

材迎搬用 I、ラヅク道路が新たに開墜されているが， それから現場まで大滴沢沿いに緩

傾斜の牛馬道を通ずるだけである。 これらの道路工事は不完全で，雨期または冬期に

崩炭のおそれある箇所が少なくない。

沿革 鉱山が初めて開発されたのは古く 300年前に遡るが，その後永く休山状態

を経て，明治 28年 4月から 2,3の鉱業権者の手に渡り，同 30年古河合名会社の所有と

なり ，一時稼行したが，同 35年の洪水のため諸設備は破壊され，遂に休業した。そして

大正 5年浅野同族株式会社の経営に移り，昭和 12年 5月現鉱業権者日向興業株式会社
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の所有となつた。爾来主として1日坑取明および探鉱を続行してこんにちに至つている。

地 質 鉱山および附近の地質は 2種に大別される。すなわち 1は鉱山西部に発逹

している古生層 他はおなじく東部に発逹し古生）円を貰ぬいて逃入している花箇岩で

ある。 両者はほゞ鉱山事務所附近を採とし，それぞれ西方および東方に向かつて広域

を占めて分布する。古生栖はほゞ NNEの走向を有し，垂直もしくは西方に急斜し，

粘板岩および珪岩の互屈からなり， 両者の量は鉱山の附近においてはほゞ相半ばし，

たまたま石灰岩の薄屈を挟有する。いずれも ポルソフ エルス化している。花箇岩には

時に柘櫂石を含有する粗粒俊白質花商岩と中粒含角閃石黒雲田花糊岩との．？種があつ

て， 両者の控界はやい判然としているが，その賀入時期の前後は詳らかでない。 2,3 

のや豆署しい断）恩があり，その走向は N-S近く，やい東にふれている。第三紀の時

代に凱入したと推定される玲岩および斑岩の小岩脈が鉱山の南東部に露出する。

鉱 床 鉱床は前記花尚岩および古生層中の裂雛を充 した規則正 しい含銅磁硫鉄絋

脈からなり，おそらく第三紀の石英粗面岩類の活動に成因的関係がある。そしてをも

に開発されたものは花湖岩中にあるものであるが，なおほかに 2,3の煩似の鉱脈があ

る。それらの既知の部分における規模を表記すると，次の通りてある。

I延長籟幅
鎚名 (m) (m) I深度 (m) I走向 I1頃余I・-Iー特徴

明神鎚 1約 260I約 0.3 通洞以上約 160N40- I垂直 I 
最大 1.3 通洞以下約 25 45°E-80°ES 下部品位良好

卯酉鑓 I 11 rno I 畠大 ~:~ 通9悶碧竺 IN700E i50;00Esl磁硫欽鉱多し

隆盛鎚 I(11 10o)IC約 0.3)1 ~ N40°E 垂直
,-85WNI亜鉛露頭多し

鉱）l限に接する母岩は樅かに緑泥石化および珪化作用等を破り ， たまたま粘土化作)IJ

を受けた部分もあるが，概して堅砥である。

鉱 石 鉱石はおもに黄銅鉱 ・黄鉄鉱 ・磁硫鉄鉱 ・釈l亜鎧鉱からなり， これら硫化

物相互の醤比は部分によりまつたく不定である。 ほとんど方鉛鉱を伴なわないことは

著しい一般的の特徴である。閃亜錯鉱は最も涙集している部分でも， なお他の硫化物

より多量であることは少ない。 鉱石ほ石英を脈布として伴なう場合と， しからざる場

合とがあるが，両者とも比較的堅硬で採掘に当つて粉鉱化することが少ない。隆盛鎚の

露頭の鉱石はやい趣を異にし，黄銅鉱および黄鉄鉱に乏しく，閃亜鉛鉱およぴ方鉛鉱
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,，ご沿んでいる。 おそらく ［岳盛鑓は断層に沿つた鉱化作用によつて生成されたもので，

鉱イ—iの性状もま たjj;j ,品の ものと等しいかどうか推定することができない。

富鉱体および鉱石品位 明神籟および卯面筑における富鉱体は，その含銅率約 5%

以上のものを指し，合銅率平均 9姦， 最高 18疹以上に迩する。次に富鉱体における含

釦率と含銀茄との関係をみるために，手選精鉱を発盛鉱山において分析した結呆を表

出する と次の通り である（昭和 14年および 15年の分）。

」：： 鉱 中 鉱 下 鉱 粉 鉱

Cu U6) I Ag(g/t) Cu国 ）I Ag (g/t) Cu (;?6) Ag (g/t) Cu (96) j Ag (g/t 

18.12 50.00 9.84 I 36.00 I 7.00 I ［ 27.20 
5.30 20.90 

16.95 57.60 9.70 30.60 7.00 24.10 5.21 21.30 

16.46 46.20 9.63 34.40 6.66 29.8() 5.15 19.80 

16.06 55.40 9.38 35.60 6.42 '24.90 4.51 18.70 

15.87 42.40 8.86 30.90 6.38 23.40 3.91 14.80 

15.04 42.90 8.68 31.40 6.33 24.20 3.80 15.10 

15.00 51.20 8.26 28.50 6.05 22.20 3.76 15.70 

14.80 46.40 8.25 28.00 5.58 20.80 3.71 16.80 

14.31 45.40 8.11 28.50 5.34 18.70 3. 70 I 23.40 
13.59 48.00 8.08 27.20 5.10 19.90 3.57 14.00 

12.00 32.90 7.98 27.50 5.09 20.50 3.44 15.20 

11.92 44.60 7.90 28.50 4.75 18.90 3.13 14.20 

11.86 40.10 7.62 25.50 4.30 17.80 3.23 14.40 

10.04 32.50 7.38 26.10 3.90 16.00 2.34 , 7.40 

7.07 26.90 

これからわかるよう に，鉱石の銅の含醤が多いものほど銀の含量も多い。 しかし こ

れは富鉱体の鉱石の平均分析（直であつて， 鉱石は各富鉱体によつてそれぞれ特徴があ

る。 すなわち明神鎚最下部の富鉱体（銅平均 10 斧，上鉱は 14-15 姦） は銅 • 亜鉛•銀

に富み，卯酉鎚中段の富鉱体（銅約 8彩）は磁硫鉄絋に富み，同じく最下部のものは亜

鉛 ・銀および磁疏鉄絋に富んで（銅約 7-5彦）いる。富鉱体の醤は全体の約 20;?tを占

めている。貧鉱部のうちのやい品位の高い部分（含銅平均3-4劣）は明神鎚上部 (5

番坑準），同中下部 第 1通洞坑準）および卯酉領中下部 （第 1通洞坑準）に特に発逹

し， その抵もまた全体の約 20夕;を占めている。 それ以外の部分はお とむね 含銅率 1
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劣以下であつて，きわめて少量の硫化物を含む粘土疑または無価値石英脈からなるか，

または鉱幅が著しく狭まつて 0.5cm以下になつている。富鉱倅，ぅ落しの方向，深さ

による鉱況，ならびに品位の変化には特徴を認めるこ とができない。

断 歴 著しい断層が明神鎚鎚押坑道の西端に露われている。その方向は N20°W,

傾斜は垂直既知延長は約400m,露頭は大滝沢北岸に現われている。鉱脈生成後に

生じたもので，明らかに明神籟を散り， その西方籟先の延長を不明にしているc 明神

鎚とJ}fl酉籟とは一見もと単ーであつたものが断層によつて分離， 屈折された ようにみ

えるが， そうでないことは両者の交点において鉱脈が相互に斜交していることからみ

ても明らかである。陸盛籟に沿つて走向断屑があつて，鉱脈の下熊を粉鉱化しまたは

粘土鉱化している。

探鉱・採掘 明神籟および卯酉疑は前鉱業権者により，第 1通洞坑準以上の富鉱体

はほゞ採掘 しつくされているので， 現在主として第 1坑準以下を探鉱中である。すな

わち新たに第 2通洞を掘酪し， さらに，同坑準において鑓押を告つたところ，明神籟

に 1個，同 じくりfl酉鎚に 1個，都合3個の富鉱体を発見した。 そこで， このうち前者

にはさらに掘下 りを切り探鉱を続行したところ， 鉱況おとむね良好であったので，そ

の探鉱に全力を注ぐとともに， その一部を第 1通洞以下の他の富鉱体の一部とともに

採掘，売鉱中である。第 1通洞以上， 1番坑 .3番坑および 5番坑を取明け したとこ

ろ， 5番坑準お よび第 1通洞坑準において，前述のように含銅率約3-4fbの鉱体が，

採掘し残されているのを発見した。 これらの低品位鉱はいずれもそのま汀こ予備鉱と

して将来に備え られている。また明神鎚の南西方への鎚押ほ， 断層に逢隋したままの

状態で中止 して い る。最上部 5番坑から第9通洞掘下りの部分までの垂直距離は約

180mである。第 2通洞以下の排水および捲揚動力には，石袖発動餞を用いている。

採掘は上向陛段法手掘によつている。

選 鉱 鉱石は手選により分別し， 含銅率を規準として上鉱 • 中鉱 ・下鉱および粉

種 別 合銅率（銅形） 1 分 足 比

上 鉱 約 18-10 約 20-10

中 鉱 // 10-7 II 40-30 

下 鋲 'I 7-4 // 20-10 

粉 鉱 ff 5- 2 I/ 6 
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鉱の4種にしている。各鉱石の含銅率および分量の割合を表記した （昭和 14年および

15年分）。

賣鉱 ・運搬 鉱石は粉鉱を残し， 他はことご とく秋田県発盛鉱山へ売絋している。

連搬は鉱山から塩谷郡籐原町小網まで約 9kmの間を索道により，それからトラ・ノク

で下野電鉄腐諏駅へ，さらに矢板駅まで下野電鉄で， その先は省線によつている。索

道は栗山村野尻で中維し， その前半の部分は迎転動力を鉱山のディーゼルエン ジンに

仰ぎ，後半部は下野電気から買電している。

動 力 前述のごとく， 石油発動換およびティー ゼルエンジンに より起動している

が， 目下自家発電計画を栂て， 第 ．？通涌直下で大滝沢を堰いて貯水池を設けたが，規

模が小さ過ぎ， かつ工事が粗悪であるから 1回の大洪水に堪えないであろう。

従業員 坑夫 50名，坑内迎搬夫5名，遥鉱夫9名， 道路工夫その他の坑外夫約 80

名，合計 146名である。

鉱産額 本鉱山はまだ探鉱期にあり， 一定の出鉱量をもたない。 昭和 13年度には

選鉱石（粉鉱を除く）約 200t余，同14年度には約 1,200tを出した。

鉱国その他 現状から推定される残存鉱巌は富鉱部 ・貧鉱部ともに少ないが，最上

部露頭から約 200m下部の坑内においても，なお鉱況が良好で銅品位が商く，かつ閃

亜錯鉱に富む富鉱体があつて， まだ鉱脈の下底に逹したということができない。すな

わち？ 通洞以下になお相当批の残存鉱が予想され， 下部の探鉱に期待されると ころ

が大きい。 また明神鎚南西部を放る前⑳祈I•:りの外側はまつた＜未探V,i'Jl;であつて，将来

の探鉱にまつべき区域である。要約するとこの鉱山は開発の匝史が古いにもかとわら

ず，なお壮年期にあるということができる。

〔附 記〕 陸盛鑓 ：前に述べた陸盛鑓は大滝左沢露頭から漸く籟押探鉱に祖手した

ばかりで，まだその全貌を知ることができないが， 露頸における鉱況は良好で，その

鉱石品位は次の通りである。

金銀 (g/t)

痕跡 26.30

,I 47.60 

銅 (;!G)

3.75 (大滝左沢）

7.89 (大施右沢）

推定される鉱脈の規模は前述の通りで， 将来の探鉱によつてその開発が有磁視され

るs
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II. 3. 5 釜の沢鉱山

釜の沢鉱山 （栃木県採掘登録第 28号，平野将所有）は塩谷郡玉生村寺島にあり，現

場から西荒川沿岸の凹地に沿つて東武電鉄矢板駅まで トラゾクを通 じ， 交通は不使で

ある。四囲の地勢は比較的低平で坑内外の諸設備をなすのに適している。

沿 革 古く徳川時代から探鉱， 採掘され， 下つて明治年間には田中鉱業 ・釜石鉱

業の諸会社によつて稼行され，大正 8年現鉱業権者平野将（東京都杉並区高円寺町？ノ

373)に誼渡されたものである。その間釜石鉱業時代には殷盛をきわめ，月産桔鉱400t

以上に達したことがあつたが， その後銅価の暴落によつて衰微したものを，ふた只芥

大正 13年末から現鉱業権者により開発を促進， 新たに外竪坑および 2号坑を設け，

精鉱月産は 40tに達し ようとしている。しかるに坑内i勇水が甚だしく排水困難に陥つ

たうえに， 資金の涸渇も原因となり，昭和 13年 7月遂に休山した。

地 質 鉱山およびその附近はことごとく石英斑岩（足尾型）からなり，東方に当つ

て梢かに石英粗而岩質凝灰岩および流紋状凝灰質石英粗面岩が分布している。石英斑

岩はすこぶる堅硬で，稜角状外来岩片を含み青灰色を呈 し， きわめて特徴的である。

風化に強く，鉱床に接する部分だけが変質してや q粗弱となつている。

鉱床 鉱床は前記石英斑岩中に胚胎している石英銅鉱脈であつて，その走向は

N57-80°E, 約 60°N 傾斜している。現在排水坑以下は水没し，排水坑準以上はほと

んど採掘済であるばかりでなく， 坑内の崩壊箇所が甚だ多く， 1号坑を除いては鉱況

を詳らかにすることができなかつた。 したがつて鉱山側の語るところを綜合して， 鉱

床および鉱朽の状態を記すこととするc 鉱脈の延長は約 700m に達するが，鉱幅およ

ぴ品位はやゞ不同であつて，露頭における/IIR幅は約 20-30cm,その約 100m余下部

の3号坑においては平均40cm,また 2号坑においては平均約 60cm,最大 1.2mであ

る。そして下 1番坑準から約 100m上部の西端鎚先における鑓幅は約15-lOcmに

縮小している。鉱石は主として黄鉄鉱を伴なう黄銅鉱からなり， 時に閃泄鉛鉱を共生

し，石英を}1限石としている。母岩は一般に緑泥石化作用 ・珪化作月］および硫化鉄の鉱

染作Filを祓つている。その精鉱品位は銅 12y; 平均， 亜錯 5-6劣以下， 金 3g以下ほ

とんど痕跡，銀 50-60g以上であったと いわれる。鉱況が最も良好であつたのは下

1番坑準および？号坑準であつて，西端引立(1号坑）においては鉱脈は尖峨し， 鉱況
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は不良である。

採掘・探鉱露頭から約 100m下部にあたり， 鎚の東端から鎚押坑道および一部こ

れに並行している辿洞坑を蒻ら，同坑道から上部に2つの坑道延長約 80m,下部に 3

つの坑道延長約 50mほどを切つている。通洞以下の各坑道は， 遥洞坑口から奥約

220m の位置における竪坑をもつて連絡されている。排水坑準以上はすでに前鉱業権

行に よつて露頭までほゞ採掘済であつたから，現鉱業権者はその下部の取明け開発に

努めたが，i勇水が多く 作業が困難であつたため， さらに新たに外竪坑から 2号坑および

3号坑を酪つて探鉱および採掘に努めたが， 遂に前述の理由によつて放棄し，下 1番

坑準以下はほとんど未採掘のまと水没してこんにちにおよんでいる。 このように現在

までに開発された坑道総延長は 2,540m,そのうち通洞鎚押坑道が最も長く 510mに

逹している。稼行当時の採掘法は上向階段掘であつて，通洞坑および排水坑を除いて

は採掘跡は捨石充揖を行っている。外竪坑捲揚および排水ボンプの起動にはデ ,j -セ

ルエンジンを使用したようで， このエンジソはいまなお保存してある。上記鉱脈の南

側に約 120mを距てて並行脈があり，小中築と称される。鑓の性状は同様であるが，

その延長 ・鉱幅ともに小規模である。

鉱蛍その他 平均鎚幅を約 30cmとすれば残存推定鉱祉はti:1当祉に逹するが，精確

な計算は水没部分の排水•取卯けを恢つて行うべきものである。そしてこの種鉱床は

一般に下部への辿続性があるので， 未だ大いに探鉱の結呆に期待しうると思ぅ し

IL 3. 6 野州鉱山

野州鉱山（栃木県採掘登録第 53号，大家窃事株式会社）は塩谷郡船生村字地内にあ

り，下野電鉄船生駅まで約 6kmの間は平坦で 1、ラ ックを通ずる。途中橋梁が不完全

で，雨期には交通が途絶することがある。

沿革 沿革は詳らかでないが古く明治 38年から稼行され，大正7年 2月現鉱業権

行大家商事株式会社（大阪市西区幸町通 2丁目 36番屋敷）の有に帰し， 一時股盛をき

わめたが大正 9年頃から銅価暴落のため休山，久しく放置された。その後昭和 14年某

鉱業者との契約が成立し，目下取明け中である。

地 質 母岩は石英祖面岩質緑色凝灰角礫岩および緑斑凝灰質石英粗面岩からな
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り，両者は漸移している 。 いずれも広晦に亘つて変質作）~Jを蒙つている 。

鉱 床 鉱床は規則正しい石英銅鉱脈からなり， おもな鎚は？条である。いずれも

走向は N20-45°E,傾斜は約 65°NWである。北西方からそれぞれ上盤鎚および栄

鎚と呼ばれる。各籟の槻知延長 ・深度等を次表に示す。

籟

上

栄

盤

名

一

疑

鎚

延長 (m)

約 2DO

約 140

I銹 4通洞以上
疇 (m) I 

約 120

約 130

鎚幅 (m)

平均約 30

” 

I錨間隔 (m)

20 
約 120

このほか栄領上部の下舷に鎚幅 7cm内外の細/I限がある。 小走向断層があつて部分

的に粘土鉱を生じているが，きわめて局部的である。

鉱石鉱石は石英を/JI紅不iとし黄鉄鉱および黄銅鉱からなる。両者の且はほゞ相

半ばし，平均含銅率は約8-9劣（鉱山側資料による）であるが，部分により 品位の変

化は著しく ，例えば栄緩下部から採取した鉱石を本所で分析したとこ ろ， 金 1.3g/t, 

銀159g/t, 銅 13.7036であった。

探鉱 ・採掘 目下坑内埋没箇所を取明け中であるが未完であり， 引立の状態を観察

し得たのは檻かに栄籟北端だけであった。栄籟は第4通洞坑準以上 7つの坑道，上斜

鎚は盤盛坑準以上 2つの坑道同坑準以下 3つの坑追によつて開発されている。各坑

準の間隔は約 20m, 坑道総延長は約 2 , 200m に逹する。第 4 通洞 • 第 3 通澗および

豊盛坑が主要連搬坑道である。 かつて桟械掘を採用したが現在槻動設備なく手掘によ

つている。記録および取明けによつて判明した既採掘部分は，上骰籟においては第 3

通洞坑準以上約 80m,栄鑓においては盟盛坑準以上約 60mである。

露頭 顕著な露頭が？力所にある。いずれも珪質の「焼け」をなしている。 1つ

は上熊厖の露頭で第 3通洞坑上方の山徹にあり ，走向 N40°E, 傾斜約 80°SEE, 鎚幅

約 lm,鉱幅約 30cmてある。 仙の 1つは栄籟の露頭で，第 4迩洞坑の上方約 150m

の山腹にあり，走向 N55°E,傾斜約 80°NW, 疑幅約 20cm,佃かに籟押探鉱が行わ

れている。 現在取助けに使役中の坑夫は約 20名である。

鉱呈その他 取明けが不完全で残存鉱祗を計算することはできないが， 盤盛坑準以

下の残存鉱量はそれほど多くない。含銅率 1-2%の貪鉱を計上しても，なおそれほど
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大きくないようである。各厖の鎚押およ び竪坑等により，まず各鎚の延長および深さ

をきわめる必要がある。

II. 3. 7 大名沢鉱山

大名沢鉱山 （栃木県採掘登録第 3号， 井上秀史所有）は塩谷郡王生村大字寺島にあ

り，鉱山から上寺島まで約 3kmの間は辛うじて馬車を通じ，それから下野電鉄玉生

駅まで約 4kmの間はトラックを通ずる。

沿革 明治 30年頃から採掘されたものであるが， その後大正 6年頃まで全く放置

されていた。 後西村某により旧坑下部へ向かつて立入通洞を開酪したが， 未桁脈のま

ま放置した。 昭和 12年 7月現鉱業権者井上秀史 （東京市浅草区橋場 3の1の13)の所

有となり，その通洞を延長，痛脈し， 籟抑探鉱したが鉱況不良で一時休山，同 10月

からふたたび探鉱を開始， 漸 く富鉱体を発見してこんにちにおよんでいる。

地質 鉱山およぴ附近の地質は下部から順次に石英斑岩 • 石英粗面岩質緑色捩灰

角礫岩およびこれを被毅する流状石英粗面岩となつている。そして鉱床の胚胎してい

るのは石英斑岩中であって，鉱床に接した田岩の変質は著しい。

鉱 床 鉱床は含銅硫化鉄鉱脈からなり，粗鉱品位銅約 8斧で，政銅鉱に富むもの

である。珪質の脈石に乏しい。おもな緩は 1条であつて，走向 N50°E,傾斜80°NW-

SE前後である。探鉱された部分の延長は約200m,深度は約 60m,鎚幅は 3cm-1

m, 平均10cm (鉱幅約 5cm)である。鉱脈は大体規則正しい板状を呈するが， 通洞

地並以下掘下り 30mの西南向引立におけるがごとくポケット状に著 しく膨脹した富

鉱体があつて， 鉱脈はこの部分では網状を呈 している。 深さによ る鉱脈の性状の変化

の特徴は未詳である。酸化鉄を坑内に認めることはできない。 小走向断層に沿つて鉱

石の粉砕された部分がある。

探鉱 ・採掘 露頭からの鑓押探鉱坑道は現在埋没しているので，同坑準から約 30m

下位において新たに立入通洞坑および籟押坑道を設け， この開発を試みたが鉱況は良

好てなかつた。さ らに 30m 掘下つて前記富鉱体を発見， 目下これを探倣：，採掘中で

ある。坑道総延長は約 600m,通洞坑準以上は大略採掘を了つている。動力設備なく，

坑夫 ・ 雑夫等 22 名を使役し手掘 • 手選を行っている 。 上記掘下 りの部分における通風
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はきわめて不良である。

選鉱 鉱石は手選により並鉱および上鉱に分別している。 それぞれの品位は次表

の通りであり，並鉱と上鉱の比は約 1対1である。

粗鉱銅約 8疹

並鉱

上 鉱

銅約 12-13努 ~ 

｝精鉱
銅約 30忽銀約20g/t, 金痕跡

宮鉱体の鉱石 （粗鉱）の標式的のものを本所で分析したところ， 金0g/t, 銀 0g/t, 銅

10.33疹であった。

鉱産額および育鉱 昭和 13年度における精鉱出鉱量は約100t, 現在の月産額は約

20 tである。鉱石は椿鉱山に売鉱し，連搬は玉生駅まで馬車，それから下野鉄道 ・省

線によつている。

その他 現在の探鉱程度から残存鉱量を推定するのは困難であるが， 下部に有磁な

新宮鉱体が発見されており ，将来の探鉱に期待されるところが大きい。

II. 3. 8 高山 鉱山

高山鉱山 （栃木県採掘登録第 52号，野末信次所有）は塩谷郡玉生村大字上寺島，悔

抜約 550mの地点にあり， 東荒川に沿い烏羽新田まで約 3kmの間は馬車を通じ，

それから下野鉄道まで約 8kmの間は 1、ラ ．ノクを通ずる。鉱区は陸軍白河軍馬柚充部

出張所用地となっている。

沿 革 明治 26年頃，月産粗銅約 300賀を産し，土法により製錬した記録がある。

その後藤倉電線株式会社の所有と なり ，大正9年頃まて経営し， その間旧立入通洞以

上はほとんど露頭まで採掘し終り， さらに掘下りを行ったが，排水不能に陥り， これ

に加えて，銅価の暴落によつて遂に休山の止むなきに至つた。昭和 13年に至り，現鉱

業権者野末信次（東京都豊島区池袋6丁目 1979)によつて旧立入坑道および籟押坑道の

取付作業を完了，鉱況が良好であったので新たにその下部から立入探鉱坑道を開酪中

である。

地 質 基錦は黒雲母花紛岩であつて， 高原火山の浮石流がこれを厚く椴栢 してい

る。 鉱床は花岡岩中に賦存し， 鉱床に接する母岩は著 しく 緑泥石化作用を蒙つて い
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る。

鉱 床鉱石は含銅硫仕鉄からなり，石英を脈石とする。領のおもなものは 1条で

あって，走向は N60°E,傾斜は 75-80°SE,籟幅は平均0.7m (最大 1.2m),高品位

鉱の鉱幅は平均約 10cm,中貧鉱部を併せた鉱幅は平均25cm である。籟の）j鋭縮は著

しくない。鑓中における富鉱体の分布状態は未詳てある。酸化帯の深さは浅く，稼行

中の坑内には酸化銅を認めることがてきない。

探鉱 ・採掘 露頭に接近する椅上坑下部の鎚押坑道，および同露頭から約 100m下

位の山腹からの立入坑道によって探鉱中てある。同立入坑口から約 150mの間は高原

罰石流，それから奥は堅碩な花糊岩であって，手掘に困難をぎわめたので石袖発動に

よる 25馬力のコンプレッサーを用いて掘進中であるが，坑内湧水がきわめて多く作業

がや 刈困難で，末欺脈てある。旧通憫および鎚押坑道は新立入坑道の上部約 20mに

あり ，その掘下りは水没したまと放置されている。 旧坑道地並以上はほ とんど採掘済

であるが，踏居における鉱況は良好である。 すなわち本所で，その部分から得た 1試

料を分析したとこ ろ，金 0.3 git, 銀 51g/t, 銅 5.87斧であった。

選 鉱 籟抑探絋坑泊から得た鉱石は手遥を行っており，精鉱品位は金約 2g/t, 銀

約 15g/t. 銅約 5-3:劣（平均約 85'b) であるといわれている 。 坑夫 ・ 雑夫 • 選鉱夫等は

合計 12名であるc

鉱産額および運搬 まだ探鉱中であつて一定の出鉱批がなく， 鉱イiは全音限饉広して

いる。 将来これを馬車で下野雷鉄玉生駅まで迎搬する計両であるというが，冬坦lの租

雪時および雨期の増水判には搬出困難てあろう。

鉱嚢その他 鉱山附近における母岩の変質はきわめて微弼であるところからみて，

多数の新鉱床または新たに 大鉱床の発見を予期することはできない。また現状から推

定せられる残存粗鉱醤はそれほど大きくはないが， なお新立入坑の説脈後，籟押探鉱

を進めて一度鉱量を即かめることが必要であろう 。

IL 3. 9 上滝鉱山

上施鉱山（栃木県採掘登録第 106号，八州鉱業株式会社）は塩谷郡蕨原町上滝，鬼怒

川右岸にあり，下野電鉄鬼怒川駅までの距離約 2.5kmの間には馬車を通すことがて
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きる。

沿 革 鉱床は古 く天保年間に発見され， その後しばしば小規模に探鉱，採掘され

たが，その後2,3の鉱業権者の手を経た後，昭和 13年 11月現鉱業権者八州鉱業合資

会社（東京市日本橋区江戸橋 1 丁 目 7 山叶 ピル 3 ~昔36号）の所有となり，探鉱を継続

してこんにちにおよんだ。

地 質 基盤は閃緑玲岩で， これを賀ぬいて第三紀の網粒白色石英料面岩 • 石英粗ー

面岩質凝灰角礫岩および緑色玲岩岩脈等が見られる。 いずれも多少の変質を蒙り，樅

かに硫化鉄が鉱染しているものが多い。

鉱 床 探鉱中の鉱床に硫化鉄鉱床と銅鉱床とがある。前者は鉱区中央部にあっ

て，石英粗面岩またはその凝灰岩中に胚胎した交代鉱床で， 鉱体の形はや と東西に延

びている。鉱石は交代作用の進捗程度のいかんによつて，それぞれ塊状，斑状または網

状を呈し， これらの各部分が不規則に混在して鉱体を形成している。 探鉱された範囲

の鉱体の大ぎさは東西の延長約 10m余，南北の幅約 8m,深さ約 lOmである。 厨岩

は著しく珪化作用および粘土化作用を蒙り，すこぷる脆弱てある。銅鉱床は鉱区東部—

にあつて， 石英粗面岩中の東西性の裂綽充横鉱床で，そのおもなものは山神露頭に発

見された製鵡鉱鉱床であって，探鉱された部分における延長約 40m,深さ約 50m,鎚

幅平均約 lm, 最大籟幅約 2.5m,平均鉱幅約 5cm,露頭部の鑓幅は約 60cm であ

る。傾斜はほとんど亜直てある。嬌は一種の粘土鎚で， 白色または淡緑白色の粘土中

に最大 30cm,平均 1cm またはそれ以下の直径を有する不規則椀状鉱が混在してい

るもので， 部分的に鉱石はやと脈状を呈 している。鉱石はおもに粗慇な方解石と勁銅

鉱および硫化鉄の緊合体からなり，石英はきわめて徹景である。 方解石はしばしば毬

顆状をなして渤銅鉱結品を囲んている。 勁銅鉱は時に径 0.5cmないし単独結晶とし

て産することがあるが，多くは径 2cm内外の小晶の不規則衆合体として産し， 黄銅

鉱結晶とともに密雑している。 時に赤褐色閃亜錯鉱を伴なうが微醤である。鉱石の粘

土に対する比は約 10分の 1である。粘土は白色絹雲母粘土であって，その両継は多少

変質しているが堅硬である。

探鉱および採描 硫化鉄鉱床は露頭下部から探鉱中であつて，坑道の延長は僅か 15:

m に過ぎない。銅鉱床は山神露頭下部約 50mの山腹から坑道を切り，附脈後鎚押を

するとともに切上りを設けて露頭附近旧坑と連絡させている。籟押坑道の西端に近く
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東西性の断層があつて， 鎚先を北方に転移させている。坑内はi勇水がやと多いばかり

でなく，鉱石採掘箇所は放骰すれば直ちに粘土の押出 しによつて埋没し，諸作業がや

や困難である。 また鉱区南東から北方および西方へ向けて，探鉱坑道を掘詔中であつ

て，2, 3の東西性小鈎 l限に逢沿している。 粘土を伴なう亜鎧鉛疏化鉄絋脈であるか，

鎚幅 2.30cm,鉱幅 5C111以下であって品位は低く， 探鉱の進歩を佼たねばその規模

を知ることはできない。

選鉱および鉱石品位 銅絋がは粘土中に混在しているので水洗を行い， さらに水簸

によつて拗銅絋に富んだ部分と硫化鉄に富んだ部分とに分別する。 鉱山側資料による

と，勁銅絋に富んだ部分の品位は次の通りである。

銅 25斧，銀 3.5g/t, 金 2g/t 

塊鉱および粉絋を本所で分析した結呆は次の通り である。

桔土から返別した塊鉱

粘土から洗出した塊鉱

金 (g/t)I銀 (g/t)I銅（劣）

2.3 1818 I 11.02 
1.0 1656 I 10.1s 

砒 U6)

1.86 

0.54 

Iア ン チ モ
ン（形）

5.93 

7.60 

これからわかるように， 鉱石の銅分は銀に富んだ安勁銅鉱に巾来するものであるこ

とが明らかである。またラサ工業に依頼分析した結果は次の通りであると いわれる。

硫化鉄に宮む部分の品位

平均品位

上鉱（塊鉱）平均品位
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未だ定産額がなく売鉱に至らない。使役中の坑夫 ・雑夫および遥鉱夫の合計は 13

名である。

その他 現状から推定される埋蔵鉱墓は少ないが， 硫化鉄絋 • 銅鉱ともに鉱石 と し

ては優良で， また坑内探鉱に よつて鉱量増加の見込がある。特にこの鉱山の銅鉱床は

地域内において，他に類例をみない種類に属するので， 速やかに鉱床の全貌を明らか

にして，将来の開発に資する必要がある と考える。

II. 3. 10 晃 北 鉱 山

晃北鉱山（栃木県採掘登録第 114号，石原利貞所有）は河内郡嬰岡村山中にあり，海
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抜約 900m である。鉱山現場からその南方の浅田開墾場まで約 15km の間は， 粗應

な山道を通ずるだけであるが， それから省線今市駅まで 9kmの間は良好な県道が通

じている。

沿 革 明治 38年頃小規模に採掘，売鉱されたことがあるが，その後久しく休山し

ていたので，昭和 12年 3月現鉱業権者石原利貞（東京都出田区吾嬬町東？ノ 6)がこ

れを買牧して探鉱を行ったが，現在はほとんど休業状態にある。

地 質 鉱山およびその附近の地質を分けて ， 下部から石英斑岩 • 石英粗面岩質緑

色凝灰岩および流状石英粗面岩ないし石英安山岩とすることができる。おもな鉱床の

母岩は石英粗面岩質緑色凝灰岩（一部釧粒白色石英祖面岩）であって， 鉱床附近ては母

岩の変質が著しい。

鉱 床 おもな鉱床は大山沢上流の石英質含銅硫化鉄鉱脈てあつて， 主として黄銅

鉱および黄鉄絋からなるが， 時に多量の閃亜鉛鉱および方鎧鉱の密雑随伴していると

ころがある。探鉱によつて 判明している鑓の延長は約 50m, 深さ約 20m, 鎚幅は平

均約 25cmである。籟の膨縮はや と著しい。

品 位 鉱山側資料によれば富鉱の銅品位は平均3-6%であるが，掘下りの部分に

おいてはより高品位であるといわれる。本所において上鉱と称せられる鉱石を分析し

たところ，次の結果を得た。

金 0g/t, 銀 17g/t, 銅 5.26姦，鉗0.03姦，亜錯13.9形

富鉱体の形状は未詳である。

露 頭 前記鉱床の北東方約 300mの地点に当り，含金硫化鉄石英脈の露頭があっ

て「天露頭Jと称される。石英斑岩中に胚胎し，その走向は N40°E,額斜は 60°SE,籟

幅は約 l1n,鉱幅は20-30cmてあが中石を挟む数枚の不規則， 堅硬な鉱脈であつ

て，仰かに黄銅鉱を伴なう。品位は銅約 l'?b, 金約 2g/tであつたといわれる。 母岩

は珪化作用によつて堅硬となつている。

探 鉱 大山沢上流の疑は鎚押坑道によつて探鉱され，その鑓押延長約 70m,掘下

り約 15mである。動力なし。

鉱産額および品位 大山沢の鎚における鉱産額は， 昭和 12年？月から昭和 13年 1

月末までに，粗鉱34.5t,精鉱27.5tであつて，そのうち精鉱 23.5tを日立鉱山へ売

鉱した。精鉱の品位は次表の通りである。
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年 月 i銀 (g/t) 銅(~ふ） 金 (g/t)

昭和 12年 6月 50.0 3.02 

7月 64.5 4.77 平均 2

8月 93.0 5.87 

その他探鉱が不充分て残存鉱批を推定することがてきないが， この稲銅鉱l木の—

般(l':J仰向として比較的多絨の亜鉛 ・鉗鉱石を伴なうものは， 下部へ向かつて銅品イ立炉

刑加する傾向があるので，特に下底への探鉱を進めておくことが好ましい。

IL 3. 11 河 内鉱山

河内鉱山（栃木県試掘登録第 2873号，隊田威雄所有）は河内郡盤岡村大字小百，浅田

開製北方約 2,5km,光北鉱山の北東にあり，開塾場まて約 4kmの間は辛うじて馬車

を通ずる。

沿革 昭和 12年 7月現鉱業権者諒田威雄（東京都中野区桃固町 26)の所有となつ

て開発されたもので，その後一時休山， 昭和 13年 10月ふたたび探鉱を開始してこん

にちにおよんでいる。

地 質鉱山附近はことごとく II詮緑色， 堅硬な石英斑岩からなり，鉱）よの母岩と な

つている。

鉱床 鉱床は含銅硫化鉄石英脈か らな り，現在発見，探鉱された鎗は ．？ 条であ

る。 1は渓谷左岸山腹に露出し，走向 N30°E,65-70°Eの傾斜を示す。 揺頸の籟幅

は約 10cmで，孔雀石を伴なう。露頭の下部約 60m の山腹から鋤抑坑道を堅ち，探

鉱中である。坑内における鑓幅は平均10cm,最大 15cm,引立の鏑幅は 1cm以下に

縮少する。 坑道廷長は約 70mである。 他は渓谷の右岸すなわち前記露頭の南万約

300mの所にあつて， N40°Eの走向， 75°SEの傾斜を示す。籟幅は約 4cm,著しく

粘土化作用を蒙り， 含銅硫化鉄鉱塊を混えた粘土籟となつている部分がある。

品 位 鉱山側資料によると鉱石の銅品位は平均銅 2-3露，最大 10姦であるとい

われる。本所において上鉱を分析したところ，金 4g/t,銀 10g/t, 銅 5.64寃である。

その他 さらに地表および坑内探鉱を進めなければ鉱量を推定することができない

が， 附近に大鉱床の存在は予期し難いようである。
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II. 3. 12~ 岡鉱山

翡岡鉱山（栃禾県試掘登録第 286号， 日高見鉱業株式会社）は河内郡豊岡村穴沢にあ

り，鉱山から省線今市駅まで良好な県追を通ずる。

地 質 鉱山および附近の地質は流状石英粗面岩ないし石英安山岩であつて， 広範

tこ亘り著しく変質している。

鉱 床 鉱床は含銅硫化鉄鉱脈であつて， たまたま仰少抵の方鉛鉱および閃亜鉛鉱

を伴なう。石英を脈石とするが， その巌はi虹少である。探鉱中の並行鎚は 4条である

が， そのうちで鉱況の良いのは 2条であって， 他は硫化鉄だけからなるビリ領であ

る。比較的優勢な鎚のうち判明している部分の延長 ・深度等を表記すると次の通り。

籟

1
 
2
 

名 j延長 （詞）1深度 (m)I鎚

号 （｛反称） 約 28 約 10

号 (11), 1118 ― 

輻 (cm)j 傾

40-5 

1 

斜

75-60°WN  

70°WN  

籟の膨縮は甚だしく， 1号鎚において膨脹している部分は銅品位が比較的良好 （銅

10:3r; といわれる）で，鎧 • 亜錯を伴ない「直り」を形成する。その延長は約 10m で

あるが，他の部分はほとんど稼行に堪えない。

探鉱 並行鎚の北西方山腹から通洞を穿ち，同地並およびその約 9m下位の立入

ならびに鍵押坑道によつて探鉱中である。現在鉱況の良い 1号および 2号鎚に探鉱の

主力を注ぎ， 2号鎚の富鉱体はほゞ採掘済である。通洞坑準より約 18m上部， 1号

鎚の南方約 40mの鉱脈を鎚押探鉱したところ旧坑「旭坑」に逢滸したが，坑内が崩底

しており入坑不能である 。 動力設備なし。坑夫 ・ 雑夫 • 選鉱夫合計 20 名である。ま

だ一定の出鉱量に達しないため売鉱に至らない。

その他 鎚押探鉱によつてさらに膨脹した厚レソス｀｀状富鉱体を発見する可能性はあ

るが，著しく規模の大きなものの存在を予期し難いようである。

IL 3. 13 男鹿鉱山

男鹿鉱山（栃木県試掘登録第 313号，玉成鉱業株式会社）は塩谷郡三依村中三依にあ

り，県道から平沢に冶つて山道を約 2kmほど遡ると現場に達する。平沢入口 から南
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方へは， 鬼怒川温泉を経て省線今市駅に通ずる良好な県道があ つ て， 自動車を通ず

る。 鉱山附近の山貌はや¥峻である。

ん口̀．‘ 革 昭和 10年から 11年まで男鹿鉱山会社で稼行し，銅鉱約 40 車を足尾• 日

立・靡/II倉の諸鉱山に売鉱したことがある。同12年 1月鉱業権が玉成鉱業株式会社に

移譲され，選鉱設備を整え， 探鉱 ・採掘に従事，合計約 235tの鉱石を日立鉱山へ売

鉱した。同 13年 9月暴風雨のため，坑内外の崩壊が甚だしく，連搬路全く 底滅し，か

つ当時の鉱況が全然良くなかつたらしく，同年 10月遂に休山してこんにちにおよんで

いる。

地 質 地質は下部は前ll粒石英粗面岩であつて， 上部はこれと漸移する緑斑駁灰岩

または凝灰質石英粗面岩である。 いずれも珪化作用または緑泥石化作用を蒙り，微量

の硫化鉄が鉱染している。

鉱 床 鉱床はほゞ東南東へ 30°以下の緩傾斜で横臥している含銅硫化鉄鉱脈から

なり ，そのところどころが著しく膨脹し， 母岩を交代して中石を混えた厚レンズ状富

鉱体を形成する。従来採掘したのはか＼る富鉱体だけであつて，仙の部分は厚さ10cm

未満の含銅率の低い硫化鉄鉱脈であるから，これを放棄した。鉱）禾の上部，すなわち

1番抄および 2番坑上部には方鉗鉱および収J亜錯鉱を伴なう。坑内の崩段が甚だしい

ため，入坑して観寮 するこ とができたのは， 3番坑（大正坑）および．？番坑の一部だ

けであるが，同鉱山で過去の採掘によつて知られた，贔録を総合すると ， 前記の富鉱休

は 6条であって， その半ばは採掘済である。次に各富鉱体の規校を表記する。

( 
1 番坑の鉱体

3 番坑の鉱 体

3番坑（大正坑）中段の鉱体

3 番坑（大正坑）の鉱体

3番坑掘下リ 途中における鉱体

3番坑掘下リ 60尺における鉱体

鉱 床 最大厚 (m)

不

1.0 

0.6 

0.5 

0.1 

0.45 

明 採

未

採

未

掘

II

採

掘

採

II

済

揺

済

揺

直 径 (m)

10士？

10士

不明

30土

不明

fl 

鉱脈の傾斜は緩やかであつて，ほとんど 50以下の部分だけ富鉱体が存在することが

署しい事実てある。

品 位 富鉱体から得た粕鉱のうち，並鉱の品位は銅約9-8斧，上鉱の品位は銅約
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14筵平均銅10疹であるといわれるが，その試料をうることはできなかつた。

採掘 鉱床は上部から 1番坑 ・？番坑および 3番坑（大正坑）で開発され，各坑道

は坑井で連絡している。 また最下部に探鉱の目的をかねた通洞坑を掘蒻しているが，

延長約 50mで放棄した。各坑遣の延長および上下間隔は次表の通 りである。

坑 追ゞk 延 長 (m) 上下間隔 (m)

1 番 坑 約 90 約 20 

2 番 坑 // 80 // 100 

3 番坑（大正坑） ff 230 ff 50 

通 洞 坑
” 

50 

手掘で富鉱体を抜掘りし，採掘鉱石は石油発動による比墾選鉱を行つているが，現

在これらの諸設備はことごとく取り外している。冬期間は籾雪が深く，また雨期には

山道崩壊が甚だしく，鉱石の搬出には相当の困難を伴なうようてある。

鉱蓋その他 判明した範囲の未採掘富鉱体の推定粗鉱量は非常に少ないが， ビリ籟

に沿つた鎚押，および下部への竪入探鉱によつて， 類似の富鉱体が発見される可能性

はある。

IL 3. 14 銅蔵鉱山

銅蔵鉱山（光坑：栃木県試掘登録第 3423号，本坑 ：栃木県試掘登録第 2857号および

第 2901号，小林鉱業株式会社）は上記の相隣つた 3鉱区からなり，楊西川の支流白滝

沢およびヌーム ラ沢流域を占め，その総面秩は 200万坪である。鉱山附近の海抜は約

800-1,000rn, 山貌はやと瞼しい。鉱山事務所から川治温泉まては約 20km,途中関

門 （男鹿）I]と楊西川との合流点）まて約 16kmの間は人馬を通ずるだけで，交通すこ

ぶる不便であつたが， 前鉱業権者朴春舜によつて道路が改修され，冬期租雪時を除い

ては牛馬を通ずるに至った。関門から川治温泉を経て下野電鉄森隙駅までは l、ラック

を通ずる。現場から鉱山事務所まで 1km足らずの間は人路を通ずるだけである。

沿 革 本鉱山は明治年間から栃木県高根沢の者， 宇津権衛門によつて稼行され，

同33-34年頃盛んに銅を出したが，その後久しく放置され， 昭和 12年に朴春葬が鉱

業権を得て，前記 のように道路を改修し，各坑の取助け，探鉱に従事して，坑夫 20余
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名を使役し， やや著しい富鉱休を発見，採掘したが，その後鉱況不良となり， 売鉱す

るに先立つて，昭和 14年 4月現絋菜権者小林鉱業株式会社（東京都中央区丸の内 2丁

1-1 -~ 番地丸ビル八階）に揺渡するに至つた。 その後探鉱が継続されたが，未だ鉱況が

如砿しないままで遂に昭和 15年 6月(!,山しこんにちにおよんでいる。

地 質 鉱山および附近は秩父・1!1生屈， これを賀ぬ く花糊岩および第三紀の石英祖

而岩項からなる。秩父古生屈は主として1布板岩 からなり， 珪岩および石灰岩を混え

る。 走向は NE-SW,南東方に忽斜し，地域の北西部に発達している。 花滴店は地域

内の中央部に分布し， 中粒角閃石黒雲母花滴岩に属する。石英粗面岩類は数t灰角礫岩

質石英粗面岩およびこれを賦ぬく廂/11粒石英粗面岩からなる。 主として地域内の南東部

を占め，鉱床の逓鉱岩となっているようである。

鉱 床 鉱床は浅熱水性銅亜鉛鉱床に属し，脈状またはレンズ状を呈して前記各岩

中に賦存するが，その最も顕著なものは光坑における石灰岩中のもの， および本坑に

おける花糊岩中のものである。本坑南東方の山神坑におけるものは，凝灰角礫岩質石

英粗面沿巾に賦存 しているものて規模は大きくない。事務所対岸の旧坑を瑕明けたと

ころ，石英祖面岩質掘灰伯礫冶lドに鉱脈を発見したが， その規模はきわめて小さく 稼

行に堪えない。次に各坑における鉱床の状態を記す。

光坑鉱床：光坑鉱床はほゞ辟Ill粒石英祖面岩と 古生阿 との炭界に沿つて， 石灰岩を脈

状に交代して生じた亜鉛銅鉱床であって，走向 N50-60°E,石灰店の走向に沿つて東

南に 50-45°で傾いている。現在わかつている鎚の延長は約 50m,洗さは約 35mで

ある。鎚の膨縮はきわめて著しく ，最も膨脹している窃鉱体の部分は幅 3mに達する

が，その両端は尖滅して鑓先を探るのが困難である。鉱石は主として収l亜鉛鉱 ・磁硫鉄

鉱 ・黄鉄鉱および寅銅鉱からなり ，饉かに方鉛鉱を伴なう 。 富鉱体は特に閃亜錯鉱・

磁硫鉄絋およ び寅銅絋に富み，その割合は閃亜鉛鉱30劣以上， 黄銅鉱6翠磁硫鉄鉱

25斧以上に達することがあるが，富鉱体以外はほとんど英銅鉱および閃亜鉛鉱等を含

まない含硫化鉄石英脈（緑泥石を伴な う）である。 この部分の硫化鉄の含有蛋は 5彩

以下である。富鉱体の領全体に対する容核比は約 20彦である。鉱化作用の順序は必ず

しも一定していないが，大体緑泥石 ・ 黄鉄鉱 ・ 黄銅鉱と磁硫鉄絋 ・ 閃亜錯鉱• 石英の

) 1l(i序である。

本坑鉱床 ：本坑鉱床もその性状は光坑鉱床とまつたく同様であるから説明を省略す
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る。鉱脈は細粒石英粗面岩に賀ぬかれ， これに接する花箇岩中に賦存する。現在わか

つている延長は約 30m,深さは約 20m である。富鉱体はその鎚幅約 2m,全体に対

するその容租は約40%である。

山神坑鉱床 ：山神坑鉱床は塚灰角礫岩質石英祖面岩中に胚胎している含亜錯銅鉱脈

である。わかつている延長は約 8m,富鉱体を除いた平均緩幅は約 25cro, 富鉱体の鎚

全体に対する容秩比は約 20路その疑幅は約 1.5mである。 鉱石は主として黄銅鉱

からなり ，樅かに閃亜錯鉱を混え，ほとんど磁硫鉄鉱を含まない。

鉱石品位 鉱山側資料によると光坑宮鉱体から出た鉱石の品位は次表の通り。

銅

約

約

一

準

準

坑

坑
m

m

 

0

5

 

6

3

 

光

光

Yt I亜鉛銘 l鉛

5 糸勺 15-17 

5 約 15

o, 
,o 

約 5-3

約 3

銀 g/t

約 100

約 200

金 g/t

1

1

 
勺↓か

勺々か

探鉱・採堀 光坑鉱脈は山腹露頭上部からそれぞれ光坑 ・ 光 20m 坑 • 光 35m 坑

および光 60m坑等の疑押坑道によつて探鉱され，宮鉱体はほとんど採掘しつくさ

れ，現在の引立では鑓先が尖滅しているばかりでなく， 最下部すなわち光60m坑で

は，上部における鉱脈の延長と推定される部分においてすら， 全 く鉱脈を発見するこ

とができない。本坑の鉱脈は河水面上約 3mの高さから鑓押坑道を詔ち探鉱され，宮

鉱部を採掘し終りさらに籟押探鉱を続けたが， 鉱況が悪く 鋸先が遂に尖城した。山神

坑鉱脈はまだほとんど探鉱されておらず， 露頭がなくその規挨も小さい。これらの状

態から推定すると各鑓の間に相互の迎絡がなく，探鉱が困難である。

出鉱蛋 現鉱業権者はほとんど出鉱していない。前鉱業権者 によつて昭和 13年度

までに光坑から 150tほど出鉱したが， そのほかのことは詳らかでない。 本坑の状況

からみると，同坑からも約 108t内外の鉱石を出したようである。

選鉱 手選を行っている。

運 搬 現場から事務所まで人背により， それから馬車により東武電鉄癖原駅まで

搬出する。

その他 この鉱床は前述のように連続性に乏しいから探鉱が困難であるが， 各宮鉱

体の品位が比較的良いので， 現在知られている富鉱体とほゞ同規模の富鉱体が集まつ

ている部分をみいだせば， 稼行に堪えるであろう 。この ような富鉱体存在の可能性は
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光坑における石灰岩に沿つて最も大きい。 もしその部分においても，なお新富鉱体を

発見することができなければ， 仙の部分ではさらに発見の可能性は少なく，この鉱山

の稼行(il!i値は非常に少なくな るようである。

〔附 記〕 事務所前の鉱床は石英粗面店質板l火角礫岩中の NE-SW性の裂雛を充た

した銅鉱脈である。 媛押延長 （旧坑を取卯け，また坑道を処々拡げている）は約 50m

におよぶが，なお籟幅はきわめて狭く鉱況 も應かつた。一般に図幅地域ではこの鉱脈

と田：岩を等しくする鉱脈は発達が不良である。

II. 3. 15 中 の沢鉱山

中の沢鉱山 （栃木県試掘登録第 2907号， 鈴木粕次所有）は塩谷郡三依村男鹿川支流

中の沢の上流にあり， 洵抜約 1,000m,附近の地形はやい瞼しい。現場から中の沢沿

いに中三依部落まで約 5,000mの間は， 人道が通 つているだけである。 特に途中の

地恵までは，道路不完全でかろ うじて歩行しうるだけである。 中三依から以南は東武

電鉄隊原駅まで自動車を辿じうる。

沿 革 この鉱山は卯治 25年 5月頃宇郡Hの｝妙膳惣兵術によつて初めて探鉱，開発

されたもので，大正7年から同 9年頃まで出鉱， 「l立に克鉱した。その後久 しく 休山 し

ていたが，後横浜の鈴木精次が鉱業権を得て，爾来約 13年間に宜つて坑）ぐ数人を使）IJ 

して探鉱を続行したが，売鉱に至らなかつた。11:l和 13年 9月， 遂に鉱況が余り挽同 し

なかつたことと洪水とのために休山のやむなきに至り，そのまま現在におよんでいる。

地 質 地質は石英粗面岩質凝灰角礫岩 ・緑斑凝灰岩質石英粗面岩および荊ii粒石英

粗面岩からなり ，互に相漸移する。 鉱脈は前記各岩石中に賦存し，特に母岩によつて

選択的に発達することはない。

鉱 床 鉱床は厨岩中の裂葬もしく は断層角礫を充たした石英銅鉱脈であって，両

盤と鉱脈との疫界は判然としている。 鉱石はおもに黄銅鉱および黄紗溜、からなり，石

英を}!If<石とする。現在知られている鉱脈は 2条の並行脈であって， その走向はほぼ

E-W, 北方または南方に愁斜する。南のものを 1号鑓，北の ものを2号鑓と仮称する。

その殿知の大きさおよび品位は次表の通り。
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鎚

1

2

 

名

号綴

号鎚

延長(m)

約 30

約 90

平均鎚幅 1 富鉱部幅 1富鉱部延長
(cm) (m) 合計 (m) 富鉱部品位

約 5-6 約 1.0 約 7-8 I Cu 5-3 JG 

約 5-7 約 1.5 約 15 Cu 5-3 JG 

富鉱体は断層角礫状部分を充たした部分に限られ，富鉱体以外は品位が低くて鉱幅

が狭く，ほとんど稼行価値がない。

探 鉱 1号鎚は 5番坑道により， 2号鎚は 3番坑道およぴ 1番坑道によつて鎚押

探鉱をしたが，交通の便に恵まれていないことと富鉱体が少なかつたこととで， 放置

されたままこんにちに至っている。

選鉱 鉱石は手選で分別し，籾鉱はカマスに詰めたま,.20-30tほど貯鉱して

ある。まだ売鉱したことはない。

その他 立入および鑓押によつて，さらに大きな富鉱体を発見しなければ， 交通が

不便であることと鉱床の規模が小さいこととのために，開発がなかなか困難である。

II. 3. 16 白倉 鉱山

白倉鉱山 （栃木県試掘登録第 3072号， 東晃開発株式会社） は塩谷郡三依村字芹沢に

あり， 鉱区は芹沢の南北両側に跨つている。現場から東武電鉄葬賑釈まで約 25kmの

間は，緩仰斜降り勾配の自動車道を通ずる。現場の洵抜は約 700mであるが，附近の

地努はそれほど急峻ではない。

沿 革 この鉱山は昭和 15年 4月初めて現鉱業権者東光開発株式会社（宇都宮市旭

町 1ノ3426ノ 1)によつて開発されたもので，爾来探鉱を継続してこんにちにおよん

でいる。現在坑夫4名を使役している。

地 質花尚岩が地域の大部分を占め，こ れを貰ぬく石英粗面岩岩脈が NNE-SSW

または N-Sの方向に走つている。鉱脈附近の母岩は緑泥石化作用を裟つている。

鉱 床 鉱床は石英銅鉱脈に属し，主として賀銅鉱および寅鉄鉱からなり ， しばし

ば方鉛鉱および閃亜鉗鉱を伴ない， 石英を脈石とする。 2号鎚は方錯鉱および閃亜鉛

鉱に富む。鉱脈は主として花尚岩中に賦存し，判明しているおもな鎚は 4条あり， 走

向はほゞ N-S,似かに東へふれている。東のものから順次1号鎚 .2号鎚および 3号
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鎚と称する。 次表にその延長 ・深さ等を示す。

伽_,

＇ 

,_、n
 

ーc
 

与
上
↓平（

 
幅

一
鎚

さ

in
 

想，
 

-1
 

（
 

束.1 
一
回長延一ー名鎚 考

南方の鎚 約 150(予想） 約 30 5-6 

1 一屯., 籟 11100(1/) If 20 10 l立入に よリ
／鉗頭下部探

2 一屯勺 鎚 1/ 150 ('I) 'I 40 l不現在詳鉱況はす こぶる 悪い 鉱中

3 J弓コ． 領 /'I 2D0 ('I ) / I/ 70 I 北方屈初頭 0.3-0.5南方
はき わめて狭い

緩幅および鉱幅の膨縮が甚だしく， 鉱幅 1cm以下のことが多い。

品 位 各緩の比較的高品位の部分を採り分析（日立鉱山および足尾銅山）した結累

は次表の通り。

- /-t-) I ------
縫 名 I 金 (g/t) I銀 (g 銅（鉛）

1 _a 弓▲ 鎚 痕 跡 61.0 5.71 

” 33.0 5.52 

り’ 205.2 11.43 

2 ーロザ 鎚 0.5 88.0 2.71 

痕 跡 15.0 1.50 

0.7 154.0 4.74 

3 _,＇） -,_ 籟 痕 跡 11.0 2.50 

，I 294.0 6 07 

グ 49.0 2.89 

売鉱 未だ一定の産額を示さず，鉱石は日立および足尾へ試験売鉱しただけであ

る。

その他 鉱床は小規模のようであるが， 緩の走向は規則正しく， 品位が比較的高い

だけでなく ，地の利を得ているので，立入および縫押探鉱を進め，富鉱体を発見して

開発に努めるのが適当である。

II. 3. 17 東照鉱山

東照鉱山（栃木県試掘登録第2974号， 渡辺昇太郎所有）は塩谷郡豊岡村北西端， 日
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疇薙山東南麓海抜約600mの地点にあり，現場から約 500mの間は人馬道を通

ずるだけであるが， それから盤岡村字高畑まで約 4kmの間は馬車を通じ，さらに今

市町まで約 5kmの間は自動車を通じ路面が比較的平坦てある。

沿 革 約 23年前，すでに村上六郎によつて銅鉱として採掘されたことがあるが，

後永らく休山状態を続け，最近手塚某により幾分試掘を行ったが鉱況が思わしくなく，

昭和 14年初め現鉱業権者渡辺昇太郎の所有となり，同年 6 月 から操業を開始， ,~, 下

探鉱を継続中である。

地 質 附近の地質は下部から上部へ次の屈序を示す。 すなわち流状石英粗面岩ま

たは石英安山岩，角礫状澗粒石英祖面岩， 礫岩状または角裸状石英粗面岩質凝灰岩で

あって，各岩屈は上下に相漸移している。鉱床に接した母岩は著しく珪化作用および

緑泥石化作用を紫り軟弱である。推定断簡が 2本あり，走向は NE-SW,いずれも東

落しである。

鉱 床 鉱床は前記石英粗面岩類の火山活動に関係のある浅熱氷銅鉱床であつて，

前記各岩石中に細脈状，厚レソズ状またはポケッ ト状鉱体として賦存する。 富鉱体ぱ

ほとんど角礫状または礫岩状石英粗面岩質凝灰岩中に限られて賦存し， その形状はお

おむねポケット状である。現在知られている富鉱体の数は 8個，その多くは短径 30-

50 en,, 長径 l-3mであるが，角礫状石英粗面岩質凝灰岩中にあるものは最大長径

5n,, 短径 3mに逹する。各富鉱体の問隔は不定であるが， 上記凝灰岩中では芋蕊状

に相連なって産出する傾向があって，鉱脈は宮鉱体間の連鎖をなし， その方向はほゞ

NE-SW, 仰斜は韮直または 75°E である。た ゞし第5号坑内には 1つの例外（走向は

N45°W, 傾斜は 75°SW前後）がある。鉱脈はしばしば無価値の粘土鏑に移化し，そ

の連続性も著しくない。 鉱石は磁硫鉄鉱および黄銅鉱を主とし，時に位かの方鉗鉱お

よび閃亜鉛鉱を混え る。 磁硫鉄鉱および数銅鉱の量の比は一定していない。 5号坑西

南端引立におけるよ うに， ほとんど磁硫鉄鉱だけからなる鉱石に移化することもある

が，平均銅品位はおよそ 6.7姦で比較的良好である。銀は方錯鉱と伴なって肱し，最

高 1,000分台の品位をなしていたといわれる。

探鉱・採掘 帰初露頭探鉱を行ったが， 現在各鉱体は籟抑探鉱坑道および立入探鉱~

坑道によって探査中であって， その坑道の上部から順次に 3号坑 .5号坑 .2号坑 ・

6号坑と称している。 最上部坑と最下部坑との高低差は約 60mである。前述のよう
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に富鉱体相互の連絡は不明瞭で， 仰かに粘土領を辿つて新鉱体の発見に努めている。

そして現在鉱況が最も好いのは 1号坑の籟押南西引立てある。 まだ定産額を示してい

ない。

鉱量その他 現況からみると確定鉱景の少ないことはもちろん，仮に埋蔵雷鉱体が

闊知のものの約 5倍あるとしてもなおその鉱鼠は決して多くない。 したがつて当分探

鉱に主力を注ぎ， ポケ•ノト状鉱体の大な るも のの発見に努める のを適当と考える。 そ

してこの探鉱には露頭探鉱と粘土鎚を辿る鑓抑探鉱， 特に採岩状または角礫状石英粗

面岩質凝灰岩中の探鉱をなすのが適当であろう 。

II. 4 鉛亜鉛鉱

地域内の錯亜錯鉱は産状によりこれを 4種に分けることができる。

A. 銅 ・鎧 ・Illi名作の鉱脈で石英を）JI訂l:iとする浅熱水鉱床に属するもの。 第三紀の石

英粗面岩類の火成活動により生成されたものである。その性状は銅鉱Bに頴似し，下部

へ向かつて銅鉱が漸J曽する傾向がある。品位が良好なものが多く，多贔の銀を伴なう 。

B. 花湖岩中の錯• 亜鉛の鉱染交代鉱1禾。 同じく第三紀の不英籾面岩厨に よる鉱化

作用の結果生じたものである。鉱体相互の辿絡性に乏しく探鉱が困悦ff:である。 鋲を含

む。

C. 古生層の石灰岩に伴な うスカルン鉱床。おそらく 花箇岩逃入と成因関係を有す

るもので小規模である。

D. 山裾に堆放した崖堆中に鉱拠として賦存しているもので， そのなかに高品位鉱

を混えるが，まだその地山が詳らかでない。

鉱山開発状況 鉱山は地域内に散在し，金山地帯に較べていずれもや と不使な地点

にある。開発の歴史の比較的新しいものが多い。 天上沢鉱山 (A)が最大であり，中三

依 (B)・滝頭(A).第 1塩原 (A)および第 3塩原 (C)の各鉱山がこれに次ぎ， 高林

(D)および竜ケ沢 (A)の両鉱山は探鉱中であって， まだ定産額を示していない。これ

ら各鉱山による精鉱年産額は約 260tである。

鉱山の将来性 探鉱の困難な 1,2の鉱山を除いては，いずれも開発の端緒について
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おり，探鉱によって埋敲鉱量が増加する見込も多く， 将来開発に期待されるところが

大きい。特にA型の鉱床は本地域内鉱床の通性として，下部は銅鉱に漸移する傾向が

ある。

II. 4. 1 天上沢鉱山

天上沢鉱山 （栃木県採掘登録第 42号，玉成鉱業株式会社）は塩谷郡玉生村東荒川上

流鳥羽の楊西方 1kmの山谷の間に位し， 海抜約 600mである。下野鉄道玉生駅から

鉱山まで約 14km,途中鳥羽新田まで約 8kmの間は辛うじてトラックを通じうる

が，それから鉱山までは起伏の激しい馬車道を通ずるだけである。雨斯には東荒川の

氾濫により，交通が杜絶することが多い。

沿 革 古く徳川時代初期に創業されたもののようで，大正年間にはいつてから 3,

4の鉱業権者によつて探鉱，開発され，旭坑上部から相当多量の亜錯鉱を採掘し， 独

逸商会に販売したが，掘下りにより次第に銅鉱を混えるに至り， 選別銅鉱としてその

採掘鉱石を日立鉱山に売鉱した。 またその間選鉱場等を設罷し，一時股盛をきわめた

が，大正 9年の銅価暴落によって休山， 昭和 12年再開，同13年玉成鉱業株式会社が

これを所有し，専ら旭坑による採掘および探鉱を行いこんにちにおよんでいる。

地 質 鉱山および附近の基盤は祖粒花商岩およびこれを貰ぬく石英粗面岩であつ

て，鉱山北方にはこれらを被毅して高原火山浮石流および熔岩が広く発達 している。

鉱 床 鉱床は含銀石英錯亜鎧鉗絋脈からなり， 母岩は石英斑岩および花箇岩てあ

る。両盤および中石は甚だしく緑泥石化され脆弼である。 5条の並行鎚があって， そ

の走向は N30°E,領斜は 70°SES内外，北方からそれぞれ 1号縫 ・旭鑓 • 山神鎚 .4 

号鎚および 5号鍵と呼ばれる。 開発された部分における各緩の規模および鏑間隔を表

記する と次の通り （次頁）。

旭鏑は現在その探鉱および採掘に主力が注がれているもので， 鉱山の代表的の鎚で

ある。 規則正 しい数枚の鉱脈からなり，籟幅の広い部分では鉱脈がやと網状を呈す

る。各鉱脈の鉱幅は平均約 3-4cm である。鉱脈生成と相前後して，著しい粘土化作

1'1Jおよび走向断層生成作用を蒙り ， いわゆる粘土鉱および粉鉱を生じている部分があ
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鎚 名 ！ 延長 (rn) 深 度 (m) I平均鑓幅 (m) I卿瞬 (rn)

万屯 籟 約 90 約 5 I籟幅約 50-15
'I 25以下

I 約 20 

旭 籟 I，I 
籟幅約 50

270 I 111:l歩uゾ、ーし 糸勺 50 I グ 10-15 

” 
65 

Iii 神 籟 I, 70 

不朋 II 
約 1以下

I/ 140 
4 万ロ が誕マ f/ 120 ，I 3 

” 
40 

5 号 鎚グ 120 5坑追以下 約20 ，I 3 

る。 鉱石は含銀方鉛鉱 ・黄銅鉱およびこれらに随伴する硫化鉄鉱からなり，石英を脈

石としこのなかに鉱染状または網脈状をなして賦存する。 いわゆる粘土鉱は中石から

変質した粘土と前記硫化物の微粒との混合物である。

採掘および探鉱 現在おもに探鉱 ・採掘を行つているのは， 旭鑓および 1号鎚の一

部である。すなわち旭鎗ぱ領抑 210mに達し，その西方銹先は切上りに より探鉱，採

掘され， 上部は 3 号坑 • 新 3号坑の立入坑追 下部は昭和坑の立入坑道に よつて探鉱

されている。また 1号鎚は 1号坑およ び新 1刃坑によつて籟押探鉱中である。しか し，

休山中坑内が崩壊したま口瑕明け木了の旧坑が多い。 すなわち 3号坑 （旭坑上部の鑓

押）・山神坑 （山神祗および旭鎚への斜め'J.r入 ）および 4号坑が これである。 現在稼行

中の坑道総廷長は約 1,280m,I日坑道を合すれば約 1,365rnである。坑大:. 遥鉱夫 ・

雑たの合計は 6()名である。手掘上向陸段法により探鉱し，動力設イ1iiiはない。

選鉱 椀鉱は手選により鉗亜鉗鉱および銅鉱に分別し，前者は細倉鉱山へ，後者

は日立鉱山へ売鉱している。 粉絋および粘土鉱は水洗の後，手逆によつて鉱石粒の多

い部分を取り出してい るが， さらに微粒鉱石を混えた粘土鉱は遥鉱が困難なためにそ

のま り杷絋してい な 本所で上 1号坑の比較的品位良好な粗鉱を分析したところ次の

鮎果を得た。

金 (g/t)

゜
恨 (git)

17 

銅 （劣）

2.2 

産合 (J~) 亜鉛（劣）

2.35 14.20 

鉱産額 昭和 12年度における粗鉱年産額ぱ約 350t,精鉱年産額は約 200t,そのう
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ち鉛亜鉛鉱は約 150t(銅 3.8疹，鉛 12疹，亜鉛21翠銀150g/t 昭和 21年度），銅

鉱約 50t(銅約 7-8斧以上）であつて，産額漸増の節向がある。

鉱蚤その他 推定粗鉱埋戟巌は多くないが， 鉱況は良好で探鉱進捗とともに鉱誠は

増加の見込があり， 大いに坑内探鉱を進める必要がある。特にこの種鉱床は下部に向

かつて銅鉱に移化する傾向があり， その移化点の深さは探鉱によって確かめるべきで

ある。要するにこの鉱山は幼年期にあって，将来性に宮むようである。

〔附記J

蹂山 天上沢鉱山の西方約 3.5kmに当り，峯を距てて鉗山 （栃木県試掘登録第

3041号，同一鉱業権者所有）と称する旧坑がある。かつて土法により採掘，鉱石をそ

の場所で吹分けた形跡がある。山腹から立入 128mで浩脈し， 60m ほど鎚押をした

が，そのまょ放棄したものである。 鉱床は変質程度が比較的微現で，堅硬な石英斑岩

中に胚胎した鉗亜鉛石英脈からなる。鎚幅約 1-0.5m,中石を挟んているため鉱幅の

合計平均30-20cmである。鉱石の性状は天上沢とほゞ同様であるが，黄銅鉱の含塁

はきわめて少ない。引立における鉱況は良好で， さらに延長方向および深さの方向に

なお存続するものと推定される。探鉱価値があると考えられる。

II。 4.2 中 三依鉱山

中三依鉱山 （栃木県試掘登録第 2871号， 大和産業株式会社）は塩谷郡三依村大字中

三依，男鹿川の河畔に位する。男鹿川およびその下流鬼怒川に沿つて自動車を通ずる

ので，今市町 ・省線方面への交通は至便である。

沿 革 古く 明治時代から稼行されたことがある。 その後 1,2回鉱業権の移動があ

った後，昭和 13年 10月日本産金株式会社がこれを誼り受けて事業に陪手し， こんに

ちにおよんでいる。昭和 14年 2月この会社は改名して大和産業株式会社となった。

地 質 地質はや\錯雑しているが，要約すれば基縮をなすものは粘板岩 • 角岩・

頁岩の互層からなる古生｝習およびこれを貰ぬく花尚岩であつて， 主として地域の西方

および南方を占め， これを骰骰して石灰岩質礫岩が仰かに露出している。東方および

北方には， 第三紀に噴出した稲lll粒石英粗面岩および石英粗面岩質凝灰佳礫岩が広範に

互つて分布し， さらにこれを貫ぬく石英斑岩の小岩脈が見られる。
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鉱 床 鉱床は多種であるが， すべて前記石英粗面岩頴の噴出に関係あるものであ

つて，そのおもなものは，花滴岩中に賦存している鉛 • 亜錯の交代鉱床である。 疇

によつて判明している鉱体はボケッ ト状のものが 1個であつて，その大きさは延長約

JOrn, 幅約 8n1, 深さ約 15mである。著 しく緑泥石化された粗粒花岡岩を交代 したも

ので，交代作用進捗の程度のいかんにしたがつて塊状 • 網状鉱となり，その周囲は採

-i/il[に堪えない鉱染状絋石を経て母岩に移化する。鉱床からや立離れた部分では，

はその変質程度が微弱で堅硬である。

同岩

鉱 石 前記交代鉱床の鉱石はおもに方錯鉱およひ収J亜鉛鉱からなり， 時に性少蓋

の貨銅鉱および黄鉄{fitを共生する。

ころ，次の結果を得た。

本所で富鉱部から得た代表的な鉱石を分析したと

金 (g/t) 銀 (g/t) 八
口

ム
担 （劣） 亜鉛 Ut) 

0.3 729 3Cl.66 15.7 

探 鉱 探鉱は露頭上部から下部へ向い， Jlj(j次に 3番坑 ・ゲ爵坑.1番坑（通洞坑）・

大和坑（通洞坑と同坑準）および下 1番坑における坑逍によつて行い， 第 1の鉱体をほ

ぽ採掘したので， さらにその北東方，南西方：および下部へ探鉱維続中であるが， 未だ

第 2の鉱体を発見するに至っていない。坑迅のおのおのの延長は最大のもの 50m,最

短のもの 4m,3将坑と下 ］芥坑との亜直間隔約 25m てある。動力設f1iilなく，鉱）;:-

雑夫 • 選鉱夫合計 32人を使役して坑内外の作業に従事させている。

選鉱および鉱産額 鉱石は手選により精鉱および粗鉱に， 祝絋はさらに塊鉱および

粉鉱に分別する。精鉱の粗鉱に対する霊巌比は約 15分の 1, 塊鉱の粉鉱に対する重景

比は約 3分の 7である。そして粗鉱は貯絋し，精鉱は昭和 13年度には前11倉鉱山へ lOt,

昭和 14年度には神岡鉱山へ約 20t売鉱した。最近3年間に花岡岩中の交代鉱床から

罪掘した鉱石の粗鉱および精鉱品位は，次表の通りである。

鉱

―
精

粗

石 I
鉱

鉱

鉛 (JG)

40 

10-15 

亜 鉛 (fG) 銀 (g/t) 

30 

10-15 

45 

20-30 

また昭和 15年 7月における同じく手選鉱石の分析 （細倉鉱山）の結呆は次表の通り 。
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金 (g/t) 銀 (g/t) 銅 （？る） 亜鉛 (Jb) 鉛 （劣）

痕 跡 796 痕 跡 9.65 24.55 
If 480 f/ 18.26 25.20 
，I 272 ，I 18.39 17.25 
，I 482 ，I 16.69 21.99 
，I 386 0.62 17.19 22.13 
，I 951 0.31 11.65 32.80 

また昭和 14年楼械比重選絋設備を設計中であったが， 昭和 15年初めこの設備完成

し，石油発動による楼械の連転を行い．渓鉱試験を行つたが成猿すこぶる不良で，ほ

とんどその実績を挙げるに至らなかつた。

運搬迎搬は鉱山から省線今市駅まで約49kmの間は 1、ラックによる。

その他 鉱床は花尚岩中に不規則ポケット状をなして存在するものであつて， 一定

の方向性を持たないので， 他にも同様の鉱体を附近に予期できる地質ではあるが，露

頭探鉱または物理探鉱によつて新鉱体を発見しなければ， 坑内探鉱でこれを探索し開

発することは容易でないようである。鉱体附近の母岩が著しく緑泥化され，性かなが

ら硫化鉄もしくは錯亜鉛鉱が鉱染している部分は， 物理探鉱以外の探鉱に際しての唯

ーの手懸りとなつている。

〔附記〕

前述のように鉱区内にはさらに 3種の小鉱床がある。 すなわち下記の通りである。

1) 含鉛亜鉛銅硫化鉄鉱鉱脈

主として硫化鉄からなる北部鉱体と， 主として銅鎧硫化鉄からなる南部鉱脈とがあ

る。 前者は釧粒石英粗面岩と石英粗面岩質凝灰岩（一部礫岩質）との控界に沿つて発達

し，緑泥石化された母岩中に硫化鉄が鉱染しているものである。鉱体の既知延長は約

10m, 最大幅は約3m,平均硫化鉄含有掘は約 20-30Jbである。なお両母岩の境界面

に沿つて東方へ連続する可能性がある。後者は角礫質石英粗面岩中の裂弊を充たした

もので，既知延長は約 20m,上部は方鉛鉱に富み，下部は黄銅鉱に富み，その銅含有

量は最高約 10翠平均2-3劣である。籟の膨縮はや ゞ著しく上部では約 20-3Dcm,

下部では 40-50cm である。

2) 含金石英脈
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鉱区四部古生）侭iの註岩中に， 広くかつ不規則に賦存 している堅硬な石英脈で，硫化

欽の微品を伴なう。現在までの露頭探鉱の結果によると，含金率4-5g/t以上の もの

はなかつたと いわれる。

3) 輝紗鉱鉱）禾

槻述の石灰質礫岩中に生じている一種の接触鉱床であって， 輝鉄鉱の漿合休からな

り，少塁の硫化鉄を伴なう。鉱抵が少なく低品位で， 採掘の価伯が少ない。

II. 4. 3 高林鉱山

高林鉱山 （栃木県訊掘登録第 2817号，帝国産砿株式会社）は那頷郡高林村大字椒ノ

宮部落の西方，塩原山塊の東緑を限る山裾に位する。現場から湯ノ宮部落までは人路

を通じ，それから省線東那須野駅まで約 14km の間は自動車を通ずる。

沿革 昭和 13年 4月湯ノ宮の人高沢勇治から現鉱業者の所有に移り ，同年 5月か

ら探鉱を続行して現在に至っている。

地 質 鉱山の北西方に辞立している山塊は本地域の払船をなすもので，塚））＜質角

礫岩を混えた石英粗面岩からなり， 岩質はやと堅硬で風化に堪え，突冗とした山般を

呈する。 山裾は大部分変質した晶綿岩石のJi切堆からなり ，一部多数の鉱狐を湿え，鉱

床を形成する。また他の一部は新期火山放に被似されており， また全池披に宜つて池

い表土で表われている。

鉱 床 新第1号坑および井戸沢鉱におけるものを除けば，鉱石の大部分は前記杞

堆中に大小の鉱塊として発見されるもので， 変質した大小の母岩塊とともに土砂およ

び粘土中に混在してい る。 鉱石賦存区域の崖堆の平均の厚さは約 5-lOm,そのうち

鉱石の賦存している部分の平均の厚さは約 lm,面粕は約 10,0DD m~ と推定され， こ

れを毅う症堆土砂の厚さは lmないし 5,6mに逹するようである。

鉱石 就堆中の鉱石は鉱塊および粘土鉱からなり，鉱塊は直径最大 40cm,平均

10-2cm の不規則円礫または角礫であつて， 硫化鉄鉱・ 焚銅鉱を随伴する方錯鉱・

閃亜鉛鉱の中粒ないし前I/粒の密雑漿合体からなり， 脈石として不i英を混える。 粘土鉱

と称せらるるものは径 0.5cm以下の鉱批または鉱石微粒が粘土中に混入しているも

のである。

品位 鉱塊の粗鉱品位は平均血鉛38倭，鉛15.8寃，銅 2.8彩である といわれるc
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本所で 1号鎚から採取した商品位の鉱拠を分析 したところ，銀 185g/t, 鉛 22.53疹，

亜鉛 43.70疹であつた。

鉱脈 鉱脈は石英粗面岩質凝灰佳礫岩中に賦存し，新1号坑によ つて探鉱されて

いる。含錯亜錯硫化鉄石英脈であって， 走向 N40°W,傾斜は 60-70°NEである。走

向断栖があって，鉱脈は甚だ しく破砕作用およぴ粘土化作川を裟つている。

探鉱・採掘 括堆中の鉱）禾は数個の露頭から鉱石を追う不規則な 3個の水平坑道に

ょって探俎炉ドであつて，各坑道の延長はそれぞれ 70mを超えない。 坑道総延長は約

130mである。雨期に坑内切水が甚だしく，粘土が膨脹して採掘がや刈困難である。

鉱JI限は露頭からそれぞれ 5m坑および井戸沢坑で｛菫かに縫抑探鉱を行ったが，鉱況が

よくなかったので中止している。井戸沢坑内は崩壊している。

選鉱 鉱石は鉱塊と諮土鉱とに分け，粘士鉱は水洗によつて鉱石粒を集めて粕鉱

としている。粕鉱の粘土に対する霊最比は約 5分の 1てある。鉱山側の衰料によると

精鉱の平均品位は次の通り 。

鉛 15-9 Jb I 亜鉛 41-42 Jt I 銅 2-2_7 Jb I 金 4 g/t 

鉱挑は各個体によつて品位を甚だしく累にし， その黄銅鉱に富んでいる部分は銅鉱

として貯鉱している。水洗は露天で行つているため，冬期間はJjj水が凍結して粘土鉱

を処郭し得ないので，やむなく鉱塊だけを採取している。使役中の坑夫 ・ 雑夫 • 選鉱

夫合計23人である。

喪鉱 まだ一定の鉱産額を持たない。 精鉱の一部は釧倉鉱山へ試験売鉱しただけ

である。

鉱羅その他 この鉱山のおもな鉱）禾は， 山麓に拡がつている症堆中にほゞ水平に分

布しているものであるから， この探鉱に当つてはむしろ数力所に試錐を行って， まず

この分布および厚さを確かめるべきである。 またこの鉱）禾の源は鉱区北西部の基船中

に求められるはずであるから， その部分の露頭探鉱もする必要がある。現在判明して

いる詭囲で推定できる粗鉱抵1ま，崖堆中のものおよび鉱脈を合せても， それほど多く

｝まな く， 精鉱として得られるものはさらにこの 5分の 1以下であろう。
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11. 4. 4 第 三 塩原鉱山

第三塩原鉱山 （栃木県試掘登録第 2887号， 日本金山株式会社）は塩谷郡似厭町大字

叫盆Jふ［シラン沢中流の淡谷に臨み，悔抜約 800m,四囲の山級は非常に駿険であるが，

況場から塩原町中塩原の鉱山事務所まで約 4.5kmの間は， 営林慇木材辿搬）IJ I、ロッ

コを通じ，さらにそれから西那須野駅までは 1、ラ、Jクを通ずるので， 諮材述搬：および

鉱ぶ搬出に使である。

沿 革 最近日本金山株式会社の所有となり， 第一塩原鉱山とともに探鉱されてこ

んにちにおよんでいる。

地 質 鉱山および附近は主として第三紀に咬出した紬粒石英粗面岩， および多数

の小レンズ状石灰岩を挟有する古生代珪質頁岩からなり， その頁岩は広範に亘る熱変

質のため， 堅硬なホ）レンフニ lレスとなり，石灰岩中には鉱床を生成するに至ったもの

である。古生層の走向はほゞ N30°W,fi,Jj斜は亜直である。

鉱 床 鉱床は前記のように一種のスカルン鉱I禾であつて，鉱石はおもに以J亜錯

鉱・ 方鉛鉱および少量の硫化鉄からなり， 緑簾布 ・ 輝石 • 角閃石 ・柘梱石等の微晶集

合体のなかに， 鉱染状または府）11!!1的状に賦存しているものであって， 一般に低品位，か

つきわめて竪破である。発見された鉱休は第 1号から第 11号まで 11個， そのおもな

ものは 8個である。いずれも共径 5-lOm に辿ぎず， その分布もまたきわめて不規

則である。第 1号東盤際に沿う幅 10cm内外の脈状絋の存在する部分，およぴこれに

接する幅 4-5mの間における網状鉱だけは品位がや豆赳く， 手逆により克鉱品位ま

で上げることができる。

探 鉱鉱体の分布が不規則なために，探鉱の方針が定め難く， 各露頭から露天掘

または小坑道によって探鉱し，ま だ採掘，稼行するに至っていない。

選鉱大部分の鉱石は低品位で，選鉱設備もないので， そのまり招絋し，第 1号

鉱,fjだけを手選によって塊鉱 • 上鉱 • 中鉱および粉鉱に分別し， 第一塩原鉱山の鉱石

とともに帝Ill倉鉱山へ売鉱している。それぞれの品位は次表の通り 。

仙役中の鉱夫 ・ 雑夫 • 遥鉱夫は合計約 29 名である。

鉱冦その他 若干の祖鉱鉱風が推定され，また探鉱によ つてさらに 鉱誠が増加する

見込があるが， 鉱体の分布がきわめて不規則で，大きな富鉱体を発見しなければ今後
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稲 別 1 金 (g/t) 銀 (g/t) I 銅 (~b) I 鉛 (~b) I 亜鉛（？る）

塊 鉱 痕跡 14---16 O.IB---0.16 12.45-5.10 15.57-8.37 

上 鉱 fl 19 0.10 22.60 22.59 

中 鉱 ” 
10 0.13 11.65 16.38 

粉 鉱 ，I 6 0.10 4.50 9.47 

の探鉱と開発とは容易でないであろう 。

IL 4. 5 第一塩原鉱山

第一塩原鉱山 （栃木県試掘登録第 2826号）は塩谷郡塩原町大字中塩原赤沢ノ谷に臨

みt毎抜約 500m である。現場附近の道路は粗悪で，塩原の県道まで約 1.5km の間は辛

うじて歩行でき る山路があるだけである。第三塩原鉱山と同一鉱業旅者の所有である。

沿 革 旧坑がすこぷる多く， 往時相当盛んに採掘されたようであるが詳らかでな

い。 最近日本鉱産株式会社から現鉱業権者の所有となり，新たに中塩原に事務所を設

け，第三塩原鉱山とともに探鉱に貯手， こんにちに至っている。

地 質 鉱山およぴ附近の地質は， 恭Ill粒石英粗面岩 • その角礫凝灰岩 ・ 緑斑石英粗

面岩質凝灰岩および緑色玲岩岩脈からなる。いずれも第三紀の噴出に力心るもので，

広範にわたつてや豆変質している。

鉱 床 鉱l米は前記細粒石英粗面岩中に胚胎している含銀鉛亜鉛石英/IIぞであつて，

おもな並行鎚が 2条ある。走向ほゞ E-W,北または南へ急斜する。既知の廷長と深度

等を左に表記する。

鎚 名 I延長 (m) 深さ (m)I緩幅 (m) I傾 斜 I鎚隔間 (m)

I 
3 号坑鑓 約 85 坑口地並以上平均 7 

約 150 J I 
〕最大 40 

鎚幅最大 15 
I 

3号坑北方ノ鎚 約 30 - 15-20 

束端 70°s

西端 50°N

約 35
80°N 

各鎚は大体規則正 しいが， 籟幅の広い部分では鉱脈が分岐してや立網状を呈する。

鉱石は主として方錯鉱・閃亜鉛鉱および硫化鉄鉱からなり， 3号坑においては籟の上

部ほど硫化鉄に富んでいる。石英を脈石とし，鉱脈の両側 10数 m の間は母岩は著し
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く変質を裟つて脆弱となつている。

探鉱・採掘 3号坑の鎚は 3号坑地並において鎚押をなし， さらにその西方下部銹

先を探るべく立入通洞J-_)r:を開認中であって，坑道総延長は約 220mである。 3号鏑北

方の鑓は露頭から紺抑探鉱をしたが，鉱況不良のため放匠した。 坑内は湧水が多い。

動力なく坑夫約 10数名を使役して手掘を行っている。

選 鉱 鉱石は手選によつて粉鉱 ・並椀および上塊に分別し， 細倉鉱山へ売鉱して

いる。挑鉱と粉鉱との割合は約 1対 1,粕鉱の粗鉱に対する璽蓋比ほ約 60劣である。

各鉱の品位は次表の通り。

種．
別... 1 

金 含艮 (g/t) 銅 (;!G) 鉛 ub) I亜鉛（形）

粉~ 鉱艇跡 11 0.55 2.10 12.85 

す(;_ 塊 'I
37 1.87 4.72 14.56 
10 0.10 6.70 12.03 

上 塊 l ” 76 2.78 10.12 25.44 

鉱産額 第三獄厭鉱山の鉱石と併せて粕鉱月此額約 lOtである。

運 搬 鉱石は塩原県迅まで人窃および木栖により ， それから 1、ラックで省線西那

須野駅へ連搬する。

その他 この鉱床は規模が大きくないようであるが， 坑内探絋によつて鉱醤増加の

見込がある。なお地質および同種鉱石が赤沢に転石となつている事実とからみると，

附近一帯の露頭探鉱によつて新鉱床が発見される可能性も多い。

II. 4. 6 滝 頭鉱山

沌頭鉱山 （栃木県試掘登録第 2824号，森下松太郎所有）は栃木県河内郡翡岡村，上

都賀郡今市町との換界，板穴川上流に位し， 現場から般岡村高畑まで 2kmの間は，

道路や q粗悪であるが， ．馬車を通じ， それから省線今市駅までは自動車を通じる。

沿革 古くから探鉱されたもので，昭和 12年 9月，現鉱業権者森下松太郎 （東京

都台東区千束町:~丁目251)の所有となり ，探鉱を継続してこんにちにおよんている。

地 質鉱山およびその附近は第三紀の粗粒石英斑岩 ・靡Jll粒石英祖面岩およびその

凝灰岩からなり， 凝灰岩中にはしばしば砂礫を混える部分がある。広晦にわたる変質

のため，いずれも淡緑色を呈する。
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鉱 床 鉱石は前記石英斑岩中に胚胎する断I晋性裂雛を充填した鉱石であって， 一

部ポケット状の交代鉱床に移化して鎚幅が著しく増大している。 おもな鎚は 2条であ

る。 1つは板穴川河j禾に露出し，走向 NE-SW,傾斜｝ま 70°N,他ばその北東方に露頭

を有し，その走向は N-S,傾斜ぱ 50°E,両者の間隔は約 10Dmである。前者は籟押お

よび掘下りによつて探鉱され， 開発された部分の最大幅は約 4m(鉱幅約 lm),延長

は約 120m,深さは約 20mである。後者は未開発であるが， 露頭における鎚幅は約

3n'.l, 焼けをなしている。

鉱 石 鉱石は主として閃亜錯鉱 ・方錯絋および硫化鉄の不規則密雑楽合体からな

り，JI悶石として方解石および石英を伴ない，多数の中石を挟む。 緬が著し く膨脹して

いる部分の鉱石は， 一部前述の よう に交代鉱床の状態を豆するほか，両謡に斜交せる

多数の雁行脈状を呈することもある。現在採掘中の鉱石のうち，比餃的亜鉛‘に富んで

いる部分を本所で分析したところ，次の結呆を得た。

金 (g/tl I 銀 (g/t) I t月 （劣） ！ 鉛

o. 7 I 10 I o. 76 

（劣 ！ 亜鉛 (;!b)

3.o I 39.30 

探鉱 ・採掘 板穴川河床露頭の上部から鎚押をなし， さらに鉱体の幅の広い部分に

沿つて約 20m ほど掘下り探鉱中である。 上部における鎚幅1ま平均約 0.3m, 下部に

おける籟幅約 4mであって，鉱況もや上良い。坑道総延長は約 16::lm,坑夫6名を偵

役して手掘を行っている。

選鉱鉱石は手選によつて硫化鉄に富む部分と鈷• 亜錯fこ富む部分とに区別して

いる。鉱山側資料によると，後者の平均品位は次の通り。

鉛国） 1 亜鉛 （鈴） I 生f,J Uo) 金 (g/t) I t艮 (g/t) I硫黄 C5'o)

10 I 20 I 0.9-'.l.4 j 3
 

29 40 

鉱産額 昭和 13年度までに出鉱した絋石の種禎・品位およ びその出鉱猛：ま次表の叫

りo

種 別 I 品 位

硫 化 鉄鉱 硫黄 40Jb以上

硫化鉄鉛亜鉛鉱 鉛 20劣，亜鉛 25形， 硫黄 4'.l劣以下

出
一

鉱批

3()t 

5t 
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11/l和 14年度には， それ以前の効も併せて硫化鉄約 lOOt,硫化鉄鉛並錯絋約 20tを

出し，それぞれ昭和肥料会社および租!ii倉鉱山へ売鉱した。

運搬 鉱石は省線今市駅まで馬車によつて出している。

その他 坑道は浅 くまた露頭が少なく， 鉱床の規模および鉱簸を推定すること がで

きないが， 籟押探鉱によつてなおポケノト状富鉱体が発見される可能性があり， 将来

にlti]待できるかも知れない。

II. 4. 7 竜ケ沢鉱山

咆ケ沢鉱山 （栃木県試掘登録第 2886号，大出常三郎所有）は塩谷郡栗山村大字）II俣・

門森沢の渓谷に臨み，海抜約 1,200m,中ノ沢金山の北方に隣接する。交通 ・述搬の

仙に恵まれず，腔かに中ノ沢金山を経て南方日光方面への通路があるだけである。四

囲の地形はすこぶる急峻てある。

沿革 沿革は詳らかでない。 昭和 14年大出常三郎の所有となり ，探鉱を継続中で

ある。

地 質 地質は下部が流状Ti英糾面岩ないしオ淡安山岩， 上部が伯礫板灰質石英祖

面岩であって，互に漸移する。広く裂質を翠 り， II揺緑色ないし）火緑紫色を呈し脆産て

あるが，鉱i邸付近では新 1号JJ滋珈におけるように珪化作）IJによつて堅硬となってい

る。鉱1ぷは大部分fり裸凝I火沿質イi英粗面岩中にあるが， 一部流状が英粗面冶ないし石

英安山岩中に賦存する。

鉱 床 鉱月くは含銅錯石英脈からなり，しばしば網状または鉱染状を呈し，一部交代

鉱I禾に移化して富鉱体を形成する。鉱石は主として方鉛鉱からなり， 時に収l亜鉛鉱 ・

鎚 名 ：延長 (m) I 1竺度(m)―|鎚幅 <mi I走向 ・傾斜

:3 号坑の籟 富鉱部約 4 富鉱部約 8
7 8 

約 2 N30°E, 垂直

I 
1 号坑の縫

，富鉱部約 10 
68 約 10

富鉱部約 0.2

I 
I N50°E // 

1-4 

新 1号坑の鎚 17 約 20 ¥約0.7, 僅か N60°E '/ 
に鉛 • 亜鉛を

マナイク沢坑の錨 I 30 r合む。無価値 N60°E 'I 

石英多 し。 1 
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黄銅鉱および硫化鉄絋を随伴し，石英を脈石とする。品位の変化がきわめて大きい。お

もな鎚は 4条であり，各鎚の既知の大きさ •走向および鎚間隔を表記する (136 頁） 。

探鉱・ 採掘 いまちようど探鉱の緒についたばかりであり， 各籟とも露頭部から籟

押により，また富鉱部に沿つては掘下り ・切上りにより探鉱中である。 2号坑鏑およ

び 1号坑鎚は鉛に富んでいるが， 新 1号坑の鋤およびマナイク沢坑の籟はこれに乏し

く，含金率もお口むね 0.3g/t以下である。富鉱部掘下りては 黄銅鉱の簸がや立魯加

する額向がみられる。動力設備なく手掘により採掘し， 使役中の坑夫 ・ 雑夫 • 選鉱夫

合計 10名である。

選鉱 手選により鉛鉱と並鉱とに分別する。それぞれ品位は次の通りである。

鉛 （？釘

並

鉛

鉱

鉱

27 

41 

金 (g/t)

9以下

（最高 6H釘

銀 (g/t)

30D 

銅 (Jt) 

3
 

採掘鉱石は貯鉱されており，まだ売鉱に至っていない。将来の鉱石連搬は中 ノ沢金

山と同様，南方白洲峠を経て，それから 1、ラックで搬出の予定であるといわれる。 白

洲峠附近は各期間風雪が甚だしく，連搬不可能であろう 。

その他 探鉱が浅くて未だ鉱巌を推定しうるに至っていないが，鉱況はやと良好で

なお富鉱体が潜在している可能性がある。 また鉱床下部に向かつて爽銅鉱の量が増加

する傾向があるのは，鉱床の下部への連続性を噌示するものであつて，露頭および坑

内探鉱をさらに進める価値があるものと思われる。

II. 5 硫化 鉄鉱

硫化鉄鉱は地域内に広く散在しているが， 釜ケ沢鉱山および上滝鉱山にそのや立屈

ったものがあるほかは，大鉱床の存在が知られていない。 しかし近時北部の越路鉱山

において黒物式鉱床が発見され， その開発が期待されるに至った。越路鉱山の鉱布は

低品位であるが予想鉱鼠は非常に大きいようである。
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II. 5. 1 越路鉱 山（図幅北側）

この鉱山では昭和 24年 10月， 本所吉山善亮および紫膝喜平 ・小谷良陛各技官によ

つて，それぞれ地質鉱）禾網査および電気探鉱調査が実施され， その結呆はすでに報告

されているが， こ入に（ま岩生調査当時の状況を記述する。

越路鉱山 （栃木県試掘登録第 3,176号， I抄JF!化学肥料株式会社）は塩谷郡三依村字横

川，不動i竜の西方約 1.4km,悔抜800mの地点に位し， 鉱山から省線今市駅 まで級

い降り勾配の自動車路を通じ交通は便である。

沿 革 この鉱山は大正年間から越路銅山として採掘されたこ とがあるが， その後

久しく休山状態にあつて事消が詳らかでない。昭和 12年 7月現鉱業権者朝日化学肥料

株式会社の所有と なり， 初めて硫化鉄の探鉱を開始してこんにちに至っている。

地 質 鉱山およびその附近の地質は大部分第三紀の咬出物からなり， 下部から上

部へJllri次細粒石英粗面岩 ・屈状白色凝灰岩および緑斑石英粗面岩質凝灰岩（一部その

角礫凝灰岩およびプロビライ トを含む）からな り， これを具ぬいて玲岩岩脈が発逹し

てい る。 鉱）禾が賦存しているのは紛岩を除く上記 3種の岩石中であつて， 母岩は等 し

く変質を磁つているが， その株式および捏度は鉱）禾と密按な関係にあることは下叫の

通りである。鉱I禾生成後小断）門が生じており， いずれも N-S性である。

鉱 床鉱床は,',Iヽ ＼物式硫化鉄絋）｝こであって， 珪絋および奴鉱を中心として，これを

囲み漸移帯 • 石咽f帯の/1!(!1こ累附・分布を示している。J屯絋は崩JI:拉わ英粗面岩巾に賦存し

ている長径約 50m,短径約 30m(深さ未詳）の鉱体である。著し く珪化された厨岩中

の不規則網状硫化鉄石英脈からなり， 2坑引立におけるようにきわめて微抵の衷銅鉱

を伴なうことがある。概して低品位で黄鉄鉱平均含有墓は 20疹に達していないが，鉱

体全容粕の約 JO;?t(ま裳鉄絋約 70-60疹を含有する富鉱体（黄鉱）を形成している。 し

かし富鉱体内部においても部分によつて品位はすこぶる不同である。石秤帯は漸移帯

を囲んでその外側に広く発達し， 漸移帯と移化するが， 一部断層で珪鉱と相接してい

る。主として前記凝灰岩類を交代して生じ， 鉱石は主として石秤およ び硫化鉄からな

り ， 一部(·'代か少墓の方錯鉱• 松J亜鉛鉱を伴ない， また仙の一部には松平旧坑西方にお

ナるように，主として誼晶石および硫化鉄からなる鉱石を混えることがある。交代作

J IJは部分ごとにその進捗程度を屎にし，ほとんど変質を森らない母岩あるいはほとん
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ど硫化物を伴なわない部分を残存している。石商帯における 4個の試錐坑からみると，

鉱化作）-l・Jのおよんでいる邸囲は地下20-60m以上であって， 鉱石の品位は余り良く

なく， その硫化鉄含有批も 20露前後であるが， ？坑内南北坑道における直径約8m

の宮鉱体のように， その平均硫イt鉄含有量約60;:tのもの， また裏山坑内における小

富鉱体のように， 硫化鉄含有塁約 40疹に逹するもの もある。次に各鉱帯から得た代表

的試料を本所で分析した結呆を掲げる。

試

珪鉱（上鉱）第 1坑内

珪鉱（富鉱体以外の部分）合裕 ？坑内

珪鉱 （中品位）

石秤硫化鉄鉱 松平坑

料

霊晶石硫化鉄鉱（比較的高品位部分）松平坑

I金 (g/t) I鉄（劣） I硫設 （劣）

I 

43.12 40.07 

3 11.64 10.79 

3 31.62 33.20 

3 37.93 41.18 

12.38 13.66 

酸化帯 珪鉱を除く各帯はおとむね厚さ 5-lOmの表土または砂礫で毅われ，ほと

んど酸化料を認めることができない。 珪鉱は顕著な酸化帯を有し風化に堪え，突冗た

る岩山をなしている。

探鉱 ．？年前から坑道およびボ ーリ ソグによつて専ら探鉱を行っており ，坑道

には，おもに珪鉱およひ黄鉄鉱を探鉱して西方および南西方に延びた第 1坑 （延長約

75m) • 第？坑（延長約80m)および石行弔中の松平坑 （延長約 25m)がある。また

2, 3の旧坑および堅坑があるが， 崩壊埋没している。 また昭和 15年には珪鉱の西方

の石脊帯中に新たに裏山坑を変つており， その延長は約 33mに達している。 また，

コアーボーリ ソグを 7カ所に行い，極力探鉱に力を注いてい る。 坑道掘詔には手掘，

ボー リソグには石油発動様を）IJいている。

選鉱 採掘鉱布は大部分そのまり貯鉱し，一部手迅を行っている。 将来汗揃遥鉱

を行う予定であるという 。仙役中の坑夫 ・雑夫合計 20名である。

鉱援その他 推定鉱鍋 （硫化鉱として） を概算すると硫化鉄約 20 ;;~のものは 拿鉱贔

の約 60翠硫化鉄約70Jb-までのものは全鉱蓋の約 15銘内外，硫化鉄約 70Jbの高品

伶．．の部分は全鉱量の約 10疹と推定される。確定鉱量はさらに探鉱の進捗をまたねば耶I]

然しない。探鉱になコアーボーリソグを行うのが適当であり， その位置と してまず珪

鉱北方の漸移帯および石宵幣中にそれぞれ 1カ所， 珪鉱南西方の漸移帯中に 1カ所，
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荘鉱東方の石秤弗中に 1カ所および珪鉱中央部に 1カ所合計 5カ所を追定すれば，各

鉱休の大略の形状を寮知することができるであろう。結論的にみてこの鉱体は低品位

ではあるが， 鉱砧が大きく，かつ迎搬 • 交通の便に恵まれているので，探鉱を続行し

て開発に努める充分の価値がある。

IL 5. 2 笠ケ沢鉱山

釜ケ沢鉱山 （栃木県試掘登録第 2934号， 伊膀善広所有）は河内郡豊岡村大字佐下部

にある。現場から佐下部まで約 1.5km の間は馬車を通じ，それから今市町までは I-

ラソクを通じる。

沿革 昭和 11年 1月前鉱業権者竹中峯次郎が露頭を発見してから開発されたも

ので，爾来釜ケ沢旧坑の取明けおよび朝日坑の開坑を行い，同12年 1月現鉱業権者伊

森芯広（東京都港区青山南町 6の147)がこれを謡受け， 前記行坑のほか釜ケ沢鉱傍iこ

新坑道を掘筵，探鉱を継続したが，現在ほとんど休業状態にある。

地質 鉱山附近の地質I誌）II粒石英祖面岩ないし石英安山岩であつて，著しく流状

を呈する部分がある。鉱床附近の母岩は珪化作用を裟りすこぷる堅硬となっている。

鉱床 鉱店は硫化鉄石英鉱脈からなり，、おもな鎚は 2条である。 一時新坑によつ

て籟押探鉱され，その坑内における鎚輻は約 4cn1,ぅヒ向はNl5-20°E,東方への傾斜

は約 50°である。仙ぱ新坑斜め上部に紐訓し， その下底はll=J坑によつて立入探鉱され

ている。その走向は Nl5°W,傾斜は東へ 60''である。坑内における鎚幅は約 l.4n1,

不規則網状の鉱脈からなり， 一部は母岩を交代して品位や¥良好な硫化鉄の塊状鉱を

なしている。

品 位 旧坑内から採掘した上鉱の品位は下表の通り。

I金 (g/t)I銀 (g/t) 銅 ('Jo) I鉄国）硫黄(%)¥
硫化鉄

（彩）

鉱山 側資料 による 3-5 2 3 49 

本所崎析衰料に よる o I 3 0.22 26.57 28.26 l 
現在使役中の坑夫 ・雑夫合計 4名，坑道総延長は約 250mである。採掘鉱石はほ と

んど全部貯絋してある。

その他 露頭および坑内の状況からみると大鉱床の存在は予期し難いが， まずl日坑
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内に露われている鎚を 新坑坑内に露われている誕との落合の方向に向かつて探鉱す

れば，あるいは落合直りに逢着する可能性があるかもしれない。 しかもこの鉱山は交

通の便に恵まれているので，小規模に開発するのも一方法である。

II. 6 硫 黄 鉱

本地域内の硫黄鉱床は品位低く，かつ規模も大きくない。高原火山旧慰裂火口壁iこ

生じた鉱染鉱床である。

IL 6, 1 高原鉱山

高原鉱山（栃木県試掘登録第 2752号および 2940号）は， 高原火山釈迦嶽北側の中央

旧爆裂火口壁内唸沢の上流スカン沢の源に位する。海抜 1,500-1,200mの間の火！」

壁の処々に露頭が散在している。火口壁の傾斜が急峻て， I洛雨により土砂が崩壊して

いる処が多い。現場からその西方約 4kmの日塩道路（塩原鬼怒川間の自動車道路）に

至る間には歩行が比較的容易な山路があり，それから会津街道鬼怒川まで約 15kmの

間は， 1、ラソクを通じる。ただし冬期間は秩雪がきわめて多い。

沿 革 かつて茂世路鉱業および間宮捨次郎によって探鉱， 採掘されたものである

が，種々の事湾によつて一時（木山していたものを， 昭和 14年 10月現鉱業権者東朝鮮

鉱業株式会社が買牧し，ふた只び探鉱に湘手してこんにちにおよんでいる。

地質および鉱床鉱床は鉱染交代鉱床に属し， 高原火山の中央旧焙裂火口西側 と南

側 との安山岩熔岩およびその集塊岩の互層中に胚胎する。 この互層は火口を中心とし

て，周囲に向かつて 50内外の角度をもつて緩傾している。各圏の厚さはおとむね 5-

20mであるが，火口底の近くは集挑岩の発逹が特に著しく， しばしば角礫状を呈す

る。鉱床はこれら火山岩層に沿つて鉱染している。鉱石の品位が比餃的良好で，鉱床

の発逹が特に顕著なのは， この集塊岩層の最上位の部分であつて，他の部分ではその

発逹がきわめて微弱である。次に鉱石の産状をおもな露頭につき簡単に記載する。前

記集椀岩の最上位に胚胎するものは， 圏厚約 6m,拡がり は第 6 露頭において約 30m~

で，そのなかの鉱床の形状は不規則で， 黄色を呈する富鉱部は全体の約 3-4姦，青

灰色硫黄鉱は同じく約 15;fbに過ぎず，他は変質母岩である。鉱石にはほとんど硫化鉄



J42 

を伴なつていない（露頭番号 6-7)。前記集尻岩下位に胚胎するものには全般的に黒色

硫仕鉄および微孟の1計旦化が鉱染している。品位のや日高いものとしては， 厚さ 3m,

拡がり約 4mの小レ ンズ状鉱体が 1カ所にし認められるだげである（露頭特号 4-5)。

前記集塊岩の上部に（立する安山岩熔岩と集椀岩との互層中に胚胎するものは， 厚さ 5

-lOn1, その良質なものはほとん ど硫イt鉄を伴なつておらず，鉱圏の約 20災を占め，

それぞれの形は不規則採状てある。部分により 黒色硫化鉄を伴ない（露頭 8),品位は

低下している。本所で行った分析によると， 品位の比較的高いものはS=26.25 ;:;;, 

他の品位はS=11.24斧てあつて，良質のものとはいえない。

探 鉱 ほとんど地表探鉱を行った程度に過ぎないが， 前記集塊岩最上位の鉱射だ

けは，北方露頭から鉱即こ冶つて延長約 30mの水平坑道により探鉱を行っている。

運 搬 前鉱業権者は過大の採掘計画を樹て， 現場から東武電鉄巌原駅までの安全

索道を設け， 雷力によりこれを連転し， 鉱石搬出を計画したが，採掘するに至らない

うちこれを放棄し，現在銅索はすでに取り外されている。

気 候 現場は而抜 1,40'.Jm前後の高さにあつて，冬期間の寒気がすこぶる酷しく

また頼雪拭が多いが， ｛『業の続行は可能であるといわれる。

その他 この鉱11ふ議i;{i晶位．が高くなく，かつその分布状態がきわめて不規則で あ

る。したがつて露頭によつて箸しい富鉱部を発見できなければ， この開発は余りすと

めること はできないc

II. 7 鉄 鉱

地域内の鉄鉱床1ま， 古生栖石）火岩中に花甜岩の接触によって生じた高温交代鉱j禾で

あって，鉱石は輝鉄鉱を主とする。 鉄含量は百くないことはないが燐分が多く ，硫化

鉄を伴なつてい るものかあり， また鉱贔も少なく，地の利は悪く， 特に開発を怠ぐ必

要はないと思われるc

II. 7. 1 亙十 里鉱山

五十里鉱山（栃木県試掘登録第 3032号および 2837号，竹中裕次郎所有）は， j盆谷郡
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三依村地内大塩沢の支流熊居沢の上流に当り，河面からの高さ約 200mの嶺線近くに

あり，海抜約 l,OOOmである。大塩沢沿いの約 3kmの間の交通は，降雨の際にはし

ばしば杜絶することがあってすこぶる不使である。

沿 革 鉱床は明治 20年頃から地方民によつて発見され，小規模に探鉱されたまと

久しく放棄されていたが，昭和 11年竹中峯次郎（東京都陛区白金三光町 237)の所有と

なり，新たに探鉱を行ったが予期に反して鉱蓋が少なく， 休業してこんにちにおよん

でいる。

地 質 地域の基盤格をなすものはチャ ート ・頁岩および石灰岩レンズからなる古生

愚およびこれを買ぬく粗粒花閲岩であって， これを貰ぬいて噴出した第三紀の細粒

石英粗面岩および石英粗面岩質凝灰角礫岩があり， 最後に岩脈状石英粗面岩が貝入し

ている。

鉱 床 鉱床は前記尚花岩との接触により，石灰岩もしくは泥灰岩を交代して生じ

た高温交代鉱床らしく ， その規模はきわめて小さい。すなわち鉄鉱露頭の水平延長は

20m余， 約 30°の額斜面に沿つて上下約 10mの間に分布する。露頭の上部お よび

下部はいずれも頁岩であって，凝灰岩は認められない。鉱石はおもに粗大な輝鉄鉱（径

0.5-lcm)からなり，しばしばヘデソベルグ輝石を混え，仰かに方解石を伴なうこと

がある。露頭から採取した上鉱の品位は次のごとく ，や は燐分に宮んでいる。

¥ Fe(9G)厨nO叫Ca0(9りI-P:!O認 ）¥s心 位）¥ Cu(鈴）

鉱山側資料によるもの ,66.00 I゚35i I .゚98本所分析資料によるもの 66.03 0.11 0.10 0.17 2.22 

鉱景その他 仰かに露頭探鉱が試みられたに過ぎず， 鉱量を算出することができな

いが， 仮りに露出している鉱体の厚さを最大 5m, 拡がり 20m平方のレソズ状鉱体

とすれば，粗鉱量は約 5,000tである。 なお附近に別の大鉱床の潜在を予期できる資

料はない。

II. 7. 2 三依鉱 山

とつこ

三依鉱山（栃木県試掘登録第 2,834号，斎膵定吉所有）は塩谷郡三依村大字独鈷沢に

あり， 男鹿川の 1支流であるアテラ沢中流の渓谷底，海抜約 1,000mに位する。現場
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から県道までアテラ沢沿いの木1爵追があり，その行程は約 2.5kmである。

沿革 昭和 11年 9月から現鉱業権者斎森定吉（東京都港区本村町 30)によつて探

鉱採掘され，約 1,000tの粗鉱を出したが鉱況が思わしくなく， 同 12年 10月ほと

んど休業状態にはいり，こんにちにおよんでいる。

地 質 地質は五十里鉱山とほゞ同様てあるが， 古生代石灰岩レソズの発逹がやゞ

箸 しい。石灰石は灰色ないし灰白色を呈 し， 摺理が明瞭でなく， ことごとく刊結品し

ている。

鉱 床 鉱床はその石灰岩と花商岩との接触部に当つて一部は石灰岩を， またその

一部は花尚岩を交代して生じた輝鉄鉱鉱床であって， 第三紀の石英粗面岩類によつて

鉛糾111こ貰ぬかれた部分である。発見された鉱体は 4個であつて，アテラ沢下流のもの．？

個は第 2坑の鉱床，同上流のもの 2個は第 1坑の鉱床と呼ばれ， 両者の間隔は 40Clm

余である。第 2坑の鉱床の 1つは長さ約 20m,幅約 8m,深さ約 10mで，仙はこの

約 5分の 1である。鉱体の形は不規則レ ンズ状である。 いずれも輝鉄鉱の中粒ないし

刹l粒の密雑集合体からな り， しばしばヘデンベルグ輝石その他スカルン鉱物および石

英を多巌に混えることがあつて， 品位がすこぶる不同である。第 1鉱における鉱即しま

アテラ沢を挟んで左右両岸にあり， 右岸のものがやと大きく 71u',左岸のものは約

3m3である。 その性状は第 3坑の もの とほ 同ゞ様であるが，鉱休7));',j緑部である低

品位の部分には，脈状または鉱染状にや ;.tcll大な硫化鉄および緑泥石を多址に伴なう

ことがある。鉱石の品位をみると， 富鉱部は鉄約 60;"bに達するが，平均約 40銘と推

定される。

探鉱 ・採掘 第 2坑の鉱床はおもに露天掘によつて， また第 1坑におけるものはお

もに坑道掘によつて採鉱され，第 2坑のものはさらに露頭から坑道を墜つて探鉱され

ているが，新鉱体を発見するに至らずして中止している。 各鉱体はいずれもほ 半ゞば

以上採掘済である。

選鉱 かつて手選を行い，精鉱は独鈷沢の自家用精錬所で処理し，約 5tの銑鉄

を証したといわれる。余りの鉱石は貯鉱してある。

鉱塁推定残存粗鉱醤は 2,000-3, 000 tであつて，附近に大鉱床の存在を予期で

きる森料はない。
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II. 8 登石

螢石鉱）末の賦存邸囲は地域の最北部の福島県境以北に限られ， 古生層ま たは第三紀

凝灰岩等のなかに賦存する。おそらくその母岩のいかんを問わず，第三紀石英粗面岩

禎の火成活動に成因関係を有するものである。調査した 2鉱山のうち，螢鉱山ではすで

に推定鉱緻約6,000t(螢石約60-9: がの粗鉱）に達し，採掘 ・楼油選鉱の設備を腺えつと

あり ，近く操業の予定てある。水引鉱山では探鉱を行つていたが，前者に比べて開発

の諸条件がすこぷる不利である。前述の ように螢石鉱床は北部に限つて分布する傾向

にあるから，その区域は今後もなお露頭探鉱を続行する必要があ るものと認められる。

IL 8. 1 螢鉱山 （図幅北西側）

螢鉱山 （福島県試掘登録第 6720号， 日本弗化鉱業株式会社）は福島県南会津郡館岩

村字小高林にあり，南会津郡田島町から同郡山口 を経て鉱山に至る距離は約 40km,

その間自動車を通ずる こと がてきる。現場は海抜700-1,000mの間に位し，附近の

地形はや入 急峻であるが，その東縁は西根川に沿う狭長な凹地に臨む。

沿 革 昭和の初期，福島県南会津郡小高林の人星長吉によつて発見されたもの

で，昭和 13年春東京の人佐蕨和三郎がこの所有権を得， A夫 60名を使役して探鉱

を行い， 大沢本鑓の富鉱部を発見， 昭和 19年新たに日本弗化鉱業（古河系） が創設さ

れ，その開発を計画するに至つた。詳細は不明であるが， 古河電工株式会社が経営権

を有している。

地 質 鉱区およびその附近の地質は 4種に分けられる。すなわち最も古い ものか

ら順次に述べると， 第三紀前の花痴岩および古生層，角礫岩と角礫状花尚岩， 第三紀

石英粗面岩質緑斑塚灰岩，および凝灰質砂岩である。花箇岩はおもに地域の北部に分

布し，地域の基盤をなし， また地域中央部においては， 谷底に沿つて位かに露出して

いる。角礫岩は主として敬の高い所にだけ分布し， 一見後述の石英粗面岩質緑斑凝灰

岩を被毅している。西根川河岸において観察すると，著しく破砕された古生）習が石英

粗面岩質捩灰岩によつて賀ぬかれ， 前記角礫岩に移化しているところがあり ，これら

からみると， この角礫岩は著しく破砕された古生層岩片または岩塊が，石英粗面岩ま
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たは石英粗面岩質塚）火岩によつてセメソ トされたもので， その岩塊の最大のものは径

10mに達する。この上部は数t灰質砂岩（多少礫岩状の部分を混える）に移化するよ うで

ある。鉱床が胚胎しているのはこの角礫岩のなかに限られている。

鉱 床 鉱床は前；氾石英粗面岩類の咬出に成因関係を有する浅成鉱柘であつて， そ

の形は不規則JII問状を呈するが， その大体の傾斜は 10-30°内外のものが多く ，ほとん

ど水平的分布を示す。 その規模は大きく品位もまた良好である。現在発見されている

露頭の数は 10数個であつて， 各籟はその鉗頭から縫押坑道によつて探鉱中てある。

そのうちおもなものは大沢本籟（大沢南1ごl(A))と称し， ほ 郡ゞ定している鎚の拡がり

は 1,000m2余，富鉱部における鎚厚は最大 2m 余でその部分における品位はほゞ 90・

fb (螢石として）に逹する。なお連続性を有しているようである。 他の縫も鉱況はお

おむね良好で， 探鉱によつてそれぞれの鉱床賦存面籾が著し く増加するであろうこと

ほ疑いないが，各緩がはたして 1枚のものか， または数枚のものかは各籟の発達状態

がきわめて不規則なために， これを推定することができない。 また幽沢南鎚における

よう に， 螢石粒が石英粒とともに粘土中に混在し， 銃の形状が全く予察し得ないもの

もある。次に各領のl駈知の部分における平均緩厚，鋤の拡がり， 平均品位等を表記す

る。

籟

-:--
平均品位

（欲•石としそ
て）

,- - . 

名 最大籟 J駁 1平均籟 J'!:I鎚の拡がリ の 他

大沢本 籟

I 
大沢上盤銹

大沢西鑓
I 

幽沢北 1号鑓

限沢南艇
I 

幽沢北 2号鎚
I 

ザゾ沢鎚
I 

勺↓が

// 

II 

I/ 

” 
” 

2.0ro 

1.5 // 

0. 7 // 

2.0'I 

5.011 

l.011 

勺
ソ

↓
芥

” 
II 

” 
fl 

II 

// 

0.8m 

0_4 I/ 

0.311 

0.7 I/ 

l.011 

0.1'1 

0.2ク

約 1,300m'

” 
II 

// 

II 

// 

I/ 

200 I/ 

250 I/ 

80011 

10011 

500 // 

50011 

約

” 
I/ 

” 
I/ 

” 
”・
 

I 
60;'~ \ 鎚は比較的規則止

しい。

25 // 

60 // 

60 // 

70 // 

40 IJ 

75 If 

ff 

処々にポケット状
の富鉱体あり。

fl 

大小のボケット状
富鉱体からなる。

規則正しい。

この鉱床は昭和 13年本所鈴木技師によつて調査されたが，当時の各鎚の呼称はこの

報告中のものと屎なるので，次に対比表を掲げる。



147 

この報告中のもの 鈴木技師報文によるもの

大沢本鎚 大沢南口 (A) 

大沢上盤鎚
” 大沢西鎚 大 沢 (B) 

幽沢北 1 号鎚 弓I 桜 沢 (C) 

幽沢南鎚 引桜沢北ロ (A) 

各緩はおとむね石英読石脈からなり， 大沢本鎚 ・幽沢南鎚におけるようにきわめて

微量の黄銅鉱 ・賀鉄鉱 ・似J亜鉛鉱等の硫化物を随伴することがあるが， 多くはそうで

ない。石英および螢石は互に相密雑し，または互に厚さ 10数=-数 10cmの）詈状

ないし帯状をなして産し，各粒度は 0.5-2.3cmである。富鉱部においては螢石だ

けが集まつて，その粒度もまた（径 1-数 cm)大きいのが常であり，しばしば晶洞中

に美晶を含む。前述のように幽沢南鉱においては，螢石結晶は黄褐色粘土中に混生す

るが，他の領においても多少の粘土を伴なっている。貧鉱部では石英の量は急に増加

し，遂に石英脈に移化する。螢石の結晶はおいむね淡緑色ないし灰緑色を呈 し，稀に

幽沢南坑におけるもののように淡紫色を呈するものがある。 母岩と鉱床との関係をみ

ると， 母岩の角礫状が著しいほど， そのなかに胚胎される鎚の形状は不規則で連続性

を有せず， 多数のポ ケット状鉱体の集合体からなる傾向があり ，各鉱体は前記粘土に

ょって互に連維している。西根川河岸の凝灰岩中にも螢石の産出を見るが，きわめて

微量である。

探 鉱 各鎚は目下坑道によつて銹押探鉱を行っており ， その主力を鉱況が最も好

い大沢本籟および幽沢の北鎚にそ Lぎ，坑道延長はそれぞれ約 250mおよび 200mに

逹している。本沢本坑坑口から約 15mの間は随ーの富鉱体てあるが， 深部に至るに

したがつてJI原の消長が常なく， ふた．＼びこのような富鉱体を発見することができなか

った。幽沢南籟は他の領と趣を巽にし， また各ポ ケット状鉱体の連絡を求める唯一の

手掛かりは粘土だけであるため，探鉱がや刈困難で一時中止している。現在，坑内探

郷ま手掘で行っているが，今年末には，大沢本坑および幽沢北．？号坑において機械掘

を採用，また坑内迎搬用として斜坑巻揚を取付けるとともに， 前詑鉱）米賦存区域内の

露頭探鉱をもならび行う予定であるという 。

選 鉱 鉱石はi静岡県清水の日本軽金屈株式会社の工場における， 氷晶石製造の原
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鉱として供給されるものであるから， 製鉄）月熔剤のよう に粗粒てあることを要せず，

料勒遥鉱の採用が最も適当である。本年末までに選鉱場設置の予定であつて， その場

所は飯場の西南西約 300mの緩斜地である。大井の古河狸化研究所で迎試験を行い，

次のよ うによい成朗を得ている。すなわち， 平均品位 60;:,(,の粗鉱を 2吋以下に粉砕

し，特に粗粒で純粋な部分を手選によつて選別する。その量 （璽蛋比） は;fll鉱の約 10・

劣，品位は螢石 90-95Yかである。残りはことごとくスライムとして楼油逆鉱を行う 。

粁粕絋品位は螢石 95-96斧，尾鉱品位は螢石約 4.4窪 実牧率は 95-94劣である。

尖際のt築業にあたつては焼石 • 石英のほかに， 母岩岩片その他多少の不純物が混入す

るであろ うから， 実牧率 ・浮精鉱品位ともに低下することが予想されるが，品位は蟄

布 93疹，実牧率90彦をもつて最底限度とする。粘土と混入している鉱石は 洗i條後選

鉱する。処理粗鉱予定巌は 1日約 15t, 1カ月操業予定日数 28日間であるから，毎月

処剖祖鉱予定景は約 420tである。大沢本籟および上盤緩の粗鉱は， 通洞坑口から索

逆および トラックにより選鉱場へ搬出し，また幽沢北鎚のもの1ま冬の間は貯鉱する。

従業員 現在使役中の坑夫 ・雑夫は合計約 25名である。

動 力 今年度中に現場まで動力電線架設の予定で，目下準備中である。

気候 冬季間は祐留批がきわめて多いが，坑内作業にはさしつかえない。

鉱蓋その他 すべての絋1ぷを盛石 60疹に換算 (60劣以下のものは組の平均厚を減

じ， 60劣以上のものは平均彫を増す）し，この鉱石の比叩を 3とすれば，推定昧11鉱品

は約 6,000tである。

このようにこの鉱山は鉱絨が大きく品位が良いばかりでなく， なお多位の埋蔵鉱が

予想され，かつ比較的交通 ・迎振の似に恵まれているので， 探鉱 • 開発は大いに促進

されるべきである。その探鉱の主力は坑内籟押 ・露頭探査に注ぐのが望ましく ，特に

前述の鉱床賦存予想区域すなわち角礫岩中を広く露頭探鉱する必要がある。 この場合

この鉱床は石英螢石脈を主とするもので， 螢石が減じて石英脈に移化することがしば

しばあるので，石英脈の総頭といえどもなおこれを追跡する必要がある。 また鎚は一

般に 20°内外の緩傾斜であるから，椴被掘採用後余裕があるならば， 適当な位置から

竪坑を下して新たな並行鎚を発見して，鉱床の全貌を確かめるのも 1方法である。
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II. 8. 2 水り 1 鉱山

水引鉱山 （福島県試掘登録第8032号， 佐豚和三郎所有）は福島県南会津郡館岩村に

あり， 水弓l部落の南方約 5km余，湯餃JII支流赤岩の沢の狭臨な渓谷中に位する。四

囲の地勢は急峻で遥路は不完全，交通も不便である。すなわち現場から水引部落まで

はかろうじて人背によつて鉱石の連搬ができる程度であって， 水引部落から 北方約

4km. の湯の花までは馬車を通ずる。湯の花以北は省線会津田島駅までトラノクを通

ずる。

沼 革 この鉱山は金銀銅硫化鉄鉛亜鉗鉱区として，昭和 13年9月現鉱業権者佐膝

和三郎 （東京都中央区兜町 1の2, 兜町ビル）の所有となり，由来鉱区北部の鎧鉱を鑓

押探鉱したものであるが，宮鉱を発見できなかつた。昭和 15年坑内で仰かに聾石を

随伴した鉱石を認め，また新たに同鉱区南部に螢石鉱床の露碩を発見し， 目下鋭意そ

れを探鉱中である。

地 質 地質は大別して古生膨， これを既ぬく花滴岩および石英斑岩からなる。花

尚岩は地披西方に広く分布し古生層に熱変成を与え， これをホルソフェルス化し，石

灰岩を再結晶させているが， 鉱床賦存範囲にはほとんど露出していない。石英斑岩は

第三紀に貰入したもので，その分布はきわめて狭いが，鉱床の連鉱岩として開要な意

義を有している。古生層は粘板岩 ・珪岩および石灰岩の互圏からなり ，その走向は大

略 N20-30°E,南東東に急斜する。 2,3の走向断層があつて石灰岩の西緑を限つて

いる。

鉱 床 鉱床は前記石灰岩中に不規則脈状交代鉱床として胚胎する。 各露頭におけ

る鉱体のー形状はやゞ不規則であるが，なお現在までに発見された 11個の露頭分布から

みると，鉱脈は大略走向 N20-30°E,10-40°SEの角度で緩斜している 2枚または

それ以上の平面内に分布しているようである。各露頭で見られる鉱脈の形状はすこぷ

る不規則であるが，常に石英 ・螢石および鱗片状方解石からなる不規則縞状構造を示

し， この 3稲鉱物相互の消長によつて， 石英螢石脈 • 石英方解石脈または石英脈等に

移化する。 またまれに微盤の硫化物を ともなう ことがある。この縞状梱造は外側から

内側へ緻密堅碩白色石英， 鱗片状方解石漿体（径数 en,の結晶からなる），螢石結晶衆

休または螢石と石英結晶との密雑体 （各結晶の直径0.5-2.3cm),晶族石英結品の順
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序，または徴密堅硬白色石英 ・螢石結晶衆体 ・蛸片状方解石衆体の）llfi序で配列し， 前

氾緻密石英中には特に珪質頁岩片を含むことがある。 各帯の厚さは不定であつて膨縮

が甚だしいが，おとむね 5-50cmである。時に螢石緊体の部分が署しく ，露頭(4)に

おける ように厚さ 1,7mに逹する宮鉱体を形成することがあるが，直ちにその厚さは

数 cm以下に減じ，また消滅するのが普通である。比較的連続性を示す焼石緊体は厚

さ数 ClU以下の脈状を呈するものである。次に各露頭における螢石の澁状 ・規校 ・品

位等を列挙する。

露頭 1 石放岩と珪石との障界面近くに， 石灰岩を交代して不規則な石英方解紐脈

が発達し，螢石はその上継側の,fj灰岩との税界に水平脈状を呈 して賦存する。益..fi/1限

は厚さ約 1,5 cm, 約 1111辿転し，品位は螢石約 80形である。

露頭 2 石灰沿を交代して直径 2-3m,厚さ 0.5mの不規則レンズ状の試子i石英

方解石脈が 3条ある。硫化鋏鉱および黄銅鉱を随｛半することがあるといわれ，試•石が

孔雀石で汚染されている ものがある。 螢石の緊体の厚さは5-2crn,その部分の品位

は螢石 SJ-70姦， 鎚全体の品位を採れば螢石約 15斧てある。

露頭 3 石灰岩中に胚胎している不規則な水平脈で，方解石・淡石からなる。厚さ

は最大約 lm,平均は約 0.5m,焚石衆体の部分の厚さは最大約 0.5m,平均約 0.2m,

その部分の品位は螢石約 80怨緩全体としての品位は監石約 30姦である。

露顕4 石灰岩中のポケ ゾト状JI/応で，石英方解石監石Jlli<である。 この鉱山における

最も認詔な富鉱体て，）IlkのJ立大のI話さは約 1.7111である。益石業（本の うち最大の もの

は上記脈中の中央部であつて，1話さ約 lnci, 昂位約 80;:f,に達する が， 連続性に乏し

い。また他の部分における螢1iJI辰は連続性に富むが，おのおのの厚さは約 5cm,合計

約 20cm,錮全体としての競•石品位は 40-50 斧である 。

露頭 5 石灰岩中に胚胎している 石英方解石}Iii<であって，螢石を含まない。走向は

N30°E, 南東方に 45°栢斜する。脈の厚さは約0.7mである。

露頭 6 石灰岩中の不規則}II紅状鉱体で，石英方解石螢石脈に屈する。走向はN45屯，

東南方に 30°傾斜する。厚さは平均2m,連続性に乏しく北方に向かつて急に 尖滅す

る。なかに数枚の薄レンズ状の螢石緊体があって，それぞれの厚さは 10cm内外，合

計約 70cm,その品位は螢石約 80-70忍 籟全体として品位は螢石約 25劣てある。

露頭7 オiJ火岩と粘板岩の疫の面に沿う 小規校の断罰角礫帯を充たして， 3個のボ



151 

ヶ．ノト状石英方解石螢石脈がある。各鉱体の直径は約 lm,それぞれの螢石の品位は

約 30寃である。

露頭8 露頭4と性状が同様である。領全体としての品位は螢石約 15疹である。

露頭 13 石灰岩中の不規則網状の石英殻石脈てある。鉱体の最大幅は約40cm, 遮

続性に乏しい。鉱体全部の品位は螢石約 15彩である。

露頭 14 石灰岩中に胚胎し方鉛鉱 ・ 硫化鉄 • 石英を主成分とする 3個の厚レンズ状

鉱体からなる。各鉱体の直径は約 1n,, 厚さは約 0.2mで， 走向はおよそ E-W,唾

直の平面内に配列している。

前記各産状からみると， 鉱床はすべて石灰岩中のほゞ 1平面にそつて行われた交代

作用の結呆生成されたもので， 鉱Jjl眩の膨縮が著しく， かつ連続性に乏しいようであ

る。なお鉱区南方西根川上流右岸の古生！習中にも 4カ所に螢石露頭があり， そのうち

の1つは石灰岩中に}]/詞状交代鉱床として， 他は頁岩 ・粘板岩中に裂雛充填鉱j禾として

胚胎し，それぞれ母岩を展にするが， 成因的には槻述の談石鉱1ぶと同様である。各総

頭でその性状を観ると次の通りである。

露頭9 粘板岩中に胚胎した石英螢石脈で， 走向 N25°E,北西に20-30°傾斜して

いる。領の厚さは約20cm, 螢石柴体は晶洞中にあって， その厚さは約2cm,鎚全体

としての品位は螢石 5-10疹である。

露頭 10 粘板岩中に石英拉と相伴なって螢石結晶が見られるが，螢石は微量である。

露頭11 石灰岩中の石英方解石螢石脈であって，鑓の厚さは約 2n,,走向はほゞ

N-S, 東方へ60°前後頻斜する。螢石緊帯の部分の合計の厚さは約60cm,綴としての

品位は螢石約25疹である。

露頭 12 ほゞ 11に同じ。

この鉱山より産する螢石は大部分無色または淡黄色， まれに淡紅紫色を呈する。

探 鉱 目下赤岩の沢沿岸の各露頭から籟押探鉱に滸手 しているが，鍵が連『売性に

乏しいため，探鉱に困難を感じている。例えば露頭で最も鉱況が良いと思われた鉱体

4は，鎚に沿つて東下方へ掘砲すること他か 3,4mで，すでに螢石はほとんど消滅し，

石英方解石J]I艮となつている。地形が急峻で渓谷が狭く， 廃石捨場に適当な地歓のない

ことも，探鉱作業を困難ならしめる 1原因である。鉱区南方の露頭9, 10, 11, 12お

よび北部の 13,14は未探鉱である。探鉱に従事している坑夫 ・雑夫は合計約 10名で，
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予掘を行っている。

鉱呈現状から推邸しうる推定料鉱址は最大 500t (螢石約 20劣平均として）で

ある。

気 候 冬拇］間における柏雷拭は蟄鉱山におけるよりもや と少ないが， 地勢が急峻

で逍路が悪いため，坑内外の諮作業お よび迎搬は相当困難であろう 。

その他 鉱床の形状が不規則で膨縮維続が著しいので，探鉱はすこぶる困難である

が，鉱床は前述のように走向 N30°E,傾斜E10-40°Sの平面内に限られているよう

であるから，探鉱を続行するためにはほゞ北の面に沿つて石英方解石盛石脈または石

英方解石Jj限を追跡 して，富鉱体の発見に努める のが適当である。 しかしもし探鉱が巡

抄した後も現在露頭に観られる程度以上に鉱況が挽回せず， 富鉱体が発見できなけれ

ば，地形の不利なことおよび鉱石品位の低い（粗鉱品位平均 20-25径）ことと相俣つ

て，鉱床の開発はすこぶる困難となろう 。

IL 9 珪築土

地域内の珪深土は．？力所で採掘されている。 1つは寺山採掘均であり， 仙は諒原採

掘場である。 いずれも佑ii駁火山の砧底をなす集椀岩の上部，すなわち塩厖［植物化,Tih'•'i 

とほゞ同一の/1・・『i準に｝屈する。推定鉱批は合計約 1万 t,忍しく艮質のものではない。

II. 9. 1 寺山珪燥土

寺山珪諜土採掘場は塩谷郡泉村寺山にあり，現場から約 0.5kmの間は木福道を通

じ，それから約 8km,省線矢板駅までは 1、ラックを通ずる。

沿革 この鉱床は約 20年前の発見にか入り，小規模ながら採掘されたことがある

が，その後永らく休山放棄されていた。昭和 11年旭珪藻土株式会社がこの採掘権を

得て事業を開始，同 14年 1月矢板町に製粉所を設け，採掘土を製粉して，これを東京

方而へ販売 してこんにちに至っている。

地 質 基盤をなすものは第三紀中新世に咬出した石英祖面岩類およびその凝灰岩

加で，これを高原火山の浮石流が1投招し， さらに上部は所によつて同火山の熔岩流で
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覆われる。浮石流は上 ・下の3層に分かれ， 上部はおもに均質無屑雖の厚い蒋石から

なり ，一部集椀岩を混え， 下部は屈理の顕著な中粒ないし釧粒の浮石砂および集塊岩

の互層からなり，両者の間にはしばしば凝灰質頁岩を挟み， また非賂合面が認められ

ることがある。

鉱 床 珪蔽土届は上記凝灰質頁岩と相伴なうもので，｝爵狸はほゞ水平である。 珪

藻土層の厚さは部分によつてや と巽なり，採掘現場において 0.8-0.3m,それから南

東約 200mの位芭における露頸の厚さは，0.8-0.7mで平均0.5mである。しかし

そのなかに厚さ 10-4cmの浮石砂の央み2枚を有するので， 珪蔽土だけの平均厚は

約 40cmである。すなわち灰みから上部は純白色てあるが，それから下部は淡焚褐已

を星する。それぞれを本所で分析したところ次の結呆を得た。

SiO, Al20., 底 03 CaO MgO alkalies lg. loss. Sol. Si02 

純白 種 76.00 2.36 3.52 2.22 0.64 1.16 13.35 68.96 

淡黄褐色種 77 .86 2 .44 3.28 1.48 0.58 0.58 13. 56 70. 74 

このようにこの珪藻土は特に良質のものといえない。 本所竹原技師によると主とし

て Pinnulariasp. および Coceoneissp. からなるものである。珪藻土層の水平分布

は未詳であるが，採掘場所附近において約 40m平方を確かめうる許りでなく， その

南東にも前記の露顕があつて，少なくとも附近200m平方に亘つて賦存している もの

と認められ，推定残存鉱量は約 10,000tに造する。

採掘 採掘現場における珪蔽士層上部の 浮石層被りの厚さは， 10-20m以上で

露天掘に適しないのて，露頭から 南東方へ向い 3本の水平坑道により，残柱式手掘

を行い，各坑灌の延長それぞれ約 30mに及んでいる。 坑内では一部支柱を用いてい

る 。 使役坑夫 ・ 雑夫 • 選鉱夫合計 12 名である。

選鉱•製粉 採掘原土は手選に より 浮石質の火みの部分を取り除いた後，径 10cm

内外の小塊に砕き，天日で乾燥し，塩谷郡蕨原町高原火山山麓珪涵土採掘場から購入

した原土（月約 200俵）とともに， トラックで矢板町に連搬， 製粉所で製粉する。原土

10賀目に対して製品は約 9貰 100匁 （乾燥および選鉱に よる分減のため） であって， 1

日の製粉能力は約 50俵 (1俵約 9貰）， 1カ月の操業 日数は平均 25日である。 たゞし

梅雨期は乾煉不能のため滅産する。

販賣用途 製品は矢板駅から東京方面へ販出し， 石綿代用およぴ耐火煉瓦混入）ljに
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供する。 1俵の価格は （矢板駅渡し）調査当時 3l_[J 20銭であった。

IL 9. 2 藤原珪蔽土

森原珪藻土採掘場は塩谷郡森原町東方約 ~km, 高原火山南山裾にあり，海抜約 900

111である。森原町から途中約 1kmの問は 1、ラッ クを通ずるが，それから現場までは

山路によらねばならない。

地質および鉱床 地質およ び鉱）~~は前，，土炉山鉱床とほ ゞ同様てあるが， 鉱）よの規匂

は小さいようである。

産額その他 月額は原土約 200俵で， 乾煉後原土のま又矢板の製粉所に送つている

が，冬期間は柏雪のため採掘を中止している。現在隊原の人手塚清吉の所有である。

II. 10 鹿沼土

圭産地 I紺沼土様土堀は栃木似上都賀郡鹿沼町を主心とした緩丘按地に広く分布し

ているが，その品質は良好で最も椋式的の発達をなし， いわゆる鹿沼土と称して採掘

されるのは鹿沼町近在だけに限られる。

土質および産状 鹿沼土は淡択褐色，指頭大の安山岩質粁石J,;,,:からなり ， 池表に近

くほゞ水平に分布し， その表面は黒褐色表土で昭われている。表土のI嬰さは平均 1-

2 n1., 浮石四の厚さは 2.5-0.9mである。 JI、『にその上下に'/i'i褐色粘土の衷り）けを作なう

ことがある。上記のようにこの脳はほゞ水平であるが， これを詳紬にみると丘接の蔽

斜面に従って多少緩い波状を呈し，しかも愁斜面またほ崖等によつて戟れていること

がある。 この浮石を検鋭すると，淡黄色ないし無色の新鮮なガラス中に，斜長石 ・紫

猫輝石 ・緑色角閃石およびきわめて少量の普通輝石が散在しているのであつて， 角閃

石紫称輝石安山岩質粁石に属する。 これは日光白崖における汗石圏の浮石とほゞ同一

のものとみなしうべく， 地質的にも鹿沼土と白崖の浮石屈とは一連のもので， その間

粒度が漸移している。

採振 採掘にあたつてはまず表土を除き，鹿沼土を露出せしめ， その露出面から

不規廿ljな水平坑を望ら， 鍬およびショベルでこれを採つている。こうして採掘が終つ

た後は表土を落して採掘跡を埋めつくし，ふたたび畠とする。けだし表土下の鹿沼土
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を除く方がかえつて耕作に適するといわれる。採掘業者は，目的地を買牧または借 i）

入れた後採掘を行っている。

産額 最近の年産額は約 1,700tである。

隅査当時の価格

生土 ｛乾燥しないものは 1俵 50kg,45-50銭

乾煉土｛上乾煉は1俵 35kg, 1円10銭
中乾煉は 1俵 40kg,70-80絞

たゞし，以上は大口の場合の鹿沼駅渡しの価格である。

販路および用途 おもに東京方面に阪売され， 園芸用 として骰も利用されている。

なお珪藻土と混ぜて保温灰として使用するといわれる。最近日本アルミナ工業株式会

社（東京都中央区江戸橋．？丁目6番地，昭和ビル）はこれをアルミナ原料として使用す

ることを企画し，昭和 14年鹿沼町に工場を設置したが，特に研究 ・試験の進捗してい

ることを聴かない。けだしアルミ ナ原鉱の条件としては， 原土のアルミナの稀硫酸に

対する溶解度が大きいことを要するが， 本所の試験の結果はアルミナ原土たる福蒻土

の可溶性の大きいのに対して，鹿沼土は非常に小さい点からみれば， アルミナ原土 と

しては不適当だということができる。

II. 11 イ了 1叶•

地域内で石材として利用されるのは船生石だけであるが， これとほゞ同一の層序に

属しかつ類似の石質を有するものに大谷石があるのでこ＼に併記する。

IL 11. 1 大 谷石 （図幅南側）

圭産地 大谷石を分けて粗目および租Ill目とするが， そのそれぞれの主韮地は次の通

りである。

粗目： 栃木県河内郡城山村荒針 • 戸室 ・ 大谷附近

細目： 栃木県河内郡城山村荒針 ・瓦作 ・立岩附近

品質のやと劣るもの：栃木県河内郡城山村田野 ・ 駒生， 国本村田下• 岩原 • 岩本・

新里附近



156 

前品涯地の総面籾は東西約 6,000m,南北約2,000m に近する。産地の地形はおと

むね丘陵性で海抜最高約230m,比高最高約70mに過ぎない。

地 質 大谷石と呼ばれるものは斜長石英粗面岩質の凝灰岩であって，その糾織は

料髪である。不明瞭な！習郡を有し， その傾斜ほ一般にきわめて緩慢であるが，部分的

に急傾斜をなして貰入状を呈するところもある。 淡緑白色ないし淡黄緑白色を呈 し，

常に長径2-15皿 の淡青緑色または淡緑褐色の変質ガラス片を有し， 淡緑褐色のも

のは 「みそ j と称せられる。これを鋭下に検する と， ガラス片の半ばはモンモリロナ

イト化し，石基中には石英および新鮮な斜長石の斑晶を有し，佃少量の頁岩片・ ガラ

ス質岩片を含有する。 この岩石は第三紀中新lせの噴出にかかるもので，その厚さは最

大 300m 以上に達する。

種 別 前述のように粗目および泰JI!目に分けられる。

祖 目―砂および砂利（頁岩片その他）を比較的多く含有し， 石質は粗継で涸気に現

¥. ヽ

゜
訓 目ー砂および砂利 （頁岩片その仙）の含有量が少なく， 石質は比狡的級密てあ

る。 両者の埋蔵駄はほゞ相半ばする。

採掘

採掘方法ー地形によりふ村天掘または虹根掘を行っている。紺天掘は表土を除き沿稲

の上部から/I頂次掘下げ， 垣根掘は表土およびその罰圧に堪え る厚さに岩綿を際根のよ

うに残し，その下部を順次掘下げ地中の採掘場を拡げる方怯である。掘下りの最深部

は地下約 30mに逹し， しかもなお石質は不変である。 i伐石には動カ ・火薬ともに）IJ 

いていない。

採掘経営者一当地方における採掘経営者は合計40名で， そのうち城山村の居住者

25名，宇都宮の業者15名である。

採掘従業員ー当地方における採掘従業員は約 1,400名， 労銀の平均l・i(男 ・女） 1日

3jl」である。

産 額 近時セメン ト頴不足のため需要が著しく増加したが， 労力不足のため需要

を充たすに至っていない。その産額は次の通り。

支那事変前年産約 18万 t 約 170万円，t当り約9.44円

支那事変後年産約 15万 t 約 150万円， t当り約 12.0:l円



157 

昭和 14年度における年産は約19万 tである。

用 途 祖目は従来主として土木石材に用いられていたが， 近時建築石材としても

用いられるに至り， また家庭用防空深の用材として試験せられつ口あるという。租Ill目

は主として租JII工物に使用される。

販 路販路は全国的であるが，販売醤としては関東方面約 7筈1j(うち東京約 5甜I].

神奈川2.5割），関西方面2-2.5割を占める。

運腐 石材は採掘現場から東武鉄道「トロ」により東武鉄道大谷駅 ・荒針駅・ 立

石駅または瓦作駅に搬出する。

関係団体 (1)宇都宮大谷石材協会 （事務所は商工会談所内）， (2)城山村大谷石

材産地営業紐合（事務所は荒針駅前）。

ふ iこう いし

II. 11. 2 船生石

はんにやく ；ご

産 地 産地は塩谷郡船生村羽谷久保および沼倉にある。このうち羽谷久保のもの

はや い粗弱で， 沼倉のものはやと緻密である。煩似の岩石は広く船生村一帯に分布す

るが， 石材として使用に堪えるものは，前記の地域すなわち面蹟約 lkm~ の範囲に限

られる。

地質および石質 （大谷石と の比較） 船生石は凝灰質緑斑石英粗面岩で第三紀中新世

のものである。 地域の南方に分布する大谷石とほゞ同一の層準に属し，その外観，石

質もまたほゞ大谷石に似る。 しかし大谷石より石質が劣り，風化特に寒気および湿気

に対して脆弱である。その理由を明らかにすることができないが，大谷石と巽なる点

を挙げれば， 肉眼的に大谷石より緻密で時に硫化鉄の鉱染を受け，顕微鋭的には大谷

石が新鮮なガラス片を石基とし， 斑晶長石として斜長石のみを有するに反し，これは

均ーなガラスが脱ガラス作用を装り ，斑品として斜長石のほかにガラス質長石を有す

ることである。前記の ように沼倉産のものは特に級密である。この岩屈の厚さは未詳

であるが，地並以下では時に砂礫または角礫を混えて品質低下するを常とするとい う。

採掘

1) 採掘業者採掘業者は船生村小松屋旅館主人のほか，同村屈住者 3, 4名に過ぎ

ない。
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2) 採掘従業員，品家の副業として，褪犬が従事する。

3) 採掘方法，地並以上を露天掘とし，咄通）召角， 長さ 3尺の大きさに採石する。

産額 年産約 6,000-5,000オである。

販路および用途

販路は主として媒谷郡 ・河内郡およびその近郷に限られ， 家屋の壁張り，垣墜，窟

等に）廿いる。



EXPLANATORY TEXT 

OF THE 

GEOLOGICAL MAP OF JAPAN 

Scale 1 : 75,000 

-------・:--・:::::・ 一.__ ,::::::::c::.・・-

SHIOBARA. 

Zone 19 Col. V 

Sheet 82 

By 

SHU!CHI Iw AO 

＆ 

TSAO IMAI 

(Written in 1941, Supplemented partially in 1951) 

(Abstract) 

GEOLOGY 

The area of the Shiobara sheet map is located at the southern 

portion of the Nasu Volcanic Zone in the Japanese Island Arch. 

Quaternary volcanos, occupying a half of the area mapped, cover 

the basement complex, which is mainly composed of the Chichibu 

Paleozoic formations, granitic rocks, and the Tertiary formations. 

Chichibu Paleozoic formations The oldest rocks in the area 

mapped are represented by the clayslate with an intercalation 

of beds of sandstone, chert, diabase, schalstein, and thin beds 

of fusulina limestone. They are, priorer to weak thermal meta-

morphism, partly subjected to phyllonitization and mylonitization. 

Granitic rocks Various granitic rocks intrude the Paleozic 

formations and are unconformably covered by the Tertiary forma-

tions, and Quaternary volcanos. 

Tertiary formations The lower complex of Miocene age 
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which consists mainly of apo-andesite, quartz porphyry, plagioli-

parite, their apophyses, dikes, Java flow, flowbreccia, welded tuff, 

and tufaceous sediments, is covered with para-unconfom1ity, by 

the upper formations of Pliocene age. It is either marine or ter-

rigenous, characterized not only by its greenish colour but also 

by mineralization of epithermal ore-deposits, and correlated with 

the lower part of the so-called " Green Tuff " formation. The 

upper formation, which is composed chiefly of liparite tuff and 

廿netufaceous sediments, is quite free from mineralization. 

Quaternary volcanoes The welJ known Nikko volcanic cone 

and the Shiobara volcanic cone are the representatives of the 

volcanos in the area mapped. They are composed of alternative 

stratification of Java flows and pyroclastics, and are more or less 

dissected and accompanie::l by several parastic volcanos, such as 

Nantai, Tanze, Manago, Maruyama, and Fujisan. The rocks of 

the volcanos comprise such as two-pyroxene andesite, olivine-

augite andesite, olivine-hypersthene andesite, oxi-hornblende two-

pyroxene andesite and hornblende-hypersthene dacite. The last one 

-occurrs as Java dome and the others as Java flows, agglomerate, 

tuff-breccia, tuff, pumice flow, ejected pumice and etc. The age 

of their eruption ranges from lower Dilu'llium to upper Diluvium. 

Diluvium and Alluvium: Sediments are composed of clay, 

sand, and gravel. 

Crustal movements : They occurred in three ages, nameJy, 

pre-Tertiary, pre-Quaternary volcanos and post-Quaternary vol-

canoes. 

ECONOMIC GEOLOGY 

A great number of ore deposits which belongs to the Tertiary 

epithermal veins found in the lower portion of the Tertiary 

formations as well as in the older rocks. Their structural rela-

tions to the wall rocks are worthwhile. The mineral deposits 

comprise those of gold-silver, silver. copper, lead-zinc, pyrite 
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and fluorite. Besides these there are found contact deposits 

of lead and zinc in the Paleozoic formations, impregnation deposits 

of sulphur in the Quaternary volcanic rocks, diatom-earth of 

Quaternary age, and a kind of altered welded tuff of liparite quar-

ried as building stone. 
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